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平成 23 年度

各部門における主要な施策の成果

延岡市



平成 2 3年度中の各部門における主要な施策の成果について

地方自治法第 2 3 3条第 5項の規定に基づき平成 2 3年度中の各部門における

主要 な 施 策 の成果について別紙のとおり報告します

平成 24年 9月 4 日

延岡市長首藤正治
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平 成 23年度歳入歳出決算状況
歳 入（一般会計） （単位：円）

予 算 現 額 対予す算にる
調定に

科 目 調 定 額 収入済額
対する

予 算 額 継許続費費財及源び充繰当越額明 計
収入率 収入率
（%） （%） 

1.市 税 13,836,918,000 13,836,918,000 14 604 047 986 13,974, 769,208 101. 0 95. 7 

2.地 方 譲 与 税 530, 001, 000 530' 00 I. 000 555 613,686 555 613 686 104.8 100.0 

3.利 子 割 交 付 金 27,000,000 27,000,000 27, 931, 000 27, 931, 000 103.4 100.。
4.配 当 割 交 付 金 6,000,000 6 000,000 20,975,000 20 975,000 349.6 100.0 

5.株式等譲渡所得割交付金 3,000,000 3,000,000 3 501 000 3, 501, 000 116. 7 100.。
6.地方消費税交付金 I. 210, 000, 000 1. 210 000 000 1 231 298 000 1. 231. 298，。。。 101. 8 100.0 

7.ゴルフ場利用税交付金 18,000,000 18,000,000 21. 271. 753 21. 271. 753 118. 2 100.。
8.自動車取得税交付金 80,000,000 80,000,000 74,464,000 74 464 000 93. 1 100.。
9.地方特 伊j 交 付 金 140,696,000 140,696,000 140,696,000 140,696,000 100.0 100.0 

10.地 方 交 付 税 16, 779,203,000 16, 779, 203，。。。 17 167 721 000 17, 167, 721. 000 102.3 100.0 

11.交通安全対策特別交付金 30,000,000 30 000,000 35 508,000 35,508,000 118. 4 100.。
12.分担金及 び負担金 903,473,000 10 000 000 913,473,000 972,618,913 854,291,855 93.5 87.8 

13.使 用 料 及 び手数料 1,211,360,000 1,211,360,000 1 352 647 323 1. 224, 745, 473 101. 1 90.5 

14.国 庫 支 出 金 8,805,855,000 823,607,823 9,629,462,823 9,556,857, 125 9,069,444,575 94.2 94.9 

15.県 支 出 金 4,567,602,000 70,671,000 4,638,273,000 4 547 419 462 4,272,958,462 92. 1 94.0 

16.財 産 収 入 303,565,000 303 565 000 324,527,828 319,078, 155 105. 1 98.3 

17.寄 付 金 2,442,000 2 442 000 I. 950, 000 1 950 000 79.9 100. 0 

18.繰 入 金 573,298,000 573,298,000 572, 709,800 572, 709,800 99.9 100.。
19.繰 越 金 1. 452, 699, 000 372 110 404 1,824 809 404 1. 824, 810, 137 1824,810,137 100.。 100.0 

20.諸 収 入 1,925,572,000 1,925,572,000 3, 151,837,239 2,020, 125,090 104.9 64. 1 

21.市 債 5,695, 157,000 1,282,500,000 6,977,657,000 5, 700,657,000 5, 700,657,000 81. 7 100.。
A ロ 計 58, 101. 841. 000 2,558,889,227 60,660, 730,227 61,889,062,252 59, 114, 519, 194 97.5 95.5 



歳出

予 算 現 額 予算に

科 目 支出済額 翌年度繰越額 計
対する
支出率

予 算 額
継続費及び繰越

予備費充用額 計 （%） 
明許費繰越額

1.議 ヨム三 費 472 015 000 472 015 000 469 818 123 469,818, 123 99.5 

2.総 務 費 7,831,349,000 287 906 531 8, 119, 255, 531 7, 766,627,390 120,647, 190 7,887,274,580 95. 7 

3.民 生 費 19,992,912,000 19,992,912,000 19 411 219 825 250, 116,000 19, 661. 335, 825 97. I 

4.衛 生 費 4, 921. 057' 000 960 722 196 5, 881. 779, 196 5,340,847,548 414,635,000 5, 755,482,548 90.8 

5.労 働 費 375,899,000 375,899,000 371,392,344 371,392,344 98.8 

6.農林水産業費 1,573,664,000 121 232 500 1,694,896,500 1. 539, 234, 019 122 393 568 1,661,627,587 90.8 

7.商 工 費 1,988,888,000 45,985,000 2,034,873,000 1,933,479,587 38 930 000 1,972,409,587 95.0 

8.土 木 費 5, 521. 877' 000 386 801 000 5,908,678,000 5,270,414,875 597,354, 723 5,867, 769,598 89.2 

9.消 防 費 1,679, 769,000 1,679, 769,000 1. 658, 924, 616 1,658 924,616 98.8 

10.教 育 費 5, 138,545,000 751,079,000 5,889 624 000 5,027 213 011 753,635,000 5, 780,848,011 85.4 

11.災害復旧費 596,908,000 5, 163,000 602,071,000 326, 421. 915 205,472,400 531 894 315 54.2 

12.公 債 費 7,958,958,000 7,958,958,000 7,958,575,231 7 958 575 231 99.9 

13.予 備 費 50,000,000 50,000,000 。 0.0 

b 口 言十 58, 101, 841. 000 2,558,889,227 。60,660, 730,227 57,074, 168,484 2,503, 183,881 59,577,352,365 94. 1 



歳 入（特別会計） （単位：円）

予 算 現 額 予算に 調定に

~』i¥ 計 名 調 定 額 収 入 済 額
対する 対する
収入率 収入率

予 算 額
継続賞及び繰越明

計
（%） （%） 

許費財源充当額

国民健康保険 16 260 600 000 16・260 600 000 16,992,301,373 16 094 415 013 99.0 94. 7 

食肉センター 130,000 130 000 60 720 60, 720 46. 7 100.0 

介 護 保 険 11 746 225 000 11. 746, 225, 000 11 893 025 256 11. 808 674 754 100.5 99.3 

後期 高齢 者医療 1.317,817.。。。 1.317,817,000 1,296,586, 122 1.278,287,622 97.0 98.6 

A 口 計 29,324. 772,000 。 29,324. 772,000 30, 181. 973. 471 29, 181. 438, 109 99.5 96. 7 



歳出

予 算 現 額
予算に

1三』 計 名 支 出済額 翌年度繰越額 計
対する
支出率

予 算 額
継続費及び繰越 予備費

計 （%） 
明許費繰越額 充用額

国民健康保険 16,260,600,000 16,260,600,000 15,804, 709,980 15,804, 709,980 97.2 

食肉センター 130 000 130 000 60 720 60 720 46. 7 

介 護 保 険 11 746 225 000 11. 7 46, 225, 000’ 11 660 291 232 1 323 000 11 661 614 232 99.3 

後 期高齢者医療 1 317,817,000 1 317 817 000 1,275,978,922 1,275,978,922 96.8 

Aロ、 計 29 324 772 000 。 。29 324 772,000 28 741 040 854 I 323 000 28 742 363 854 98.0 



（一般会計） （単｛立：円）

款・項・目 来日l 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 呆

1 地元ケーブルテレビを活用して、年4回の定例会における一般質問及び3月定例会における市長の施政
議 £コエ』 費 議会活性化事業 本会議中継事業 3,500,000 方針説明並びに年1回開催されるこども議会の全部を放映することにより、議会の活性化、市民に向けた

積極的な議会公開を進めることができた。
議 ヨ必コ』' 費
(1) 

年4回の定例会後に議案の審議結果や、一般質問の内容及び委員会の活動報告などを掲載し、 l回につ
議 :f>ミ． 費

き47,700部発行した。議会活動を広く市民に周知するとともに議会に対する興味と関心を高めることがで、き
た。

議会広報紙 発行事業 3,028,914 区 分 事 業 費

印 刷 製 本 費 2,584,386 

運 送 委 託 料 444,528 
計 3,028,914 

会議録検索システムにより、過去の会議録検索が短時間で行えるようになり、議会側、執行部側とも合理
的・効果的な処理が可能となった。またインターネットでの公開により、住民も手軽に情報を確認できること
となり、より一層のサービス向上が図られた。

会議録検索システム
2,199,900 

事 業 区 分 事 業 費
印 局リ 製 本 費 941,370 
会議録検索シスァム管理委託料 1,258,530 

計 2,199,900 

2 歴史的な縁により盟約を締結した兄弟都市いわき市及び姉妹都市坂井市と、教育、文化、スポーツ等の

務 費 都市交流推進事業
各分野において市民レベルでの相互交流を行い、一層の友好親善の紳を深めた。特に、いわき市児童と
の相互交流事業は、いわき市の被災児童（小学生5・6年生）を本市に招待したことにより、東日本大震災
で受けた児童の心の傷を癒し、元気を取り戻す契機となる支援ができた。

総務管理費 都市親善交流事業 5,268,380 
(1) 事 業 名 事業費 交流者数 内 訳

一 般管理費 兄弟都市いわき市交流事業 3,969,163 55人 派遣 13人 来延 42人
姉妹都市坂井市交流事業 1,299,217 47人 派遣 14人 来延 33人

計 5,268,380 102人 派遣 27人 来延 75人

花の栽培や観賞を通して、命の大切さや思いやりの心を育てるために、人権の花運動を北浦小学校（宮

人権啓発事業 地域人権啓発活動
野浦分校・北浦幼稚園含む）で実施した。

活性化事業
100,000 

参 加 児 童 園児数 208人
需用費（消耗品費） 100,000 
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款・項・目 来問 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 2匁手き7・ 及 び 日見 果

市民に教育資金を融資するため、金融機関に一定金額を預託した。平成23年度は融資枠を2,500千円か

教育資金貸付事業 教育資金融資事業 161,857 ,500 
ら3,000千円に増額することで、高等教育を受ける機会の更なる拡充を図った。

｜預託金額I161,s51,5oo I貸付実絞｜ 75件I135,100,000 I 

(2) 
広報のベおかを月 1回49,000部発行し、行政情報の市民への周知を図った。また、老朽化した広報発送

広 報 費 広報管理経費
用結束機の買い替えや、取材用カメラのレンズ等を購入した。

広報のベおか発行事業 25,860,797 
区 分 事業費 区 分 事業費

広報のベおか作成費 23,516,797 編集パソコン機器借上料 403,200 

広 報 運 送 委 託料 1,312,500 備 ロロ口 日辞 入 費 628,300 

計 25,860,797 

市政に関する事業、制度、イベント等についての番組を地元ケープ、ルテレビ局で、放映し、市政情報を市
民にタイムリーに分かりゃすく伝えた。（番組制作：7分番組毎週1本、放映：週17回）

CAT  V 広報事業 9,744,375 区 分 事業費 区 分 事業費

需 用 費 266,301 制 作 委 託 料 9,000,000 

役 務 費 160,260 編集機器借上料 317 ,814 

計 9,744,375 

(5) 
夜間の犯罪防止や交通事故防止のため、区が設置する防犯灯について、設置工事費や維持管理費の

市民生活 市民生活対策
一部助成を行った。

対 策 費 h民g 理 経 費 防犯灯設置及び
13,525,721 

区 分 件数 補助額 区 分 件数 補助額
維持管理補助金 工事費補助（新設） 76件 446,500 維持管理費 9,746件 11,695,200 

プ フケット取替 236件 920,937 蛍光灯の球替え 933件 463,084 

言十 13,525,721 

延岡市交通安全対策本部として、市民手づ、くりによる「めひかり交通安全運動Jを柱に、市民の交通安全

交通安全対策事業
の意識の高揚を図るため、延岡警察署をはじめ、関係機関・団体等と連携を図りながら、様々な街頭キャ
ンペーンやイベント等を実施した。また、 11月lこ「飲酒運転根絶大会Jを開催しオートバイ愛好者による
交通安全パレードを実施した。

交 通安 全対策事業 5,104,963 交通事故発生状況

発 生 件 数 負 傷 者 数 死者数

23年 1,167{1牛 1,400人 8人

22年 1,147件 1,315人 4人

21年 1,211件 1,437人 6人



款・項・目 紺l 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 E冬チ当±ト・ 及 び 成 果

小中高の通学路で、もある上三輪町樫谷鹿越線の民家空白地市に防犯灯（6灯）を設置し、防犯や安全面

防犯灯 設 置 事 業 防犯灯設置推進事業 144,375 
の向上を図った。

｜工事委託料｜ 144,375 I 

(8) 市道及び里道等に該当しない津波避難場所への避難路について、市が原材料等を提供し住民が直接工

災害対 策 費 災害対策事業 事を行う形で整備を実施し、併せて住民の防災意識の高揚を図った。ただし、急傾斜地など住民が直接

工事を行う事が困難と認められる場合は、工事内容等を精査した上で、専門の業者等への発注に必要な
費用の補助を行った。

協働・共汗津波避難路
整 備 事 業

8,032,767 実 施 箇 所 金 額 実 施 筒 所 金 額

妙 見 港・ 区 677,510 東海川｜口区（ 2箇所） 3,263,803 

上 伊 形 区 181,219 北浦（市振・宮野浦計4箇所） 1,661,282 

鯛名区（ 2 箇所） 1,248,953 オヒ 浦 本 村 1,000,000 

計（11箇所） 8,032,767 

市民の津波に対する啓発や危機意識の向上を図るため、日頃から地域の海抜高を認識できるように、市
内の主要な場所（公共施設及び学校・公民館など）に、海抜及び海岸からの直線距離を示した看板を設
置した。

海抜表示板設置事業 578,655 設置箇所 設置数 設置箇所 設置数

公共施設・公闘 42 公民館・集会所 91 

市 営 住 宅 28 そ の 他 24 

学校・保育闘・幼稚園 92 277 

災害発生時に供給体制が整うまでに必要な避難者用の物資として、食糧及び飲料水の備蓄を行った。

0購入内訳（5年保存）

｜ソフトパン｜ 3,408缶 ｜飲料水（2Q)I 5,100本

0保管場所
災害用備蓄品配備事業 1,501,416 施 設 名 ソフトハ．ン 飲料水 施 設 名 ソフトハ．ン 飲料水

旧消防庁舎 1,248缶 2,040本 島野浦島開発総合センター 240缶 300本

北方町総合支所 240缶 600本 伊 形 支 所 240缶 180本

北浦町総合支所 240缶 600本 東海コミュニテ司センター 240缶 180本
北川｜町総合支所 240缶 600本 南方東コミュニティセンター 240缶 300本
社会福祉協議会 480缶 300本 計 3,408缶 5,100本
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款・項・目 細目

(9) 

企画費｜企画管理経費

施策又は事業名

第 5次延岡市長期
総合計画策定事業

地域 協議会活動
支援事業

高 千 穂 鉄道跡地
管理事業

第三セクタ一等
経営改善 事業

決算額

5,553,000 

359,200 

13,830,000 

604,600 

-4一

事 業 内
H で・

廿 及 び 成 果

少子高齢化の本格的な到来や住民のニーズの多様化、地方分権の進展等、本市を取り巻く社会情勢の
変化に対応したまちづくりを構築するため、計画を策定するもの。平成22年度までに行った市民懇談会、
審議会の答申等を元に、策定会議を開催し、平成23年度から27年度までを期間とする第5次延岡市長期
総合計画の後期基本計画の原案を作成、 6月議会に計画案を上程し、策定した。計図書を800部、計画
概要を5,000部作成し、関係機関等へ配布を行った。

｜区 分｜事業費｜

｜需用費I 5,502,000 I l役 務 費 ｜日01
計 I 5,553,ooo I 

地域住民の意見を行政に反映する北方町地域協議会委員の資質向上を図る目的で視察研修を実施し
た。

ド
分｜事 業費｜ 区 分｜事業費｜

酬｜ 151,200 I使用料及び賃借料｜ 6,400 I 
費J 201,600 l 計 I 359,200 J 

※研修先：鹿児島県鹿屋市（柳谷公民館）

鹿児島県錦江町（肝属地区大根田最終処分場）

旧高千穂鉄道の不要施設である中川原橋梁（中川原町）及び高野川橋梁（高野町）を撤去した。また、沿
線の環境保全のため早急な草刈りが必要な箇所の草刈りを実施した。

｜ 区 分 ｜ 事 業 費 ｜ 区 分 ｜事業費｜

｜調査設計委託料｜ 3,360,000 I解体 工事費I 9,520,000 I 
｜除草委託料｜ 950,000 I 計 I 13,s3o,ooo I 

12の第三セクター等の経営改善等について、また、市が選定した4つの第三セクターが運営する施設・事
業の継続の必要性について、外部専門家5名で構成する「第三セクター等経営検討専門者会議jで現地
視察を含め10回の検討を行い、取りまとめられた意見の報告を受けた。

｜区 分｜事業費｜

｜報償費I s20,ooo I 
｜旅費I s4,6oo I 
｜計 I 604,600 I 



款・項・目 施策又は事業名 果細目 決算額 事 成業 内
r持『

谷 及 び

離島航路
環境改善事業

2,596,000 

離島航路「島浦～浦城Jの高速艇の発着場から、市が整備した待合施設まで上屋を設置し、高速艇利用
者の利便性と安全性の向上を図った。

｜区分｜事業費｜ 工 事 名 ｜ 

｜工事請負費｜ 2,596,ooo I島浦町高速艇発着場上屋設置工事｜

総合交通対策事業｜地方パス路 線 維 持
補助事業

39,484,000 

自家用車の普及やパスの輸送人員の減少等により、パス事業者単独で、は運行が困難な路線に対し、運
行補助を行うことで地域住民の公共交通機関としてのパス路線の維持を図った。

I盆 助 金｜ 39,484,ooo I ※補助対象路線 12路線

地域コミュニティパス
運行委託 事業

14,215,844 

公共交通の空白地域の解消を図るため、コミュニティバスや乗合タクシーを運行することにより、交通弱者
の移動手段の確保を図った。また北川｜線の有償運行の導入準備として、バス停留所や料金箱等の作製を
行った。

・旧延岡市内 4路線 －北方町内 8路線 －北浦町内 3路線 合計15路線

区 分｜事業費｜

託料I13, 1s4,ooo I需
区 分｜事業費｜

用費I 1,031,844 I 
計 I14,21s,s44 I 

パス利用促進事業 1,000,000 

路線パスの利用促進を図るため、交通事業者、商業団体、市民団体等で、組織する延岡市ノくス利用促進
協議会に対して、協議会が行う利便性の向上を図るための各種事業への支援を行った。

《実施事業》 パス時刻表の作成配布 バス停留所の整備（上屋）

小学生を対象としたパスの乗り方教室の実施等

金I 1,000,000 I ｜補 助

コミュニティ施設｜川中コミュニティセンター
管理事業｜管理事業

3,251,000 

地域住民の自主的な活動や交流の拠点施設である延岡市川｜中コミュニティセンターの管理運営を同セン
ター管理運営委員会に委託した。【平成23年度延利用者数：25,395人】

｜指定管理料｜ 3,251,000 I 
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’，~『t' 及 び 成 果

地域住民の自主的な活動や交流の拠点施設で、ある延岡市岡宮コミュニティセンターの管理運営を同セン
ター管理運営委員会に委託した。｛平成23年度延利用者数：22,532人］

岡富コミュニティセンター
区 分 事 業費 内 谷＇＂＂＂＇・

管 理 事 業
17,689,227 委 託 料 2,800,000 指 ~とL『． 炉民型E 理 料

使用料及び賃借料
65,327 「のびっこ広場J駐車場管理棟リース料

14,823,900 岡宮コミュニアイセンター賃借料・共益費

計 17,689,227 

地域住民の自主的な活動や交流の拠点施設である延岡市南方東コミュニティセンターの管理運営を同セ
南方東コミ ュニティ

2,200,000 
ンター管理運営委員会に委託した。【平成23年度延利用者数：22,981人］

センター管理事業
｜指定管理料｜ 2,200,000 I 

市民と協働のまちづくりの推進及び合併後の新市の一体感の醗成を図るため、自主性のある市民参加の

市民まち づ く り
新たなまちづくり活動を支援した。平成23年度は39団体（新規16団体）に補助金を交付した。

活動支援事業 支援内容

－まちづくり活動（31団体）
地域を花いっぱいにする活動や、自然体験活動、フォーラムや各種イベント開催事業等の支援

－地域間交流・連携活動（3団体）

市民まちづくり 地域聞を越えた交流を目指した林間学校や相撲大会、学習支援や文化を学ぶ事業の支援

活動支援事業
11,694,120 －伝統文化活動（5団体）

地域に残る神輿の修復や、ぱんぱ音頭、神楽等の継承のための備品整備事業の支援

区 分 事業費 内 :f::』r・

補 助 金 11,639,000 団 体 J、、 の 布II 助 金

報 、償 費 50,400 検討委員会委員への報償金

需 用 費 4,720 検 討 £コミ』 議 資 料 作 成

計 11,694,120 

市民協働の啓発・推進及び市民活動の支援を推進するため、 NPO法人のベおか市民力市場に施設の管
理運営を委託した。［平成23年度延利用者数：27,150人】

市民協働まちづくり
区 分 事業費 内 d付tτr・

9,706,939 需 用 費 180,269 AE  Dパドル交換、コピー機・配電盤修繕料
センター管理運営事業

7,526,000 指 Fよ4ヒ『 容民量E 理 料
委 託 料

2,000,670 エレベータ一保守管理委託料外

計 9,706,939 



款・項・目 藤田 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ，谷A『 及 び 成 果

北方町・北浦町・北川町に残る特色のある伝統文化の継承活動や、地域内交流を一層充実させることで
地域の活性化を図る活動に対し、地域振興基金（約25億円）の果実の一部を活用し補助金を交付した。

※旧3北町地域に設置される「まちづくり協議会Jに対してそれぞれ3,000,000円を補助

【うち北川分：一般財源3,000,000円］

元気のいい三北地域
9,000,000 

づくり支援事業 団 体 名 事業実施団体数 実施事業数 補助金

北方まちづくり協議会 31 31 3,000,000 

北浦まちづくり協議会 12 12 3,.000,000 

北川まちづくり協議会 28 35 3,000,000 

計 71 78 9,000,000 

定住自立圏構想、の具体的な取り組みを示す「定住自立圏共生ピ、ジョンJの進捗状況の報告や、見直し等

定住自立圏推進事業
を検討するため、圏域の民間団体や住民で、構成する懇談会を計2回にわたって開催した。

定住自立圏共生
ビジョン懇談会事業

379,680 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

報 酬｜ 296,100 旅 費 83,580 

計 379,680 

定住自立圏構想、を進めるにあたり、県北9市町村において、各地域の課題や高齢者及び集落の実態調査

定住自立圏フィールド を行い、その成果を9市町村にフィードバックし、広域的な連携を図るための各種事業に反映させた。さら

調 査 事 業
5,000,000 に、人材育成事業や健康相談事業を実施した。委託先：）I頃正学園（九州保健福祉大学）

｜委 託 料｜ s,000,000 I 

定住自立圏構想、を進めるにあたり、県北9市町村をエリアとした広域観光ルートの創出や市町村の枠を超
えた情報発信を実施しているひむか経済懇談会に対して、各種事業への支援を行った。

定住 自立圏民間等
3,000,000 

広域連携 支援事業 《実施事業》 広域観光パンフレット（ひむかツアーのすすめ）の作成・配布

情報サイト・ひむか観光ポータルの構築

｜補 助 金｜ 3,ooo,ooo I 

男女共同参画社会実現のための活動拠点として、講座、学習会等を開催するとともに会議室の貸し出し

男女 共同参画
など広く市民の利用を図った。

管理経費 男女共同参画センター
1,110,028 区 分 内 名円ム手ヲ 事 業費

管理運 営事業 センター利用状況 141回延利用者数 1,922人

センタ－管理経費 光熱水費・エレベータ一保守管理委託料等
1,110,028 
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷，，.で・ 及 び 成 果

のベおか男女共同参画プランに定める基本目標と重要課題に沿った事業の一部を委託し、男女共同参

男女 共同参画
画の推進を図った。

推進事業
男女共同参画

950,000 区 分 内 容 事業費
推進委託事業

市民対象講演会（2回開催、延参加者370人）
委 託 料

家庭の悩み・DV等相談（310件）その他
950,000 

男女共同参商社会の必要性ゃあり方について、広く市民に周知し啓発した。

男女共同参画
区 分 内 ~ゴ－・ 事業費

230,850 市政を学ぶ講座6回実施、延参加者195人
推進啓発事業

情報誌「響 J発行 1回実施、 3,000部発行 230,850 

家庭の悩み・ DV等相談 電話・面接310件（再掲）

現行の計画を見直し、本市の行うあらゆる分野の施策に男女共同参画社会づくりの視点を反映させ、総
合的・計画的に推進するために、平成24～33年度までの10年間についての新しい計画を策定した。

のベおか男女共同参画
891,934 

プラ ン策定事業 区 分 内 容 事業費

男 女共 同参 画審議会開催回数 3回
891,934 

第2次のベおか男女共同参画プラン発行部数 500音日

複雑・多様化する消費者トラブ、ルの未然防止や、安全・安心な消費生活の安定・向上に資するため、広く

消費者対策事業
市民に学習機会や情報を提供した。

消費者対策事業 315,693 区 分 内 容 事業費

延岡市民生活展 5月開催（1日間）参加者800人
315,693 

くらしのアドバイザー便り発行 年2回市広報誌掲載

消費者の権利と利益を守るため、意識啓発と消費者保護を図った。

消 費 者行政活性化
区 分 内 谷，ヂ『 事 業費

基 金 事 業
相談室機能強化事 業備品及び書籍購入

県消費者行政活性化 10,425,328 相 談 員 研 修 県及び国民生活センター主催（18回）
基 金 事 業 啓発周囲覧板等作 成 2,300部（市内全域配布）

消費生活無料弁護士相談 12回開催相談件数37件
10,425,328 

相 談 員 雇 用 2人

多重債務等の消資生活相談 電話・面接延1,036件



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿時『 及 び pえ 呆

老朽化により揚水能力が低下していた大野町の農業用揚水ポンプとその関連設備の改修を行い、安定し

電 源 立地地域対策
電源立地地域対策

6,575,100 
た農業用水の供給と、設備の劣化により増加していた維持管理費用の削減を図った。

交付金事業
交付金事業（延岡分）

｜ 工 事 請 負 費 ｜ 6,575,100 I大野町揚水ポンプ改修工事｜

北方インター公園の安全対策及び利便性の向上を図るため、公園内に照明灯（LED）を2基追加設置し

電源、立地地域対策
2,520,000 

た。これにより、公園内の照明設備は7基となった。

交付金事業（北方分）
｜ 工 事 請 負 費 ｜ 2,520,000 I北方インター公園照明設置工事｜

ETOランド風力発電所の維持及び安定運用を図るため、発電設備の保守管理委託等を行った。

風力発電施設
また、発電された電力は、 ETOランド施設内で使用したほか、余剰電力は九州電力側へ売電した。

知民ー＝ 理 事 業 収 入 支 出

区 分 事業費 区 分 事業費
収 支

風力発電施設
12,250,652 

九州電力附への売電 9,993,089 管理運営委託料 1,575,000 

卜＼
F民~ 理 事 業 電気保守管理委託料 705,600 

建物災害共済金
修 繕 料 9,741,900 

（修繕料のうち落雷損傷 9,408,000 
通 イ言 運 搬 費 208,152 

に伴う保険金収入）
負 担 金 20,000 

計 19,401,089 計 12,250,652 7,150,437 

老朽化により衛生状態が悪化している北川町本村地区の多目的広場内トイレの建替（全体事業費：6,948

水力発電施設周辺 水力発電施設周辺
千円）を行うため、平成23年度の電源立地地域対策交付金を基金として積立てた。建替工事は平成24年

地域整備基金積立金 地域整備基金積立金
4,520,000 度内に実施する予定である。

｜積 立 金｜ 4,520,000 I多目的広場用トイレ設置事業｜

(10) 大学を活かしたまちづくりを推進するため、九州保健福祉大学を応援する民間団体「大学おうえん協議

大 学推進費 大学を活かした
会Jが行う事業に対して補助金を交付した。

まちづ くり事業 大学おうえん協議会 《事業実績》

補 助 事 業
1,200,000 

①協議会だよりの発行（年2回）②大学祭の支援③新入生歓迎看板等の設置

＠学会開催の支援⑤オープンキャンパス支援⑥学生生活の支援（留学生を含む）等
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款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~ゴ『・ 及 び 成 果

大学を活かしたまちづくりを進める中で、本市のまちづくりリーダーの育成を目指し保健・医療・福祉に関

のベおか市民大学院
する専門性の高い講座「のべおか市民大学院Jを九州保健福祉大学に委託し、開設した。［定員48名］

1,300,000 
講座開設 事業 開 ｛雀 数 ｜受講者数｜委託料｜

全20回（平成23年5月～平成24年2月）｜ 48人｜ 1,300,000 

（財）みやざき観光コンベンション協会が行う誘致推進事業と連携し、本市で開催する一定規模の学術学

学術学会誘致
会の主催者に対し、所定の要綱に基づき開催費用の一部を補助した。

推 進 事 業
400,000 

名 称 ｜延参加者数 補助額

日本社会医療学会第 12回学術大会｜ 900人 400,000 

市内の大学に入学する市民及び留学生に対し、入学奨励金を交付することにより、市内の大学への進学
を促進し、高等教育への就学機会の確保と大学の活性化支援が図られた。さらに、入学時に全ての学生
に市内の商店街等で利用できる商品券（元気のべおか商品券）を支給し、新生活に必要な教材や日用品
等の購入を支援するとともに、市内での消費拡大を推進した。

大学を活かしたまちづくり 18,030,000 
学生支援事業 名 称、 対象人数 支給額

大学入学奨励金 市内出身学生：49名留学生：4名 15,900,000 

入 学 記 念 品 支給入学生：426名 2,130,000 

計 18,030,000 

(11) 合併後の地域情報格差是正と一体感の磁成を図るため、平成18年度と19年度に公設民営方式により整

電算管理費 情報化 推進事業
備したケーブルテレビ施設（北方町・北浦町・北川町・島浦町及び旧市内の一部）の運用を行った。

保守管理業務委託事業者：附ケーブルメディアワイワイ

区 分 事業費 区 分 事業費

ケープルテレビ
69,654,804 保守管理委託料 36,489,000 p S 柱電気料 3,957,222 

運 用 事 業 電柱等使用料 14,624,122 その他の経費 18,375 

光ケー7・，レ支障移転費用 14,566,085 計 69,654,804 

区 分 歳 入 区 分 歳 入

設 備 貸 付 料 69,005,304 光ケ－7・，レ支障移転補償金 4,544,885 

計 73,550,189 



款・項・目 細目 施策又は事業名

電算システム
再構築事業
（自治体クラウド）

携帯電話 鉄塔
整 備 事 業

印 刷 業 務アウト
ソーシング事業

決算額

44,629,205 

142,830,555 

781,842 

事 業 内 容 及 び 成 果

平成21～22年度に実施した国の「自治体クラウド開発実証事業Jにおいて開発・構築したシステムを活用
して本市電算システムの自治体クラウドシステム移行作業に取り組んだ。（平成24年2月13日本稼動）

自治体クラウドサービス事業者：行政システム九州側

｜区分｜

｜旅費｜

｜電算委託料｜

事業費｜ 区 分 ｜ 事業費

（自治体クラウドに移行した主な業務）

20,900 Iクラウドサーヒコ利用料｜

2s,124,745 I備品購入費｜

｜計｜

6 125 700 

9,757,860 

44,629,205 

住民記録、印鑑、外国人登録、選挙、教育、国民年金、住民税、軽自動車税、固定資産税、総合収納、
総合滞納、国民健康保険、生活保護、保育料、重度心身障がい者医療、下水道受益者負担金等

北方町板上地区（石上、大保下）、及び北川町下塚地区（矢ヶ内、柚ヶ内、陸地）に携帯電話・用の鉄塔を
建設し、同地区での通話を可能とするための基地局整備を行った。

携帯電話サービス提供事業者：エヌ・ティ・ティ・ドコモ

北方町 北川町

地 区 事業費 人口 地 区 事業費 人口

石 上 30,086,631 40人 矢 ケ 内 24,517,080 26人

大 保 下 29,872,704 14人 柚 ケ 内 25,623,408 33人

計 59,959,335 54人 陸 地 32,730,732 12人

計 82,871,220 71人

業務の効率化を図るため、本市電算システムの自治体クラウドサービス移行に併せて、各種l帳票類の印
刷・封入・封かん作業の民間事業者への委託を開始した。

印刷業務委託事業者：センコー・ビジネス・サポート附

｜印刷業務委託料｜ 781,842 l 

（外部委託を開始した主な帳票類）
国民健康保険（納付書、税額変更通知書、督促状、差押予告状、納付済通知書等）、市税（督促状、催告
状、差押予告状、納付書、郵便振替用紙等）、介護保険（納付書、督促状、介護サービス費用通知書等）等
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款・項・目 細目 施策又は 事業名 決算額 及 び事 業 成 呆内 容

(12) 

新庁舎建設費｜新庁舎建設事業

新 庁 舎 建設事業 99,021,105 

平成22年度に策定した「延岡市新庁舎建設基本構想・基本計画Jに基づき、公募型プロポーザル方式に
より新庁舎の基本設計・実施設計の委託業者選定を行い、設計業務に着手した。また、新庁舎の建設に
伴う仮庁舎の整備及び賃貸借契約の締結を行ったo設計にあたっては、広く市民の意見・要望等を聞く機
会を確保するため、市民懇談会や市民ワークショップ、シンポジウムを開催した。

報

区分

償 費

事業費｜ 事業内容

｜設計者選定委員、市民懇談会、シンポジウムパネリストへ
1,307,200 I 

｜の謝金

｜測量設計委託料（新庁舎及び仮庁舎設計業務）
54,051,000 I 

｜調査設計委託料（地質調査業務）

4,111,os3 I選定委員会、シンポジウムの会場借上げ、仮庁舎借上げ

｜仮庁舎整備（社会教育センター、民間ピル、旧図書館、
38,445,810 I 

｜本庁舎）

1,100,012 I旅費、需用費、役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

その他事務費

言十 99,021,105 

【公募型プロポーザル方式による設計者選定】
・選定委員会（学識経験者3名・地域代表2名・行政2名）が審査を行い審査結果を市長に報告した0

・プロポーザルには、代表企業応募者として4者、市内応募者として2グループの応募があった。
－代表企業の選定では、公開プレゼンテーション・ヒアリングを開催し、約100名の市民が来場した。

【新庁舎建設検討市民懇談会】
・設計にあたり、幅広く市民の意見を集約するために設置した。
・全2回開催。産業や福祉、防災など各分野の市民団体等の代表者27名が委員となった0

・懇談会の意見については、報告書として取りまとめ、委員長が市長に報告した。

【新庁舎建設市民ワークショップ】
・設計にあたり、市民と設計者、行政が協働で意見を集約するための機会のーっとして設置した0

・参加者については、公募を行い、 83名の市民から応募があった。
・ワークショップは、全4回開催。設計者が運営し、意見を取りまとめ、基本設計に反映した。

【新庁舎を考えるシンポジウム】
－新庁舎建設事業の状況等に関して市民と情報を共有するとともに、広く市民の意見を集約する
機会のーっとして実施した。

－平成24年1月22日（日）に野口記念館で実施し、約300名の市民等が来場した。
・シンポジウムでは、新庁舎建設事業の概要を説明したほか、市民団体等の代表者や市長、設計
者が参加したパネルディスカッションを行った。



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

(16) 市民を対象とした国際交流員による交流事業を実施するとともに、延岡西日本マラソン大会の優勝者を海
ハローワールト． ハローワールド 外で行われるマラソン大会に派遣した。
国際交流費 国際交流事業

名 称 内 ’，tヂf.・ 事業費 参加者数

国際交流員によるイベント（4回）、国際交流講座（16
国際交流推進事業 491,612 国際交流事業 回）、出前講座（34回）、国際交流ニュースレター発 191,612 2,363人

行 (12回）などの国際交流事業の実施

延岡西日本マフソン
延岡西日本マラソン大会優勝者の第13回アジアマ

大会優勝者 300,000 l人

海外派遣事業
ラソン選手権（タイ国パタヤ開催）出場に対する補助

計－ 491,612 2,364人

(21) ①鳥獣害防止総合対策事業 5,794,000円
きめ細かな き め 細 カ＝ な 野生献による農産物被害を防止するため侵入防止施設（シカネット）を整備して被害の軽減を図つ
交付金事業費 交付金事業費 た。

烏 獣 害 防 止
20,794,000 ｜延岡市大野地区I3,oooml延岡市鹿狩瀬地区｜ 4,350ml 

総合対策事業
内繰越明許費 ｜延岡市佐野地区I2,oooml北川町松瀬地図 2,500ml

20,794,000 
②シカ個体数調整事業 15,000,000円

農林作物被害を防止するため、シカ捕獲による個体数の適正化を図った。
1,875頭捕獲

ー

段道・農業用施設の改修要望があったもののうち、災害の危険性がある等、優先順位の高いものから順次
改修を行った。

26,400,000 

農業基盤整備事業 内繰越明許費 区 分 事 業 費 －排水路改修 L=227m 

26,400,000 工事請負費 25,400,000 ・農道舗装 A=5,394rrf 
委 託 料 1,000,000 －除草委託 A= 14,500rrf 

言十 26,400,000 

林道の適正な管理を行い、安全な通行が確保され、災害の軽減が図られた。

44,019,972 区 分 事 業 費 須美江線 L=611m A=2,588rrf 

林道維持管理事業 内繰越明許費 工事請負費 41,944,000 木落線外3路線 L=150m A=600rrf 

44,019,972 委 託 料 1,675,972 松瀬・歌糸線 L=515m A=2,226rrl 

修 繕 料 400,000 黒内線（舗装） L= 196m A= l,l 78rrl 

計 44,019,972 （法面） L=64m A=480rrl 

-13-
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款・項・目 細目 施策又は 事業名 び決算額 事 業 内 ~・

’1:l'" 成及 果

市道整備事業
115,653,665 

内繰越明許費
115,653,665 

交通の円滑化を図るために市道の整備を行った。

－ u ・事業費｜区 分
101,478,503 I公有財産購入費

7,749,ooo I補償金

区分事業費
5 353 962 
1,072,200 

~I~ さ左手T

115,653,665 

工事内容
昭和通線外道路改良工事外10件

委託内容
上野舞野線外測量設計業務委託外2件

公有財産購入費内容
松山26号線道路改良に係る土地購入費外8件

補償内容
市道三輪神社西線道路改良に係る立竹木移転補償費
外6件

101,478,503 

7,749,000 

5,353,962 

1,072,200 

2,044,000 

河川整備事業｜ 内繰越明許費
2,044,000 

河川の土砂堆積による氾濫を防止するための淡淡・補修工事を行った。

｜工事請負費｜ 2,044,ooo I 

工事内容
越の谷川堆積土砂除去工事外1件 2,044,000 

街路公闘整備事業
18,506,000 

内繰越明許費
18,506,000 

公園利用者や道路歩行者の安全を確保するために、公園施設の整備及び街路樹等の掠定・伐採を行っ
た。また、河川敷にある都市緑地の環境改善及び利便性の向上を図るため、移動式トイレを設置した。

区分 一 ’「「

工事請負費
委託料

工事内容
。城山公園鐘撞堂屋根全面改修 2,873,000 
O西階運動公園モデル遊園張芝、植栽、園路補修 1,762,000 

委託内容
0街路樹等努定伐採ーヶ岡環状線、西階通線 1,565,000 

備品購入
0移動式簡易トイレ 4台 12,306,000 

第一五ヶ瀬川市民緑地（大貫町6丁目、野田町、古川町、野地町堤防上各l台設置）



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

老朽化した小・中学校施設の補修工事を行った。

｜ 工 事 請 負 費 ｜ 21,494,ooo I 

27,494,000 工事内容
学校 施設 補修事業 内繰越明許費 上南方小学校屋根改修工事 12,925,500 

27,494,000 黒岩小学校屋根改修工事 5,096,700 
西小学校グラウンド整備工事 1,735,044 

北浦中学校屋根防水改修工事 6,069,456 

北川l中学校屋根防水改修工事 1,667,300 

(22) 民生委員児童委員（主任児童委員を含む）の活動である相談業務等において、被相談者等への助言や

住民生活に 住民生活に 441,000 
関係機関との連携などに資するため、過去における事例（事例集）を作成した。相談助言の技術的な向

民生委員児童委員活動 上、資質の向上に努め、きめ細やかな要支援活動を行うことができた。
光をそそぐ 光を そそぐ 事例集作成事業 内繰越明許費
交付金事業費 交付金事業費 441,000 区 末分 ｜ 事 業 費 ｜ 備

局。 製 費 441,000

市立小・中学校の学校図書館の充実を図るため、図書を整備した。

10,000,000 区 分 冊 数 事業費

学校図書整備事業 内繰越明許費 消耗品費小 ~ι － 校 2,582冊 6,113,925 

10,000,000 中 品寸ι・ 校 1,803冊 3,886,075 

計 4,385冊 10,000,000 

塩浜教育集会所の畳の表替や高千穂通教育集会所、ーヶ岡コミュニティーセンターの空調機の設置等を

1,666,986 
行い、環境整備を図った。

社 会 教 育施設等
整 備 事 業

内繰越明許費 区 分 ｜事 業 費 区 分 事 業 3身
1,666,986 需 用 費｜ 183,571 備品購入費 1,483,415 

計 1,666,986 

利用者サービスの向上を図るため、図書を購入し、蔵書を充実させたほか、図書館施設内の老朽化した
電話交換機及び電話機の入替え、図書館電算システムの更新を行った。

20,886,908 区 分 内 乍＂＇；： 事業費
図書館等整備事業 内繰越明許費 委 託 料 図書館電算シスァム更新委託 14,454,300 

20,886,908 
備品購入費

図書購入 1,202冊 2,388,911 
電話交換機・電話機購入設置 4,043,697 

計 20,886,908 

-15一
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款・項・目 車問 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

(23) 平成25年2月に市制施行80周年を迎えるにあたり、平成15年（70年史）以降の「10年史Jを編さんし平成25

市史編さん費 市史編さん事業 年度に発行するため、市史編さん委員4人を委嘱し、編さん事業を開始した。

市 史 編 さん事業 3,472,898 区 分 事業費 区 分 事業費

市史編さん委員報酬 1,706,664 備 ロロロ 日誌 入 費 1,040,840 

臨 時 職 員 司Jド判t』 293,808 そ の 他 の 経 費 220,333 

？自 耗 ロロロ 投ー 211,253 計 3,472,898 

3) 戸籍システムの電算化により、戸籍の記載や発行時間の短縮が図られ、戸籍データの管理が容易となっ

戸籍住民基本 戸籍電算システム た。

．口L>、 帳 費 導 入 事 業
戸籍電算システム

(1) 
導 入 事 業

12,390,021 区 分 事 業 費 区 分 事 業 費

戸籍住民基本 委 託 料 11,932,641 使用料及び賃借料 457,380 
4ロ_,. 中長 費 計 12,390,021 

4) 県議会議員・市議会議員選挙が執行され、明るい選挙推進協議会の委員とミニ選挙管理委員会の会員

選 挙 費 選挙管理委員会 に期日前投票立会人をお願いし、選挙事務をとおして選挙への理解をより深めてもらった。また、若年層

(1) F員定 理 経 費 の啓発として、今年度も、九州保健福祉大学学園祭での模擬投票を行うとともに、ミニ選会員自身も、（財）

選挙管理
明るい選挙推進事業

明るい選挙推進協会主催による青年リーダー養成研修会等へ参加し、知識を深めた。

委員会費
156,231 

区 分 事 業 内 容

ミニ選挙管理委員会200l(in延岡） 定例会（7回）、学園祭啓発（1回）、研修会参加（3回）

明るい選挙推進協議会 総会（40名）、わけもんの主張（9名）、研修会（17名）

(2) 
平成23年4月10日県議会議員選挙執行に伴う経費

県 議会議員 県 議会議員選挙費

選 挙 費

県議会議員選挙費 27,348,098 名簿登録者数 当日有権者数 投票者数 投 票 率 延岡市選挙区

男 49,898人 49,065人 25,976人 52.94% 定数 5人

女 58,430人 57,634人 31,205人 54.14% 立候補 6人

計 108,328人 106,699人 57,181人 53.59% 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 月え 果

(3) 平成23年4月24日市議会議員選挙執行に伴う経費
市議会議員 市議会 議 員 選 挙 費
選 挙 費 名簿登録者数 当日有権者数 投票者数 投票率

市議会議員選挙費 54,178,093 
男 49,884人 49,047人 26,900人 54.85% 定数 29人

女 58,423人 5~ ，599人 32,459人 56.35% 立候補 33人

計 108,307人 106,646人 59,359人 55.66% 

(4) 平成23年7月10日農業委員会委員選挙執行に伴う経費（無投票）
農業委員会 農業 委 員 会 委 員
委員選挙費 選 挙 費 名 簿 登 録 者 数

第l選挙区 第2選挙区 第3選挙区 第4選挙区 計

農業委員会委員選挙費 677,270 
男 1,104人 704人 608人 414人 2,830人

女 882人 616人 501人 311人 2,310人

言十 1,986人 1,320人 1,109人 725人 5,140人

定数：第l選挙区 9人、第2選挙区 6人、第3選挙区 6人、第4選挙区 6人

※全選挙区とも無投票

(5) 平成24年1月19日宮崎海区漁業調整委員会委員補欠選挙（欠員1名）執行に伴う経費（無投票）
宮崎海区漁業 宮崎海区漁業調整
調整委員会 委員会委員 宮崎海区漁業調整 名簿登録者数
委員補欠 補欠選挙費 委員会委員 296,087 男 1,082人
選挙費

補欠選挙費 女 703人

法人 54 

計 1,839人

5) 我が国の全産業分野における事業所及び企業の経済活動の実態を全国的及び地域別に明らかにすると
統計 調査費 基幹統計調査事業 ともに、事業所及び企業を調査対象とする各種統計調査の精度向上に資する母集団情報を得ることを目
(2) 

経済センサス
的として調査を行った。（統計法に基づく基幹統計調査として総務省及び経済産業省が実施）

統計調査費
5,877,000 

調査基準日 調査区数 ｜調査対象企業数 指導員数｜調査員数｜

平成24年2月1日 324 5,373 7人｜ 84人｜

可

t



。。

款・項・目 果細目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内
,.,,.,_ 
谷 月比及 ぴ

3 

民 生 費 社会福祉総務
件回当E 理 経

社会福祉費 特別措置事業

(1) 

社会福祉
総 務 費

1,131,000 

生活保護受給者ではないが今後住居を失う恐れがある離職者に対し、月額上限29,700円を最長6ヶ月間
支給し、住居の確保を支援した。

住宅手当受給者状況

延人数 ｜ 支給額 ｜ 事務費 ｜ 計 ｜ 

38人I 1,123,500 I 1,500 I 1,131,000 I 

民間社会福祉団体
助成事業

社会福祉協議会
運営補助事業

85,193,720 

民間福祉活動の中核である社会福祉協議会に対し、運営費の一部を助成し、円滑な組織運営、各種事
業を支援した。

項目

延岡市社会福祉協議会運営補助

高齢者福祉相談事業支援その他

計

額
一
日
一
叩
一
幻

助
一
町
一
日
一
四

補↑

η
一ロ一郎

社 会福 祉センター
運営補助事業

7,235,000 

福祉団体の活動拠点、となる社会福祉センターの運営管理費用の一部を助成し、民間福祉推進の活性化
を図った。

延岡市社会福祉センター運営管理費

延利用団体数 ｜延利用者数｜

966 I 16,060人

民間社会福祉施設
建設助成事業

16,918,150 

社会福祉施設などの整備に対し、償還金又は利子の2分のlを助成し、法人の円滑な運営を支援した。

法人名 ｜施設名

康生会｜敬寿園

みのり会IGHみのり園

三ツ薬会｜楓 荘

ふれあい福祉会｜ふれあいの里

豊 寿 会｜きたがわ荘

計

四一一一週一一回…

政一

l



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 ひ’ 成 果

民生委員・児童委員の活動に対する経費を民生委員児童委員協議会に交付し、活動の支援及び活性化
を図った。

一一一一一一一一一一 相談・支援件数
民生委員児 童委員 高齢者に関すること 8,221件 ※平成24年3月31日現在
協 議 コ£ミ』 事 業 42,316,380 障がい者に関すること 1,058件 民生委員児童委員数： 281人

子どもに関すること 4,832{1牛 主任児童委員数： 34人

その他 3,538{'牛 計 315人
メ口当、 計 17,649件

金婚者を寿ぐ会
公民館連絡協議会の開催する「金婚者を寿ぐ会Jに係る経費の一部を助成し、夫婦の長年の労苦をねぎ

補 助 事 業
1,600,000 らうと共に、長寿をお祝いした。

参加者 352組 704人

(2) 保護者の高齢化による在宅生活の困難者や施設・病院からの地域生活移行者の居住地の場の確保を目

障がい者 障がい者福祉
的として、施設整備の補助を行った。

障 がい 者施設整備
福祉費 管理経費

助成事業
2,750,000 対象法人 社会福祉法人光紀会

建設施設 グループホーム・ケアホーム（身体障がい者用）

建 設 地 延岡市古川町76番地1

障がいや障がい者に対する理解を深めるために開催される「のべおかふれあい福祉まつりJに対して助成

障がい者総合
を行い、行事を通してノーマライゼーションの理念の普及を図った。

福 ネ止 事 業 延岡市ふれあい事業 400,000 開催日時 平成23年11月6日

開催場所 延岡市民協働まちづくりセンター川中コミュニティセンター

参加者数 約3,000人（ボランティアスタッフを含む）

リフト付福祉パスの運行を委託し、障がい者の外出支援を行うことにより、社会参加の促進を図った。
障がし、者福祉バス運行

3,758,527 
委 託 事 業 運行 回 数 ｜ 委 託料｜延利用者

107回 3,758,527 I 1,750人｜（介護者を含む）

重度障がい者（児）に対し、医療費の一部を助成することにより、保健の向上に寄与し、福祉の増進を図る

障がい者在宅
事を目的とする。保険診療内の医療費の一部負担金について、障がい者は支払額から月額1,000円を控

福祉事業
重度心身障がい者（児）

273,304,012 
除した額を、障がい児については全額を助成した。

医療費助成事業
区 分 償 還 現 物 メ口入 言十

対 象 件 数 ｜ 51,607件｜ 4,102件 55,709件｜

n
H
d
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款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

在宅の障がい者の自立生活の基盤を確立する為、重度の障がいによって生じる負担の軽減を図る一助と
して手当を支給した。

区 分 延受給者数 受給者数 支給額

特別障がい者手当等 55,176,170 
特別障がい者手当 1,507人 132人 39,719,780 

q,b ロ 付 事 業 障がい児福祉手当 946人 87人 13,563,730 

重度障がい者福祉手当 132人 11人 1,892,660 

計 2,585人 230人 55,176,170 

※受給者数は、平成24年1月時点（平成24年2月、 3月分は、翌年度5月に支給する為）。

心身に障がいのある乳幼児とその保護者に対し、地域での在宅生活支援、早期療育、療育技術の習得を

障がい児療育
目的として、通園等により日常生活上の基本的動作や集団活動への適応訓練などを行った。

15,244,000 
5虫 イじ 事 業 委 託 先 実利用人数｜

特定非営利活動法人げんき延岡こども発達支援センター「さくら園J 25人｜

障がい児の福祉の向上を図るため、理学療法士等を配置し、障がい児の日常生活動作、心身機能の発

地域療育機能
達促進・低下防止のための機能訓練等を行った。

5虫 化 事 業
3,922,800 

委 託 先 実利用人数｜

特定非営利活動法人げんき延岡こども発達支援センター「さくら園J 36人｜

扶養共済の掛金助成や重度障がい者へのタクシー利用券の交付、難病患者等の通院費用の助成、また
ヘルストヒ。アの利用料を助成することにより、障がい者の社会参加等を図った。

区 分 対象者数・交付者数 事業費

心身障がい者扶養共済制度掛金助成事業 10人 569,100 

延 岡市 障がい者 重度障がい者タクシー料金助成事業 721人 3,090,640 

社会参加 費 用 等 7,502,740 障がい者等通院交通費助成事業 85人 1,467,000 

助 成 事 業
心身障がい者ヘルストピア延岡利用料金助成事業

障がい者 11,839人

障がい児 82人
2,376,000 

計 7,502,740 

※扶養共済は対象者数、タクシー料金助成は交付者数、通院交通費助成は助成対象者、
ヘルストピアは延利用者数



款・項・目 幸四 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷，チヲ 及 ぴ 成 果

(3) 障害者自立支援法の施行によって収入が減少した事業所に対し、減収分の一部を補境したり、通所施設

障がい者 自立支援管理経費
が行う送迎に対して助成を行うなど、自立支援法の円滑な運用を促した。

自立支援費 区 分 事業費 実 績
障 がい 者サービス

27,926,710 障害者自立支援法等改正施行
1,621,200 法律改正等に伴うシステム改修費円 滑 イ乙 事 業 円 滑化特別支援事業

事業運営安定化事業 16,015,510 6事業所（市内事業所なし）
通所サービス等利用促進事業 10,290,000 21事業所（内市内7事業所）

計 27,926,710 

居宅での食事・入浴等の介助、外出の支援、また就労や身体機能等の訓練、施設入所等に係るサービス

自立支援給付事業
経費を給付し、障がい者の地域生活や就労等の自立に係る支援の充実を図った。

区 分 事業費
委 託 料 2,141,284 

扶 助 費 1,613,944,117 
計 1,616,085,401 

種 類 件数 給付費
居宅介護 1,174 75,119,029 
重度訪問介護 63 32,525,380 
療養介護（福祉、医療） 24 4,322,869 

障がい福祉サービス
生活介惣 3,172 635,670,706 

1,616,085,401 児童デイサービス 766 62,547,056 
F今bロ 付 事 業

短期入所 331 21,751,295 
共同生活介護（ケアホーム） 630 54,668,520 
新体系の施設入所支援 2,041 193,894,806 
旧体系の身障施設入所及び通所 90 16,743,780 
旧体系の知的施設入所及び通所 793 145,615,610 
特定障害者特別給付費 3,065 44,813,810 
共同生活援助（グループホーム） 308 16,218,202 
自立訓練（機能訓練、自立訓練、宿泊型） 72 9,136,350 
就労移行支援 405 64,416,901 
就労継続支援 2,006 227 ,340,666 
同行援護 203 9,159,137 

計 1,613,944,117 

身体の失われた部分や障がいのある部分を補い、日常生活における身体的負担を軽減する為に、義肢

補装具給付等事業
や車いす、補聴器等の装具の給付や修理費の助成を行った。

29,029,146 
チ／＇..：：、 付 修 理 事業費

203件 124｛＇牛 29,029,146 
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款・項・目 細 目 果施策又は事業名 決算額 事 業 内 ，手ー‘
谷 び 成及

自立支援医療
（更生医療）給付事業

283,510,296 

身体障がい者の日常生活能力、職業能力上の障がいを軽減・回復させるための血液透析や人工関節等
の医療費を給付し、自立更生を図った。

区分
委託料
扶助費

許

事業費
464,629 

283,045,667 
283,510,296 

レセプト件数
1,042件
8,699件
9,741件

一院一外

分二一
一
院
一
計

区
一
一入

一
入

給付費
81,828,259 
201,217,408 
283,045,667 

地域生活支援事業

障がい者等移動
支援事業

22,345,828 

屋外での移動に著しい制限のある在宅の障がい者（児）のもとにガイドヘノレバーを派遣し、外出を支援す
ることにより、地域における自立生活及び社会参加を支援した。

区分

移動支援（身体介護無）

移動支援（身体介護有）

計

延利用者数
462人

155人
617人

延利用時間数（h)

9,882 

3 744 
13,626 

事業費
12,277,493 

10,068,335 
22,345,828 

19,592,430 

日常生活用具
給付等事業

施設等において障がい者（児）の日中の活動の場を確保することにより、障がい者（児）の家族の就労支援
や常時介護している家族の一時的な休息を図り、障がい者（児）及びその家族の在宅生活を支援した。

延利用回数｜ 延利用者数
6,671回I i,011人

在宅の重度身体障がい児・者に対し、点字器や入浴補助用具などの日常生活を支援するための用具を
給付した。

21,226,926 I 「一夜付件数｜ 事業費

2,475件I 21 ,226,926 

障がい者へ創作的活動の機会の提供や地域との交流の促進を図る地域活動支媛センターに補助金を交
付し、運営を支援した。

19,896,ooo I I 施設

芽ばかり作業 所

延岡市もちの木福祉作業所

日中一時支援事業

地域活動支援
センタ－ Ill型事業



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 呆

在宅の障がい者に対し、自立と社会参加の促進を目的として、社会生活力を高めるための支援を行った。
また、その家族等に対しても、専門のコーデ、ィネーターが家庭訪問等により地域生活を総合的に支援し
た。

障がし、者相談支援事業 23,724,814 

事業所名｜｜隊がい者生活支援事業所『ばれっと」、しようがい者そうだん室『とぴ旬、
そうだんサポートセンターはまゅう、そうだんサポートセンターひかり

通常の介護では入浴の困難な重度障がい者の居室等に簡易浴槽を持ち込み、入浴サービスを提供し、

身体障がい者訪問入浴
身体の清潔の保持、心身機能の維持等を図った。

6,078,700 
サービス事業

実利用者数｜ 訪問回数 ｜ 

7人｜ 489回｜

手話奉仕員の派遣や点訳等によるコミュニケーション・情報の支援、福祉車柄を使用した重度障がし、者等
の移動支援、活用されなくなった福祉機器の斡旋、また障がいに応じた自動車の改造や運転免許取得の
ための経費の助成等により障がい者の地域生活を支援し、自立と社会参加の促進を図った。

区 分 委託料 実 綴

点訳奉仕員養成事業 232,000 養成者6名

朗 読 奉 仕 員 養成事業 549,000 養成者11~
手 話 奉 仕 員 派遣事業 610,000 136件

要約筆記奉仕員派遣事業 3,000 1件

点字・声の広報等発行事業 840,000 7件対象者：点訳 34名音訳 12名
障が い者 社会参加

8,141,000 重度身体障がい者移動支援事業 880,000 実利用数 24名
促 進 事 業 福祉機器リサイクル事業 3,941,000 実利用数 233名

計 7,055,000 

区 分 補助金 実 績

自動車改造助成事業 686,000 
7f1牛（アクセル、ブレーキの手動

運転装置へ変更等）

自動車運転免許取得事業 100,000 1件

聴覚障がい者情報支援事業 300,000 
延岡市聴覚障害者（児）ふれ
あいサロン「みみJの運営

言十 1,086,000 
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款・項・目 車問 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 ~ ・ 及 び 成 呆

障がい者への専門的な相談支援や日中活動の機会の提供またボランティア育成や障がいに関する普

地域活動 支援
及・啓発を地域活動支援センター I型事業所に委託して行った。

センター I型事業
18,000,000 

実相談者数 相談延件数 相談・支援方法 事業所名

201人 1,031 {1牛 訪問、来所、同行、電話等 地域活動支援センターみなと ｜ 

(4) 在宅生活が困難な高齢者を、若葉荘などの養護老人ホームに入所措置した。

老人福祉 費 老人福祉施設 養護老人ホ ーム入所
225,947,729 

措 置 事 業 措 置 事 業
！ 入 門1忍｜ ※入所者数は平成24年3月31日現在

1,451人 ※延入所者数は毎月 1日現在の入所者数の累計

在宅高齢者の自立した生活と介護者の負担軽減を図るため、介護保険対象外の機器（火災報知機や自

高齢者在宅福祉事業
動消火器など）の給付や、介護保険対象外者に入浴補助用具などを給付した。

高齢者日常 生活用具
628,693 給付品目 件 数 給付品目 件 数 ｜合計件数｜

耳q、bロ 付 事 業 火災報知機 11件 入浴補助用具 37件 106件｜
自動消火器 14件 歩行支援用具 43件
電磁調理器 1件

要支援・要介護状態にある高齢者の安全確保と自立促進並びに介護者の負担軽減を図るため、当該者
に必要な住宅設備・構造の改造に要する経費の一部を助成した。

高齢 者住宅改造
981,000 

助 成 事 業 補助件数補助金額

7件 981,000 

介護保険に該当しない高齢者などに、食事の世話などの簡単な日常生活上の援助を行うことにより、自立
した生活の継続を可能にさせ、要介護状態への進行を防止した。

軽度生活援助事業 4,472,970 
実利用者数 延利用時間

112人 4,064.0h 

第5期高齢者保健福祉 高齢化が進む中で、誰もが住み慣れた家庭や地域で共に支え合いながら穏かに安心して暮せるよう、保
計画・介護 保険事業 1,369,130 健福祉事業、介護保険事業推進のため平成24年度～26年度までを期間とする第5期計画を策定し、計画
計画策定事業 書500部を関係機関、団体へ配布した。



款・項・目 決算額 果細目 施策又は事業名 事 業 内
,,...,,. 
谷 成及 び

生き がい対策事業

老人福祉センター
管理事業

22,837,000 

「南・北老人福祉センターJは延岡市高齢者福祉協会が指定管理者となり、高齢者の生きがい、仲間作り
の促進を図った。

施設名

南 老 人 福 祉 セ ン タ ー

北 老 人 福 祉 セ ン タ ー

計

延利用者数

45,613人

33,094人

78,707人

使用料

425,150 

長 寿祝 金支給事業 8,173,547 

88歳（米寿）の高齢者に祝金、 100歳、最高齢者に祝金及び祝状、記念品を支給し、敬老と長寿をお祝い
した。

支給年齢及び支給額

88歳 (10,000円）

100歳（50,000円）
最高齢者 (50,000円）

計

支 給 者 数

630人
34人

1人
665人

｜その他｜

I 123,547 I 
支給額

6,300,000 

1,700,000 
50,000 

8,050,000 
｜計｜

I 8,113,547 I 

73,323人｜

高齢者パス貸切料
助成事業

2,124,625 

高齢者ヘルストヒ。ア延岡

利用料金助成事業

70歳以上の高齢者を対象として、「ヘルストピア延岡Jの利用料金について、 l回当たり200円を補助し、高
目齢者の健康増進を図った。

14,664,600 

高齢者の団体（20人以上）が研修等に使用する貸切りパス等の貸切料について、 25,000円を限度として
貸切料の半額を助成し、高齢者の社会参加・仲間作りを支援した。

｜ 団体数 ｜利用者数｜

I 88団体｜ 3,022人｜

高齢者クラプ
運営助成事業

9,771,120 

高齢者クラブに補助金を交付し高齢者クラプの活性化に向けて、その運営を支援した。

補助対象

単位高齢者クラブ

高齢者クラプ連合会

計

敬
一
剛
一
酬

「ノ

E
O

一フ力
ノ 会員数

6,901人

補助額 l 
1,011,120 I 
2,693,400 J 

9,111,120 I 

-25一



-26一

款・項・目 藤田 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 化げt・ 及 び 成 果

高齢者クラブ等が行う生きがいづくり、仲間作りの研修を支援するため、福祉パスの運行を委託した。高齢
者クラブ、等の組織拡大に繋がる支援策となっている。

高齢者福祉パス運行
14,294,683 行き先（県内） 運行台数（台） 行き先（県内） 運行台数（台） 行き先（県外） 運行台数（台）

委 託 事 業 r邑ι， 崎 市 47台 両千穂町 7台 大 分 県 88台

美 郷 町 26台 木 城 町 7台 1i~ 本 県 49台
西 都 市 16台 そ の 他 93台 計 333台

介護予防の必要がある高齢者（元気あっぷデイサービス修了者）や家庭の事情等がある高齢者に、デイ
サービスセンター等に通所してもらい、機能訓練などで要介護状態になることを予防するとともに、心身状

生 き ？手 し、
12,222,900 

態の確認を行った。
デイサービス事業 ． 

延通所利用者数｜延送迎利用者数｜
4,527人｜ 4,418人｜

恒富小学校の余裕教室を利用した「恒富地区高齢者コミュニティセンターJの運営を指定管理者の社会福

恒 富 地 区高齢者
祉協議会が行い、地域に開かれた施設として活用した。

コミュニティセンタ｝ 3,708,169 施 設 延利用者数 施 設 延利用者数 施 設 延利用者数
戸田海 理 事 業 研 修 室 12,788人 平日 室 2,649人 ~ 議 室 3,838人

調 理 室 2,006人 陶 3ま3まZ:: 室 5,156人 26,437人

条件を満たす70歳以上の高齢者に、パスの回数券もしくは悠々パス券の購入助成券を交付し、高齢者の
社会参加の促進を図った。

高齢者パスカ回数券等
6,051,500 回 数 券 何可ず世 の 種 類 助 成 単 価 支給者数

プfで』 付 事 業 ノ、、 ス カ 回 数 券 4,000 1,112人

悠々パス半年分（ 15,000円） 3,500 401人

計 1,513人

「北方健康福祉センターJは延岡市社会福祉協議会が指定管理者となり、地域住民の福祉の向上及び健
康増進活動の推進を図った。

北方健康福祉センター
戸鼠海 理 事 業

2,005,000 施 設 延利用者数 施 設 延利用者数 延利用者数

dココ~ 議 室 624人 不日 室 1,592人 計
2,459人

調理実習室 101人 そ の 他 142人



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 ぴ 成 果

「北浦老人福祉館Jを運営し、健康の噌進、教養の向上及びレクリエーション等のための機会の提供を

北浦老人福祉館
行った。

管 理 事 業
504,147 

施設 ｜延利用者数｜ 施設 延利用者数 計｜延利用者数｜

集会室｜ 2,466人｜調理室 160人｜ 2,626人｜

「北川｜老人福祉館Jは延岡市社会福祉協議会が指定管理者となり、地域の福祉活動の拠点として運営し

北川老人福祉館
た。

1,164,000 伊同ヨE 理 事 業 施 設 ｜延利用者数｜ 施 設 延利用者数 計｜延利用者数｜

大 広 問｜ 2,678人｜和 室 584人 I 3,262人｜

パスの運行を民間業者に委託し、高齢者等の社会参加を促進し、福祉の向上を図った。

地域福祉パス
運 行 事 業

5,730,000 地 区 ｜延利用者数｜ 摘 要

オヒ J 11 町｜ 9,700人｜マイクロバス2台による2路線運行

地域介護ニーズに対応するため、認知症高齢者グループホームや小規模多機能型居宅介護事業所など

介護基盤緊急
の地域密着型サービス事業所施設整備に対し補助を行った。

地域密着型サービス
整備事業

事業所施設整備 61,846,000 事業所区分 事業所数 事業費

相i 助 事 業 認知症高齢者グループホーム 3 31,846,000 

小規模多機能型居宅介護 1 30,000,000 

計 4 61,846,000 

開設時から安定した質の高いサービスを提供できる体制整備を支援するため、認、知症高齢者グノレープ
ホーム及び小規模多機能型居宅介護事業所の施設開設前6ヶ月に係る準備経費に対し補助を行った。

地域密着型 サービス
事業所施設開設 14,227,000 事業所区分 事業所数 事業費
準備 経費 補助事業 認、知症高齢者グループホーム 1 5,400,000 

小規模多機能型居宅介護 2 8,827,000 

計 3 14,227,000 

介護老人保健施設 介護老人保健施設建設
介護老人保健施設（のベおか老健あたご）の新設（80床）に対して、地域総合整備資金（ふるさと融資）の

建 設 事 業 資金貸付事業
184,000,000 貸付を行った。総事業費969,000千円（建築費876,000千円、機械等購入費93,000千円）に対して184,000

千円の貸付を行った。（鉄筋コンクリート造4階建、延床面積5,000rri)
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款・項・目 ~.JD 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 Mミ

2) 母子生活支援施設の運営を指定管理者である社会福祉法人緑ケ丘福祉会に委託し、配偶者のない女

児童福祉 費 児童福祉管理経費
母子生活支援施設

子、又はこれに準ずる事情にある女子及びその監護すべき児童を入所させて、自立の促進を図った。

(1) 16,697,788 

児童福祉
管理事業

施設名 定員 実世帯数 実人員 委託料 扶助費

総 務 費 ファミリーハイツ 20世帯 9世帯 20人 16,239,968 457,820 

児童館の運営を指定管理者に委託し、児童に健全な遊びを与え、情操をゆたかにし、その福祉の向上を
図った。

施 設 名 一日平均の利用児童数（人）
委託料

指 ，疋...... 管 理 者） A寸Lι・ 童 幼 児 一般・その他
児童館管理事業 14,200,000 旭 児 童 館

（学校法人純心学闘）
9.0 7.2 45.1 7,100,000 

緑 ケ Ji 児 童 館
16.5 5.4 27.5 7,100,000 

（社会福祉法人緑ケ丘福祉会）

計 25.5 12.6 72.6 14,200,000 

父又は母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生活の安定と自立の促進に寄与するため、
当該児童について児童扶養手当を支給し、児童の福祉の増進を図った。

児童扶養手当 受給世帯数 2,013世帯 児童数 支給月額 一部支給

支 耳J用t』 事 業
959,053,160 母 1,838世帯 l人 41,550円 所得に応じて

父 171世帯 2人 5,000円加算 10円単位で

養育者 4世帯 3人以上 1人っき3,000円加算 減額した額

支 ~~ 総 額 959,053,160 

乳幼児期の疾病等の治療にかかる経費の一部を助成することにより、乳幼児の保健福祉の増進と健全な
育成を図った。

乳幼児医療費
助成の対象者延岡市に住所のある乳幼児の保護者 年間延助成

132,541件
助 成 事 業

233,788,112 助成の対象範囲 6歳になって最初の3月31日まで 件 数

対象者負担額
1診療科につき月 350円 扶 助 費 223,001,887 

調剤については無料 委 託 料 10,786,225 

計 233, 788, 112 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援するために、子ども手当を支給した。

区 分 月額（4～9月） 月額（10～3月） 延児童数 支給額。歳 ，、、， 3 歳 未 渦－ 15,000円 36,684人 501,012,000 

子ども手当支給事業 2,587 ,070,000 3歳以上小学校修了前
13,000円

10,000円
126,141人 1,545,761,000 

上 記 第 3 子以降 15,000円

小学校修了後中学校修了前 10,000円 45,015人 540,297 ,000 

計 207,840人 2,587,070,000 

夏休み期間中、保育に欠ける小学校低学年の児童を、小学校の余裕教室等で保育を行い児童の健全育

児童健全育成事業
成を図った。

実施小学校数 事 業 費 登録児童数

夏休み児童クラブ事業 2,248,000 延岡小学校 562,000 33人

土々呂小学校 562,000 45人

南 Aナ主ι 校 562,000 42人

南方小学校 562,000 48人
メ口当、 言十 2,248,000 168人

保護者の共働き等により、放課後帰宅しても保護者のいない児童を保育し、児童の健全育成を図った。

クラブ名 委託料 登録児童数

東海児童クラブ 3,784,000 38人

さくら西小児童クフプ 3,784,000 41人

ーヶ岡児童クフプ 3,805,500 42人

岡宮児童クラブ 3,784,000 43人

東小児童クラブ 3,791,500 36人

旭児童クラブ 2,651,000 52人

児 童ク ラブ事業 47,693,500 ゆりかご児童クフプ 3,827,000 47人

こぱと児童クラブ 3,827,000 50人

つくしんぼ児童クラブ 3,053,500 34人

双葉児童クフブ 1,899,000 25人

ひかり児童クフプ 3,075,000 21人

↑亘富小児童クラブ 3,032,000 21人

古江児童クフプ 1,654,000 24人

くま た児 童ク フプ 1,899,000 29人

東幼稚園児童クラブ 3,827,000 37人

計 47,693,500 540人
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款・項・目 来咽 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’'ff. ・ 及 び 成 果

認可外保育施設に対し、児童の健康診断（内科分）に要する経費を補助することで、児童虐待の早期発
見や予防を行い、また健康面でのサポートを行った。

補助額｜｜ 1施設あたり 実 施 施 号fill又. 

乳 幼 児 すこやか 1,040,000 80,000円 愛宕幼保闘 すみれ幼保困 フレンドハウス
健康管理 事業 エンゼノレ学困 たんぽぽ保育悶 みるく保育闘

きりん保育園 のばら乳児困 矢野幼保園

こども園 のびっこ館 計 13施設

こぐま保育闘 のびっこ保育園

児童館を拠点、として、子育て中の母親等で組織された地域活動クラブに対し、地域における世代問の文
化交流活動などの活動費助成を行った。

地域活動助成事業 1,020,000 
地域活動クフプ数 会員数 補助額

6団体 159人 1,020,000 

子育て支援センターおやこの森にある「のベおかファミリーサポートセンターJにおいて、子育て支援サー
ピスの援助会員と依願会員を募集し、会員相互の育児に関する援助活動をとおして、地域の子育てを支
援し、児童の福祉向上を図った。

ファミリー・サポート・ 3,280,000 区 分 実 績 ｜委 託 料｜ 3,2so,ooo I 
センター事業 援 助 必~ 員 49名

依 頼 lコエ』 員 816名

依頼・援助会員 47名

援助活動件数 1,917件

児童虐待の未然防止、早期発見、児童や保護者への適切な支援を目的として、児童福祉に関係する市
内の機関、団体での協議、連携を図った。

要保護児童対策地域
区 分 実 免責 ｜報 償 費｜ 2s,600 I 

協議会運営事業
28,600 イt 表 者 必':t:'』＝ 議 l回

実 務 者 ムコミ 議 2回

ケース進行管理会議 5回

個別ケース検討会議 85回

地域における子育てを支援すると共に公立保育所、法人立保育園及び児童館の交流を行い、子育て支
援の環境づくりに寄与する「わいわいワンパークJ運営に要する費用の一部を助成した。

わいわいワンパーク
運営補助事業

300,000 運 営 主 体 宮崎県保育連盟延岡市保育会

開 催 日 平成23年5月22日

参 力日 者 数 約3,000人



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 ぴ 成 果

子育て家庭へ支援員が訪問し、育児の悩みを傾聴するとともに、育児期における孤立感の軽減や、育児
不安の解消を図った。

子 育 て 家 庭
3,168,000 

支援員訪問事業 委 託 先 社会福祉法人北方福祉会 支援員数｜ 10名

実施施設 子育て支援センターおやこの森 訪問件数｜ 794件

委 託 料 3,168,000 

児童虐待防止に関わる職員の資質向上のための研修や児童の早急な安全確認のための自動車購入等
を行うことにより体制の強化、充実を図った。

児童 虐待 防止対策
1,520,000 区 分 事業費 区 分 事業費

緊急強化事業
旅 費 131,140 備品購入費 1,125,827 

需 用 費 215, 196 公 課 費 2,800 

役 務 費 45,037 計 1,520,000 

民間社会福祉施設整備のために借り入れた資金について、その年次償還金元金の1/2以内を助成し、当

民 間 社会福祉施設 該施設の返済負担を軽減した。

助 成 事 業

民間社会福祉施設 施 設 名 補助額 施 設 名 補助額

償 還 金 助成事業
4,890,000 ゆりかご保育園 750,000 松 山 保 育 園 445,000 

ゆりかご児童館 420,000 つくしんぼ保育園 860,000 

こばと保育園・児童館 1,540,000 たちばな保育園 875,000 

計 4,890,000 

民間の児童福祉施設に併設した児童館において、保育所等の児童福祉施設の専門的な養育機能を活

用して、児童健全育成、各種子育て支援サービスの利用促進等を実施することにより、児童館事業の総
合的な展開を図った。

保育所併設型
施 設 名 補助額

一日平均の利用児童数（人）
民 問 児 童 館 27,975,000 $ 童 幼 児 一般・その他
運営費助成事業

ゆりかご児童館 9,325,000 3.2 10.5 79.8 

こぱと児童館 9,325,000 5.6 6.9 76.0 

ひかり児童館 9,325,000 9.7 0.8 4.0 

音十 27,975,000 18.5 18.2 159.8 
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款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

地域の実情に応じた創意工夫のある子育て支援活動に関する取組を支援することにより、すべての家庭

地域子育て創生事業
が安心して子どもを育てることができるような環境の整備を図った。

個 別 事 業 名 事業費

放課後子どもプフン連携促進事業 88,899 

地域子育て創生事業 3,110,400 児童クフプや児童館における活動研究事業 399,329 

素敵なパパと「 ママの日 Jをつくろう 300,000 

感 染 症 予 防 対 策 支 援 事 業 822,172 

「みやざき子育て応援フェスティバlレ2011Jinのベおか 1,500,000 

計 3,110,400 

(2) 保護者の就労や疾病等により、家庭において保育することができない児童を保護者に代わって保育する

保育所費 保育所 運営事業
ことにより、児童福祉の向上を図った。

区 分 延人員 事業費

公 立 4,841人 521,632,487 

法人立 27,634人 2,235,927,800 

計 32,475人 2, 757 ,560,287 

管内（公立）9園／定員 管外（公立）4園

山 下 60 島 浦 45 施設名 所在地

J 11 中 60 中 島 60 油 津 日 南

土 々 呂 60 棋 峰 20 都 於 郡 西 都

恒 富 60 長 井 60 番 聖子JI I 南

東 60 定員合計 485 車問 島 日 向

保 育所 運営事業 2, 757 ,560,287 
管内（法人立）27園／定員 管外（法人立） 10園

伊 達 120 なるたき 60 伊勢ヶ浜 日 向

方 財 50 こすもす 70 日 知 屋 日 向

松 山 90 友 愛 70 草 ) 1 I pq J 11 

ゆりかご 150 て〉 の で 70 し、 す すs門 J 11 
、，．

ぱJ と 90 み な み 90 南 町 門 ) 11 、．． 

緑 ケ 丘 90 ゆりかごーヶ岡 110 門 ) 11 門 J 11 

わかくさ 80 J II 水 流 45 に じ の ね 門 ) 11 

みつばち乳児 90 角 田 60 日 之 影 日之影

たちばな 120 H昂’・ 里子 浦 20 ，心 a悦霧 島

杉 の 子 90 双 葉 60 ？市 田 島 原

つくしんぼ 90 古 江 30 

さくらんぽ 120 慈 光 30 

わかたけ 60 く ま た 70 

こひつじ 90 定員合計 2,115 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷~ 及 び 成 果

公立保育所の危険箇所を緊急的に補修することにより、入所児童に対する安全性の確保を行った。

保育所名 区 分 摘 要 事 業 費
公 立 保 育 所

2,502,570 
山下保育所工事請負費外墜落下防止改修工事 1,239,000 

緊急補修 事業 東 保 育 所 修 繕 料 2階ベフンダ床補修 717,570 

恒富保育所修 繕 料 階 段 塗 装 有n 修 546,000 

言十 2,502,570 

保護者の就労形態の多様化に伴い、通常保育時間（7:00～18: 00）を越えて保育を行う保育所に対し、助

特別保育事業 子 育 て 支 援
成を行うことにより、児童福祉の向上を図った。

延長保育サービス事業
55,200,500 

保育所数 延利用児童数 補助額

26園 38,138人 55,200,500 

保護者の病気、入院、冠婚葬祭など、緊急、一時的な保育ニーズに対応するため、一時預かり事業を行う
保育所に対し助成を行うことにより、児童福祉の向上を図った。

一時預かり事業 3,780,000 
保育所数 延利用児童数 補助額

2園 1,466人 3,780,000 

保護者の就労形態の多様化に伴い、日曜及び祝日に保育を行う保育所に対し、助成を行うことにより、児
童福祉の向上を図った。また、電力需給対策に伴う就業時間等の変更により、休日においても保育が必

要な児童の保育を行った。

休日保育事業 4,398, 101 
区 分 保育所数 延利用児童数 補助額

通 p吊...... 4園 835人 4,348,901 

電力需給対策 2園 4人 49,200 

子育て中の親子が気軽に集う場を設け、子育て相談や支援を行ことにより、子育て中の親の孤立化や子

育てに対する不安の軽減を図った。

区 分 おやこの森 恒富子育て支援室 宮野浦保育所 まちなかキッズホーム

延利用者数 13,587人 9,937人 1,570人 9,545人

地域子育て支援事業 21,526,457 函接相談 339人 668人 17人 29人

電話相談 546人 108人 3人 1人

サークル支援 10サークル 10サークル lサークル 一一一一一一

まちなかキッズホームの運営については、指定管理者であるNPO法人延岡市子育て支援協議会に委託
を行った。
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款・項・目 車問 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 p谷千」． 及 び 成 果

病気回復中の児童で社会的事由により家庭での保育が困難な児童を、「おやこの森Jで一時的に預り、保
育を行った。

病児・病後児保育事業 6,400,000 
実施施設 年間延利用者数 委託料

子育て支援センターおやこの森 401人 6,400,000 

(3) 公立児童館の設置・運営を行い、児童に健全な遊びを与え、情操をゆたかにし、その福祉の向上を図つ

児童館費 児童館管理経費
た。

区 分
一日平均の利用児童数（人）

児童館管理事務費 7,539,274 主寸A・ 童 幼 児 一般・その他

山下児童館 11.7 4.7 18.1 

中島児童館 10.2 3.3 16.9 

計 21.9 8.0 35.0 

(4) ひとり親家庭の医療費の一部を助成することにより、当該家庭の健康増進と福祉の向上を図った。

母子福祉費 母子 福祉事業

ひとり親家庭等 67,289,237 
助成の対象者 20歳未満の子を養育するひとり親家庭 延助成件数 12,525件

医療費助成事業 親：末の子が20歳になる月まで 扶 助 費 67,274,582 
助 成 の 対 象 範 囲

子：18歳になって最初の3月31日まで 委 託 料 14,655 

対象者負担額 1人1ヶ月につき、 1,000円 計 67,289,237 

母子寡婦家庭に対し、臨時的な緊急経費に充てるための資金の貸付を行い、生活の安定を図った。

母子世帯つなぎ資金
貸 付 事 業

1,650,000 相 手 方 貸付件数 貸付金

延岡市母子寡婦福祉連絡協議会 43件 1,650,000 

母子家庭の母が職業能力開発のため教育訓練等を受ける際の費用の一部助成や訓練促進費等を支給
した。

区 分 件数 支給額

母子家庭等自立支援
24,829,844 

自立支援教育訓練給付金事業 2件 29,844 

促 進 事 業 高等技能訓練促進費等事業 25件 24,800,000 

｜高等技能訓練 促 進 費 21件 24,675,000 

｜入学支援修了 一 時 金 4件 125,000 

言十 27件 24,829,844 



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷，チヲ 及 び 成 果

3) 保護の状況 保護率 19.53%。（月平均）

生活保護費 生活保護事業 被保護世帯数 1,940世帯（月平均）
(2) 被保護者数 2,547人（月平均）

扶 助 費

区 分 延世帯数 延人数 事 業 費 構成（%）

生活扶助費 20,160世帯 27,036人 1,183,201,125 31.03 

住宅扶助費 17 ,501世帯 22,987人 418,108,313 10.97 

教育扶助費 1,227世帯 2,011人 22,543,481 0.59 

介護扶助費 4,702世帯 4,872人 101,568,872 2.66 

医療扶助費 21,403世帯 26,285人 2,057 ,431,602 53.97 

生活保護 事業 3,812,407 ,495 出産扶助費 7世帯 7人 120,330 O.Ql 

生業扶助費 281世帯 728人 10,502,876 0.27 

葬祭扶助費 42世帯 42人 6,499,042 0.17 

保 護施設事務費 72世帯 72人 12,431,854 0.33 

計

------------------------
3,812,407 ,495 100.00 

保護施設入所委託状況

施設名 延世帯数 延人数 保護施設事務費

す み よ し 48世帯 48人 7,669,210 

？青 風 闘 24世帯 24人 4,762,644 

計 72世帯 72人 12,431,854 

4 延岡看護専門学校の運営を安定させ、看護師の確保を図り延岡市における医療体制の維持を目的とし
偉？ 生 費 保健衛生総務 て、運営費の一部を補助した。

管 理 経 費
保健衛生費
(1) ｜延岡看護専門学校運営補助金｜ 2,500,000 I 
保健衛生 看護師確保対策事業 2,500,000 
総 務 費 平成23年度卒業生の就職状況

卒業者数 県北就職率

医療高等課程 40人 95% 

医療専門課程 41人 90% 
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款・項・目 藤田 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 容 及 ぴ 成 呆

(2) 初期救急医療体制を整備するため、延岡市夜間急病センターの運営を中心に夜間・休日等の初期救急

医療体制の確保に努め、夜間急病センターの深夜帯診療日が1日増え週3日に拡充された。また日II程・祝
保健予防費 地域医療対策事業

日在宅当番医については小児診療において、日向地域と連携し安定的な運営を図った。

区 分 事業費 受診者数
初期救急医療

208,316,140 夜間急病センター指定管理料 195,341,000 11,134人
運 営 事 業 医科日曜・祝日等在宅当番医制委託料 8,500,000 12,900人

外科夜間在宅当番医制委託料 3,090,000 837人
歯科日曜・祝日等在宅当番医制委託料 1,300,000 380人
そ の 他 の 経 費 85,140 

計 208,316,140 25,251人

島浦地区のへき地医療対策として、地区住民の保健、医療を確保するため診療所の管理、運営を行つ
た。

島浦診療所 運営事業 67,353,932 
区 分 件 数 区 分 事 業 費

外 来 患 者 3,616件 指定管理料 67,328,732 

健 康 号陀。5、, 断 301件 立日ft.. 通 旅 費 25,200 
予 防 接 種 449件 計 67,353,932 

国の補助（1/2）を受けて、導入後13年を経過していた超音波診断装置の更新を行い、島浦地区の医療の

島浦診療 所 医 療
充実を図った。

設備整備事業
3,139,500 

｜備品購入費｜ 3,139,500 I 

初期救急医療体制の確保を目的として、医師会病院の新築移転と同時に整備した延岡市夜間急病セン
夜間 急病 センター

9,134,520 ターの建設費を補助した。（平成17～36年度債務負担行為）
建設助成事業

｜夜間急病センター建設補助金｜ 9,134,520 I 

県立延岡病院の消化器系内科・神経内科休診に伴い、消化管出血救急患者及び脳梗塞救急患者の受
入れが困難となったため、医師会において整備した輪番での患者受入れ体制の運営を支援し、救急体制
の維持に努めた。なお、平成23年度中に、消化管出血輪番については107人、脳梗塞輪番については

地域医療体制
586人の患者に対応した。

整 備 事 業
35,609,360 

区 分 事業費

地域医療体制整備事業補助金 34,840,869 

そ の 他 の 経 費 768,491 

計 35,609,360 



款・項・目 ，チで・
名手 果細目 施策又は事業名 事 内決算額 業 及 び 成

地域医療市民団体
活動支援事業

地域医療に関する啓発活動を積極的に実施してしも市民団体「宮崎県北の地域医療を守る会Jの活動を
支援し、延岡市の地域医療を守る条例に定める「かかりつけ医を持つJ「適正受診を心がける」「医師等に

300,000 I感謝の気持ちを持って接するj「自己の健康管理に努めるJ等の啓発を推進した。

｜地域医療市民団体活動支援事業補助金｜ nu 
nu 

nu ，
 

nu 
nu 

qυ 

延岡市夜間急病センターの診療体制の確保や、救急医療機関(1医療機関）及び輪番医療機関（3医療
機関）の医療機器整備、さらには延岡市夜間急病センターの増改築工事に係る補助等を行い、延岡市に
おける救急医療体制の充実に努めた。

地域医療再生
計画事業

区分

地域医療再生計画事業補助金

（内訳）｜延岡市夜間急病センター増改築

救急医療機関機能強化及び参入促進
事業：医療機器（MRI）購入等

輪番医療機関機器整備支援事業：医療
機器（内視鏡システム一式）購入等

指 定管 理 料
※医療圏域外からの応援医師の人件費（4人分）

計

291,571,000 

事業費
286,361,000 

158, 130,000 

75,731,000 

52,500,000 

5,210,000 

291,571,000 

延岡市夜間急病センターの増改築及び診療拡充に対応するための備品等を整備し、初期救急医療体制
の充実に努めた。

初期救急 医療
機器整備事業

備 入 費I 9,858,226 I 住
外

日
H
M円

ロ
ロロ9,858,226 ※無影灯：2,415,000

カルテ棚一式：2,149,875
高圧滅菌器：1,982,400
診察台一式：1,155,000など

医師等の医療従事者を目指す中学生や高校生並びにその保護者等を対象に、県北の医療体制の現状
を説明するとともに、医学生や薬学部生との意見交換会を開催し、将来の地域医療を担う人材の育成を
図った。

｜人材育成支援経費｜ 800,511 I 
※参加状況（参加総数：226人）
講師：医師及び大学教授3人、宮崎大学医学生5人、九州保健福祉大学薬学部生 3人
出席者：高校生及び中学生90人、保護者等の一般参加者136人

地域医療市民啓発
促進事 業

800,517 

-37-



-38一

款・項・目 幸四 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 行~ 及 ぴ 成 呆

幼児の健康の保持・増進を図るため、 l歳6か月児と3歳6か月児を対象に月2回の健康診査を実施した。ま

母子保健対策事業 た3歳8か月児を対象に、視機能の異常を早期に発見し、治療につなげるため九州保健福祉大学視機能
療法学科の協力の下、月2回の精度の高い検査を実施した。

区 分 件 数 受診率 区 分 事業費

幼児健診事業 3,720,962 l歳6か月児等 一般健診 l,066f牛 95.0% 報 償 費 2,890,500 

健康診査歯科健診 1,066{1牛 95.0% 母子健康診査委託料 170,548 

3 歳児等一般健診 1,064件 93.3% その他の経費 659,914 

健康診査歯科健診 1,058{1牛 92.8% 計 3,720,962 

幼 ノI目Li H艮 科 検 号Eど担ク、 524f牛 67.7% 

（幼児眼科検診受診者のうち要精密検査率10.3%)

1歳6か月児から3歳6か月児を対象に、 6か月ごとにフッ素塗布を行い、併せて保護者への歯科保健教育
により乳歯からのむし歯予防の重要性を啓発し、むし歯発生の予防に努めた。

幼児むし歯予防事業 1,008,272 区 分
件 2,5数33人｜｜ 

区 分 事業費

ツ 素 塗 報 償 費 702,000 

その他の経費 306,272 

計 1,008,272 

核家族化と少子化が進み、育児に関する知識経験が乏しく、周囲からの支援も困難な状況がある中、養
育状況を把握し必要なサービスにつなげるため、母子保健推進員により、生後4か月未満児のしも家庭の
全戸訪問と、母子保健事業に係る乳幼児健診未受診家庭への訪問を行い、育児の孤立化を防いだ。（平

母子保健地域
成23年度母子保健推進員：29名）

活 動 事 業
1,340,700 

区 分 件 数 区 分 事業費

母子保健事業による訪問 335件 報 償 費 1,235,000 

乳児家庭全戸訪問 867件 その他の経費 105,700 

計 1,202件 計 1,340,700 

1歳6か月児健診のフォロー教室として音楽あそびを実施し、発達の援助、家族への指導、支援を行った。

乳幼児育成指導事業
区 分 件 区 分 事業費

414,740 
楽 あ そ 報 償 費 378,000 

その他の経費 36,740 
計 414,740 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内
F谷A『 及 び 月比 果

母性の尊重及び乳幼児の健康保持増進という母子保健法の理念に基づき、必要な母子に対して、妊娠、
出産及び育児についての保健指導等を行い、母子保健の向上を図った。

区 分 ｛牛 数 区 分 事業費

すこやかセミナー（両親学級） 延80件 報 償 費 693,400 

母子保健相談
1,423,208 

母子保健相談妊 産 婦 2,646{i牛 その他の経費 729,808 

指 導 事 業 指導実施件数乳 幼児 1,698件 計 1,423,208 

乳児健康相談及び 健康相談 1,071 f・牛
腎臓検診実施件数 腎臓検診 1,071件

妊産婦・新生児 妊産 婦 188件

訪 問 指 導 乳幼児 1,277件

実 施 イ牛 数 そ の 他 36件

妊娠出産にかかる経済的負担を軽減し積極的な妊婦健診受診を勧奨し、妊婦及び胎児の健康の保持増
進を図った。また、疾病や異常の早期発見のために各医療機関に委託してl歳未満の乳児健診を行った。

妊 婦 ・ 乳児健康
99,785,556 区 分 件 数 区 分 事業費

参ロJ会’ 査 事 業
妊婦・乳児健康 女王 婦 12,414件 母 子 健 康 診 査 委 託 料 99,247,056 

診査実施件数 手L 児 1,9031'牛 その他の経費 538,500 

計 14,317件 言十 99, 785,556 

国の補助（10/10）を受けて、育児期の孤立感・育児不安解消を目的とした交流スペースの確保や育児指
導等を行う離乳食教室の開催、幼稚園・保育所への食育スタート支援、子育て支援スタッフ研修会の開催

等により安心して子育てができる環境づくりを行った。

区 分 延参加人数 区 分 事業費
健やか子育て応援事業 2,209,934 ふれあい相談広場 149人 報 償 費 200,000 

同住 手L 食 教 室 18人 その他の経費 2,009,934 

食育支援講習会 195人 計 2,209,934 

子育て支雲｜
11月25日 257人

スタッフ研修 11月26日 95人
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款・項・目 細 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 呆

予防接種法に基づき、小児の感染性疾患の発生・蔓延を予防し、公衆衛生の向上と小児の健康増進を

予防接種事業
図った。

区 分 延人員 区 分 事業費

ポ リ オ 1,876人 予防接種委託料 134, 736, 737 

小児予防接種事業 136,437,210 D p T 二種 混 合 4,508人 その他の経費 1,700,473 

日 本 月白 炎 5,728人 計 136,437,210 

D T 一 種 混 メ口〉、 942人一
M R 混 メ口当、 4,665人

B c G 1,071人

計 18,790人

満65歳以上の高齢者に対して予防接種（自己負担1,500円）を実施し、インフルエンザの発生予防及び重
症化防止を図った。

高齢者予防接種事業 70,379,354 区 分 延人員 接種率 区 分 事業費

高齢者インフルエンザ 19,279人 54.1% 予防接種委託料 70,266,730 

その他の経費 112,624 

計 70,379,354 

5年以内に肺炎球菌ワクチンを接種していない75歳以上の高齢者に対して、ワクチン接種費用の半額

健康長寿推進
(3,500円）を助成し、高齢者の肺炎の疾病予防及び重症化予防を図った。

43,316,000 
予防接種事業 区 分 延人員 接種率 区 分 事業費

高齢者肺炎球菌ワクチン 6,188人 32.6% 予防接種委託料 43,316,000 

国の補助（1/2）を受けて、疾病予防、重症化予防のために対象年齢の者に、子宮頚がん予防ワクチン、ヒ
プワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種を行った。

子宮頚がん等ワクチン
区 分 延人員 接種率 区 分 事業費

接 種緊 急促進事業
183,571,832 子宮頚がん予防ワクチン 6,455人 92.6% 子宮頚がん等ワクチン

ヒ ブ ワ ク チ ン 3,652人 50.3% 接種委託料
183,104,832 

小児用肺炎球菌ワクチン 4,249人 52.8% その他の経費 467,000 

計 14,356人

-------
計 183,571,832 



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷，チヲ 及 ぴ 成 果

(3) がんを早期に発見し1台療に結びつけるために、各種のがん検診を行い健康の保持増進を図った。
健康推進費 成人保健対策事業

区 分 受診者 区 分 事業費

胃 カミ ん 検 号n；ゐ"' 2,181人 検診委託料 81,919,875 

子
r邑A司． カミ ん 検 間ョター、 3,655人 その他の経費 8,213,081 

（うち無料クーポン対象者） (654人） 計 90,132,956 

がん検診事業 90,132,956 乳 カ2 ん 検 き”ノら 2,245人

（うち無料クーポン対象者） (825人）

肺 カミ ん 検 号Rタ。、 8,159人

大 月易 カミ ん 検 雲ロノ占ト 6,286人

（うち無料クーポン対象者） (1,189人）

前立腺がん検診 1,908人

計 24,434人

感染症予防法に基づき結核の予防を図るため、 65歳以上の市民を対象に住民検診を行った。

区 分 ｜受診者｜受診率 区 分 事業費

結核検診事業 6,912,920 結 核 検 診I5,249人｜ 17.6% 検診委託料 5,993,595 

その他の経費 919,325 

言十 6,912,920 

食生活改善推進員による地区組織活動を通して、地域住民の食生活改善を推進した。また、子どもに正

しい食生活を習慣づけるために、親子で取り組める栄養や料理の講習会を実施した。

食生活改善推進事業 1,651,063 
区 分｜回数｜ 受講者数 ｜ 区 分 事業費

教室開催回数｜ 182回｜ 3,359人｜ 食生活改善地区活動委託料 1,562,000 

そ の 他 の 経 費 89,063 

計 1,651,063 

市民の健康意識の啓発と健康長寿を促進することを目的に、健康増進法に基づいた健康手帳の交付、
健康教育及び相談、訪問指導等の保健事業を行った。

区 分 回 数 受診・利用者数 区 分 事業費

健康長寿促進事業 14,659,428 
健康手帳の交付 随 時 3,348人 報 酬 1,765,450 

健 康 教 育 240回 7,201人 賃 金 1,079,033 

健 康 相 談 88回 2,587人 検診委託料 10,338,735 
訪 問 指 導 随 時 1,951人 その他の経費 1,476,210 
肝炎ウイルス検診等 随時 2,352人 計 14,659,428 
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額

地域自殺対策事業 1,949,000 

こころがかよう三北
健康長寿推進事業

6,576,474 

延岡市民健康
1,208,292 

栄養調査事業

健康 増進委託事業
ヘルストピア延岡

健康増進 事業
15,775,000 

ηJU 

4 

事 業 内
谷，ザ』『’

及 び 成 果

宮崎県市町村自殺対策緊急、強化事業により、アドバイザ一等の人材育成と、自殺予防の普及啓発活動を
行った。

区 分 回数 受講者数 区 分 事業費

人材養成研修会 4回 166人 報 償 費 452,912 

普及啓発講演会 1回 550人 その他の経費 1,496,088 

計 1,949,000 

市内で特に高齢化率の高い三北地区の健康づくりを充実させるために、各総合支所に看護職を配置し、
住民に身近な健康相談・訪問指導などを実施した。

区 分 件 数 区 分 事業費

家 庭 訪 問 2,239件 賃金（社会保険料含む） 6,334,804 

健 康 相 談 38件 その他の経費 241,670 

電 話 相 談 790件 計 6,576,474 

集 団 従t 号ログ。、 53会場

食事状況、身体状況、生活習慣、歩行数等の詳細な調査を行うことで、「健康長寿まちづくり市民運動Jの
成果指標となる基礎データを得た。

区 分 件 数 区 分 事業費

対象世帯数 293件 報 償 費 151,670 

協力世帯数 253件（協力率86%) その他の経費 1,056,622 

対象世帯員 541人 計 1,208,292 

協力世帯員 433人（協力率80%)

※件数は県が実施した県民栄養調査との合算

ヘルストヒ。ア延岡の水質基準保持や利用者の安全確保等に取り組み、利用促進とサービス提供により、

市民の健康増進への寄与を図った。

｜入 館 者 数｜ 281,158人｜ ｜指定管理料｜ 15, 115,ooo I 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

へノレストヒ。ア延岡の施設の保守点検及び維持管理を委託し、施設の安全と運営の安定を図った。また老
朽化している設備の改修を行った。

区 分 事業費 主な修繕箇所 修繕料

指定管理料 8,434,000 給湯管改修 1,308,000 
ヘルストピア延岡

24,668,800 修 車普 料 14,596,800 地上デジタノレ放送視聴、対応改修 1,694,700 
管 理 事 業 機械借上料 1,638,000 温水ヒータ修繕 1,571,850 

計 24,668,800 男子浴室天井・換気ダクト改修 5,365,500 

熱源、ポンプ改修 1,155,000 

その他（5箇所） 3,501,750 

言十 14,596,800 

「健康長寿のまちづくり市民運動Jの意識啓発を図るため、健康長寿推進リーダーや推進員、その他関係
健康長寿推進 者を対象にした研修会を兼ねて実施した。
対 策 事 業

く特別講演〉

健康長寿市民
「健康長寿のまちを目指して～今、求められる市民力～j

啓発大会事業
568,619 ヘルスプロモーション研究センター長 岩 室紳也氏

区 分 事業費 区 分 事業費 参加者数

報 償 費 162,187 その他の経費 231,552 1,300人

旅 費 50,880 計 568,619 

需 用 費 124,000 

「健康長寿のまちづくり市民運動Jの側面的な支援を図るため、行動計画書（延岡市健康長寿推進市民会
議）で提唱された支援組織の体制を整えた。

0「元気づくり推進員Jを市の養成組織から任意団体「のベおか元気かいjへ移行し、啓発活動を実施

0市民会議と連携する支援団体「のベおか健寿ささえ愛隊Jを組織化し、イベント等を実施

元気づくり応援事業 347,173 0健康・医療に関する専門家を登録、派遣する「健康長寿人財パンクのベおかJを制度化

区 分 会員・登録者数

のベおか元気かい 39人

のべおか健寿ささえ愛隊 27人

健康長寿人財パンクのべおか 46人
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款・項・目 青羽 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 名，.，.，手， 及 び 成 果

「健康長寿のまちづくり市民運動Jを推進する「延岡市健康長寿推進市民会議jに財政的支援を行うことに
より全市的な活動展開を図った。併せて地域での市民運動の活性化を図るため、各自治会（区）長を健康
長寿推進リーダーに委嘱した。地区区長会（分会を含む）単位で研修会を開催した。

区 分 事 業 費

健康長寿推進市民会議活動支援事業補助金 7,972,975 

健康長寿推進
事務局経費（のぼり・推進員ベストの作成等） 1,179,406 

9,606,101 そ の ｛也 の 経 費 453,720 
市民活動支援事業

言十 9,606,101 
) 

健 康長寿推進リーダー 389名
健康長寿推進員（各自治区で選任） 565名
市民運動モデル事業補助金交付地区 9地区
体力はかっちみろ会｜実施回数 17回 参加者数 510人

健 康 A千三4・ 習 会｜実施回数 307回 参加者数 9,232人

「延岡市健康長寿推進市民会議Jが、楽しみながら健康長寿を目指すことを目的に平成24年1月からス
タートさせた「13万人のチャレンジ！ゲ、ツト健康長寿ポイントJ事業に対して、平成23年度分にかかる台紙

健康長寿ポイント
788,513 

やPR等の補助を行い、市民の意識啓発を図った。
特典 制度 補助事業

｜健康長寿ポイント特典制度補助金｜ 788,513 I 

(4) ハエや蚊の幼虫の発生を防ぐため、各区及び個人に薬剤の配布と噴霧器の貸出を行った。

環境衛生費 環境衛生管理経費

衛生害虫駆除事業 742,020 
屋外消毒実施状況
世 千持 数 11,895世帯

薬剤配布状況 11,635袋 ※5g／袋
噴霧器貸出状況 延61台

上水道未整備地域である行勝町茂須野地区における生活環境の改善を図るため、簡易給水設備整備事
業補助を行った。

未給水地区解消事業 980,000 

｜補 助 金｜ 980,000 J 補助対象：茂須野地区5戸13名



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 4町、ォ．・ 及 び 成 果

墓地・埋葬等に関する法律に基づき火葬業務を行うとともに、施設の管理運営を行った。

環境衛生施設 火葬場使用状況
管理運営事業 区 分 件数 使用料

大 人 1,549 1二 7,975,000 
人 3 l二 19,800 

火葬場管理運営事業 19,861,339 死 産 児 42 t仁 132,500 
胎盤・改葬・肢体の一部 1,725 uニ 1,953,900 

3,319 tロ 10,081,200 

区 分 事菜費 区 分 事業費

燃 料 費 7,243,332 火葬等業務委託料 11,300,700 
光熱水費 860,784 その他の経費 456,523 

言十 19,861,339 

市営墓地清掃 岡富・西階両市営墓地の環境の維持のため、雑木の伐採及び清掃等の管理業務を行った。

委 託 事 業
3,325,303 

｜委 託 料｜ 3,325,303 I 

(5) 下水道未普及地域の生活排水の処理のため、浄化槽設置に対する補助を行った。

公害対策費 環 境 事 業 区 分 補助基本額 ~数 補助額

浄 イじ 槽 設 置
22,742,000 

5人槽 332,000 44基 14,608,000 
整 併有 事 業 7人槽 414,000 17基 7,038,000 

10人槽 548,000 2基 1,096,000 
i口h、 計 63基 22,742,000 

市内における水質等の環境項目を測定することで、現状を把握し、環境保全を推進した。

区 分 調査対象 事業費

河川｜、海域、都市排水等水質 1,753,290 

調査分析事業 2,433,270 ダイオキシン類（大気、河川水） 218,400 

調査分析委託料 悪臭 315,000 

烏インフルエンザ埋却地水質 67,200 

ゴルフ場農薬 79,380 

計 2,433,270 

平成22年度までに調査したデータを報告書及びデータ集にまとめ、平成23年度には、動植物マップを完
成させ、 l日3北においても「延岡市公共工事環境配慮指針jが運用できるようにした。

自 然 環 境
290,691 

区 分 事業費 区 分 事業費

モニタリング事業 報 償 費 114,120 消耗品費 63,000 

旅 費 13,950 印刷製本費 99,621 
計 290,691 
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款・項・目 細目

(6) 
新悠久苑 ｜ 新 悠 久 苑建設事業
建設費

施策又は事業名

美しい川づくり
推進啓発事業

新悠 久苑 建設事業

決算額

3,922,500 

1,257,379,114 

-46一

事 業 内
打、．
谷 及 び 成 果

浄化槽設置世帯を訪問し、浄化槽の維持管理の啓発を行った。

地 区 ｜訪問件数｜ 事業費
旧 延 岡 市 ｜ 1,046 件｜ 1,018,500 
旧北方町｜ 1,043 件｜ 1,200,000 
旧北浦町｜ 225 件｜ 264,000 
旧北川町｜ 1,151 件｜ 1,440,000 

計 I 3,465 件 I 3,922,soo 

0経緯
建設から30年以上経過し、老朽化が進んだ「悠久苑Jに替わる新施設の建設事業は、地元の協力に
より平成20年度の事業着手以降、順調に進み、平成23年度は建築主体・設備工事並びに外構工事
等を行い、平成24年3月に竣工した。

0施設整備の基本理念「いのちの公園Jについて
故人を「送るJ儀式が心置きなく整然と行われることはもとより、いのちの杜ではさらに、恵まれた施設
環境も活かしながら、ご遺族が抱く喪失感を少しでも和らげ、命の大切さなど命に対する忽いを深め
ていただけるような空間・時間の提供を目指し、色調・照明やアート計画等の動線を考慮、した演出、
庭園・公園における四季折々に表情を変える植栽計画などにより基本理念の具体化を図った。
《アート計画について》
本市にゆかりのある芸術家の方々に「いのちJをテーマとした作品を制作、提供いただいた0

0参考～作品展示芸術家
上杉忠弘氏、黒木郁朝氏、黒木良典氏、小松孝英氏、佐藤弘徳氏、四代目相馬羊堂氏
黒木貞雄氏、三代目相馬羊堂氏、西国玄豊氏

内繰越明許費 IO名称、「いのちの杜Jについて
1s2,03s,ooo I 新施設の名称については、市民を対象に公募し、応募のあった139点の中から、有識者からなる名

称選考委員会において選考を行い、「いのちの杜Jが選定された。この結果、新施設の名称を「延岡
市斎場いのちの杜Jとした。

Olt 、のちの杜の施設概要
｛構造］鉄筋コンクリート造一部鉄骨造2階建【敷地面積】9,381rrf ［延床面積】3,370rrf 
【火葬炉］大型炉8基（人体炉7基＋胞衣炉1基） 2炉l系列バグフィノレター方式
【諸室】告別室3室収骨室3室待合ホール待合和個室l室待合洋個室4室大待合室1室
【駐車場】普通車36台パス6台
【火葬件数｝最大14件／日

0施設概要

一~ ヲテ
委託料
（内繰越明許費）
工事訪負費
（内繰越明許費）

事業費｜区分
2s,200,ooo Iその他経喪
(21,294,000)1（内繰越明許費）

1,199,433,700 I 計－
(730,744,000)1（内繰越明許費）

事一一業 費 I 
32 745,414 I 

(O)I 
1 257 379 114 I 
c1s2,03s,ooo) I 



果成び及容内業事決算額施策又は事業名目細款・項・目

いのちの社の周辺環境整備事業として、地元要望に基づ、き熊南地区避難所の整備に対する補助を行っ
た。

事業費
金I 21,400,000 

22,017,100 

分区業蚕
617,100 

事新悠久苑周辺
環境整備事業 助一計

0施設概要
【構造】木造平屋建【敷地面積］466ni
l駐車場面積】205ni

22,017,100 
熊南 地区避難所
整備事業

［延床面積）164ni

自治会や親子会等の市民団体及び資源回収業者のリサイクル活動を奨励し、ごみの資源化・減量化を推
進した。

補助額
3,921,300 
1,210,600 
5,131,900 

i助団再数
日扇葎
藻著

5,131,900 資源、再利用補助金

資源再利用奨励事業

費務総
）
掃

リ
青

41
青

g
4

、v
f

，t‘、
v
f

費掃

剖
川

ごみの減量とリサイクルの推進を図るために、ごみ講座の実施や生ごみ処理容器機器購入補助、また、各
地区と連携したごみステーション管理等の取り組みを実施した。

区分
報酬

報償費

旅費

啓発等実績
ごみ減量説明会及び指導員講習会等を23回（ 1,797人）実施

ごみ減量功労者の表彰（ 4団体、 2個人）

夏休みこどもごみ体験ツアーの実施（小学校5・6年生対象）
地区別ごみカレンダーの作成

委託料内訳
区 分

点 字 ご み 啓 発 資料作成委託
不法投棄等監視警備業務委託

11｝業費｜区分

3,360,575 I使用料及び賃借事

161,625 I補助金

3,938,110 I 計

費
一
費
一
料

分一

区一一一一一一

事業主主
105,610 

3,832,500 
3,938,110 

i助額
368,500 

19,266,800 
542,000 

5,760 
20,183,060 

28,416,530 
クリーンリサイクル
タウン事業

守

t4
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款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷B手？・ 及 び 成 果

ベットボ、トルやプラスチック製容器包装のリサイクルのために選別・圧縮・梱包の中間処理を委託した。

｜ペットボトル等中間処理委託料｜ 11.a20,ooo I 
ペットボトル等中間処理

71,820,000 
委 託 事 業 出荷量（t)

r-;,. 。
ツ ト ボ ト ノレ 出 荷 量｜

プフスチック製容器包装出荷量｜

ごみ処理有料化に伴う、指定ごみ袋の作製及びその在庫管理等の委託事業等を実施した。

ごみ処理有料化事業 区 分 事 業 費 区 分 事 業 費

委 託 料 53,925,289 役 務 費 1,193,180 

需 用 費 289,537 使用料及び賃借料 10,500 

ごみ処理有料化事業 55,418,506 
言十 55,418,506 

委託料内訳

指定ごみ袋作製委託（ 5,515,000 枚作製） 32,759,999 

指定ごみ袋在庫管理及び配送業務委託（ 23,391箱配送） 7,199,370 

指定ごみ袋手数料収納業務委託（指定ごみ袋取扱店216店舗） 13,965,920 

計 53,925,289 

清掃工場周辺地域の環境整備として、平成18～28年度の11ヶ年の事業期間で、長浜地区の下水路につ

清掃工 場周辺地域
いてコンクリート蓋設置による改良工事を実施し、地区住民の生活環境の改善を図った。事業進捗率は整

環境整備事業
都市下水路蓋設置事業 938,700 備済延長ベースで26%である。

｜ 工 事 請 負 費 ｜ 93a,100 I ｜全体延長 407mj整備済延長 107mj

平成18～28年度の11ヶ年の事業期間で、清掃工場周辺地域の環境整備を行っている。平成23年度は地
元主体の放送設備設置費用の助成を行った。また地区内の市道舗装工事を実施し、地区住民の生活環
境の改善を図った。事業進捗率は事業費ベースで77%である。

工場周辺地 区内
5,700,307 区 分 事業費 区 分 事業費 ｜購入面積＜nDI 

内繰越明許費 委 託 料 47,250 公有財産購入費 1,938,147 153n1 
環境整備事業

500,000 （内繰越明許費） (0) （内繰越明許費） (0) 長浜13号線

工事請負費 1,214,910 補 助 金 2,500,000 拡幅・離合スペース

（内繰越明許費） (500,000) （内繰越明許費） (0) 

計 5,700,307 

（内繰越明許費） (500,000) 



款・項・目 t調 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 化Hでr・ 及 び 成 呆

清掃工場周辺地域の環境整備として、平成21～24年度の4ヵ年の事業期間で本年度は用地の確保と敷
地のよう壁工事及び造成工事を実施し、生活環境の改善を図った。事業進捗率は事業費ベースで67%で
ある。

長浜地区多目的広場
整 併有 事 業

19,791,554 区 分 事業費 区 分 事業費 ｜整備面積Crri)I
工事請負費 2,071,000 公有財産購入費 16,746,854 2,804rd 

委 託 料 168,000 補 償 金 805,700 

計 19,791,554 

清掃工場周辺地域の環境整備として、平成22～24年度の3ヶ年の事業期間で本年度は側溝整備109m及
び擁壁設置工事を実施し、通行の利便性の向上を図った。事業進捗率は事業費ベースで76%である。

長浜 11号線外 1路線
7,182,202 区 分 事業費 区 分 事業費 ｜購入面積＜rri) I 

道路改良事業
役 務 費 42,000 使用料及び賃借料 126,000 455rd 

委 託 料 262,500 公有財産購入費 6,751,702 長浜11号線

計 7,182,202 拡幅・離合スペース

清掃工場周辺地域の環境整備として、平成22～23年度の2ヶ年の事業期間で、本年度は舗装177rd及び
側溝延長80mの布設工事を実施し、通行の利便性を図った。事業進捗率は100%である。

緑ケ丘方財線改良事業
12,266,000 

内繰越明許費 区 分 事業費 レオナ工場北門付近

4,746,000 工事請負費 12,266,000 

（内繰越明許費） (4,746,000) 

(2) 燃やすごみ、燃やさないごみ、粗大ごみ等の収集・運搬を委託した。
塵 芥処理費 塵芥 処理管理経費

｜塵芥収集運搬委託料｜ 278,2仏 650I 
塵芥収集運搬

278,263,650 
委 託 事 業 収集量（t)

燃やすごみ 24,165燃やさないごみ 1,587 

粗 大
、＿.. 

み 123 言十 25,875 I 、ーー

-49一



款・項・目 手間 目 施策又は 事業名 決算額

資源品収集運搬

委 託 事 業
13,400,000 

塵芥収集事業

塵芥収集車購入事業 5,597,340 

(3) 

清掃工場 清 掃 工場管理経費
戸民盟E 理 費

焼却灰（主灰・飛灰）の 82,259,563 
処理委託事業

清掃 工場 運転管理
177 ,030,000 

委 託 事 業

nU 
FO 

事 業 内 ，件t『:- 及 び 成 呆

北方町、北浦町、北川町地域自治区の資源物の収集・運搬を委託した。なお北浦町地域自治区につい
ては資源品の運搬のみを委託した。

資源品収集運搬委託料 13,400,000 

内
訳｜北方町北川町地域自治区分 11,025,000 

北浦町地域自治区分 2,375,000 

収集量（t)

古 紙 古 布 251 び ん 缶｜
ベットボトル・プフスチック製容器包装 46 計

車両の老朽化に伴い、故障などにより収集作業に支障が出る可能性があるため、計画に基づき買い替え
を行った。（平成23年度購入台数ダンプ車1台、連絡車1台）

区 分 事業費

自 動 車 R詩 入 費 5,566,420 

手 数 料 10,920 

自 動 車 重 量 税 20,000 

計 5,597,340 平成23年度末車両保有台数 18台

埋立容量が少なくなった川島埋立場の延命化を図るとともに、併せて、循環型社会形成構築のため、焼
却灰（主灰・飛灰）をセメント原料化として資源化することで、環境への負荷軽減を図った。

l一般廃棄物処理委託料｜ s2,259,563 J 

焼却灰処理量（t)

年 度 飛 灰 主 灰 計

18～20 。 7,198.5 7,198.5 

21 481.1 1,422.1 1,903.2 
22 524.2 1,995.9 2,520.1 
23 486.8 1,982.1 2,468.9 

清掃工場の運転管理業務（工場運転、保全、受入れ監視等）を民間に委託することによって、経費の削
減、効率的な施設の維持管理及びごみの適正処理を図った。

｜運転管理委託料I111 ,030,000 I 



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 化げてr， 及 び 成 果

清掃工場施設改造事業
清掃工場の計量所において、ごみ搬入車両が誤進入して適正な計量ができない状態となることを防止す

施設整備事業
（計量機誤進入防止 7,249,000 

るため、遮断機を設置することにより、円滑かつ適正なこ、み処理手数料が徴収で、きるように改善を図った。

装置設置工事）
｜工 事 誇 負 費i1,249,ooo I 

(4) 粗大ごみ処理施設において老朽化の著しい設備のうち、受入供給コンベアについて、本体、減速機及び
組大ごみ処理 施設整備事業 ホッパーシュートの更新を実施し、故障、不具合による処理停滞を防ぎ、市民生活に支障を来さないように

施 設管理費
組大 ごみ 処理施設

38,271,000 した。

整 備 事 業
内繰越明許費

4,398,000 区 分 事業費

工 事 請 負 費 38,271,000 

（内繰越明許費） (4,398,000) 

(5) 
埋立場内の表面水の排水機能回復を図り、覆土表面の仕上面の侵食防止等を向上させる目的で、日音渠

塵 芥埋立場 施設整備事業
排水管延長790mの敷設工事を実施した。

J 11 島 埋 立 場
管理費

改 良 事 業
3,971,000 ｜工 事 請 負 費｜ 3,911,000 I 暗渠排水管 φlOOmm L=451m 

φ150mm L= 194m 

φ200mm L = 145m 

(6) 
し尿の収集・運搬を委託し、適正な処理を実施した。

し尿処理費 し尿処理管理経費 ｜し尿収集委託料｜ 1e,3s1,soo I 
し尿収集委託事業 76,387,500 

象 世 帯

集 4,463kl 

(7) 
びん、缶、古紙、古布のリサイクルのため、選別・圧縮・梱包の中間処理を委託した。

リサイクノレ リサイクルプラザ 理 運 営 委 託 料｜ 10.000,000 I 
プラザ管理費 管 理 経 費 リサイクルプラザ

管理 運営 委託事業
10,000,000 

処理量（t)

古紙 古布｜ 2,913 Iび ん 缶｜ 1,066 l 
雑アルミ類｜ 言十 4,121 I 
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款・項・目 ぴ細目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 成 果容 及

(8) 

新 最終処分場｜新最終処分場
建設費｜建設事業

新最終処分場
建設事業

343,845,761 

内繰越明許費
182,232,473 

条件付一般競争入札（総合評価落札方式）結果により、平成23年6月の議会を経て本体造成工事、浸出
水処理施設建設工事共に契約を締結し、平成23年10月より現場工事に着工した。また、施工監理業務委
託、管理用道路のための用地測量・取得を行った。
本体造成工事については、抜開、造成（切土、盛土）、中層混合処理工等を行い、浸出水処理施設建設
工事では、メーカー工場での脱水機の製作を行った。

0事業期間（平成19～25年度）
0進捗率平成24年3月末現在 14.7%

※中層混合処理工とは、軟弱地盤にセメント等を混ぜて強度を高める地盤改良工事のこと。

区分

総合評価支援業務委託料

（内繰越明許費）

測量設計委託料
（内繰越明許費）
施工監理委託料
（内繰越明許費）

事業費｜ 区 分 ｜事業費
10,000,000 I工事請負荷 328,480,000

(o) I＜内繰越明許費）I (182,000,000) 
473,550 I公有財産購入費｜ 1,490,787 

Co) I＜内繰越明許費）｜ (0) 

1,600,000 Iその他の経費｜ 1,801,424 

(o) I （内繰越明許費）｜ (232,473) 

言十 I 343 845 761 

（内繰越明許費）I (182,232,473) 

新最終処分場取付
道路整備事業

新最終処分場取付
道路整備事業

42,742,418 

内繰越明許費

7,080,296 

新最終処分場建設に伴い、地域振興の一環及び将来の搬入道路として、市道笠下中山線と市道笠下松
瀬線を結ぶ市道岩土原線を整備するために、用地取得、道路整備工事、文化財調査（報告書作成）を
行った。

O全体工事概要（L=660mW=9.0m) O事業期間（平成21～25年度）

O進捗率平成24年3月末現在 32.1%

0平成23年度工事概要
(L=220m土工V=12,387rrf、排水工L=349m、擁壁工V=8rrf、法面工A=127ni)

区 分

賃金

（内繰越明許費）

道路整備工事費
（内繰越明許費）

公有財産購入費
（内繰越明許費）

事業費｜ 区 分
5,719,808 I補償、補填及び賠償金
(4,585,808) I ＜内繰越明許費）
23,000,000 Iその他の経費

(o)I（内繰越明許費）

8 937 959 I 計
Co) I＜内繰越明許費）

事業費

1,978,800 
(0) 

3,105,851 

(2,494,488) 

42,742,418 

(7 ,080,296) 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~才－・ 及 び 成 果

新最終処分場からの処理水が合流する伍領川は、下流部において農業用水及び簡易水道水源（伏流

新最終処分場周辺 新最終処分場周辺
水）として利用されているため、渇水！Ulと豊水期の年2回の調査を実施し、現在の水質状況の把握に努め

水質 調査事業 水質調査事業
1,024,905 た。水質についての異常は見られなかった。

｜調査分析委託料｜ 1,024,905 I 

5 高年齢者のための就業機会の確保を図り、多様な社会参加活動を支援することにより、高齢者の生きが
労働費 高年齢者労策働事能力 いの充実と福祉の増進を図った。

活用対 業 シルバ一人材
労働諸費 センタ一事業

9,500,000 員 数｜受注件数｜延就業人数｜契約金額｜補 助 金｜
(1) 477人｜ 4,371件｜ 46,282人I219,854,539 I 9,soo.ooo I 
高年齢者労働
能力活用費

(2) ボランティアコーディネーターを雇用し、市民ボランティア並びに市民活動団体と事業者、商店街、地縁組

雇 用対策費 ふるさと雇用再生 市民活動コーディネート 織等とのコーディネート役として協働事業を推進した。また、地域医療を守る活動や健康長寿のまちづくり

特別基金事業 支 援 事 業
2,440,000 等に積極的に関わり、市民活動の活性化に努めた。

｜市民活動コーディネート支援事業委託料｜ 2,440,000 I ｜雇用数｜ 1人｜

療育体制の強化によって、児童デイサービス事業のみでは対応が難しい保護者への細かな療育指導や
相談支援、兄弟児の支援などを実施することができた。また、障がい児の活動内容では、年齢別の課題に
合わせたものや、将来に向けた技能訓練も考慮しながらすすめることができた。

療育機能強化支援事業 5,158,000 
｜療育機能強化支援委託料｜ 5,15s,ooo I ｜雇用数｜ 2人｜

｜登録園児数｜ 56人（実数）｜ ｜兄弟児数｜ 10人（実数）｜

（平成24年3月末現在）

肉用牛繁殖農家の高齢化に対処する方策のlっとして、飼養管理の分業化を図るため、早期離乳キャト
早期離乳キャトノレステー

19,206,000 ルステーション実証展示を延岡農協に委託した。（実証牛81頭）
ション実証展示事業

｜実 証 展 刀可 委 託 料｜ 19,206,000 I ｜雇用数｜ 3人｜

宮崎ひとくちアワビ「浦の恵みJの餌となる海藻養殖の実証試験を延岡水産開発附に委託して行った。海

南浦地区水産物
藻養殖は、海水面の上昇や魚類・アメブラシによる食害が大きく、実用化は今のところ困難であるが、今回

プランド推進事業
13,750,000 雇用した3名は、本事業終了後、同会社に正規雇用となった。（生産量：30kg)

｜水産物プランド推進委託料｜ は150,000I ｜雇用数｜ 3人｜
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款・項ー目 先細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’'fでr・ 及 び 成 果

脱皮直後のイセエビは、高級食材として注目されていることから、脱皮イセエビを安定的に生産する実

プランドイセエピ生産
証試験及び販路開拓を（社）延岡湾栽培漁業協会に委託して取り組み、その結果、実用化の目処がつ

技術実証事業
9,138,823 いたことから事業終了後も継続して行うことが確定した。（生産量：198kg)

｜ブアンドイセエピ生産技術実証委託料｜ 9,138,823 I ｜雇用数｜ 2人｜

観光協会に委託し、専門の職員を雇用して、観光商品の企画・販売、グリーンツーリズムなどの推進を

観光客誘致推進事業 29,897,000 
行い、観光客の誘致を図った。

｜観光客誘致推進委託料｜ 29,891,000 I ｜雇用数｜ 7人｜

景気の急速な悪化により、深刻な状況にある県北地域内のものづくり企業（製造業者）を支援し、その

工業振興ビジョン具現化
振興を図った。

11,537,433 
促進体制強化事業

工業振興ビジ ョン具現化 ｜雇用数｜ 2人｜
イ足 進 体 信リ 5金 化 委 託 料

11,537,433 

市道敷内の土地について、市への移転登記未済用地の調査業務を委託した。

未登記土地調査事業
｜未登記土地調査委託料｜ 42,913,soo I ｜雇用数｜ 13人｜

42,913,500 

委託内容

未登記土地調査業務委託外2件 42,913,500 

「リバーパル五ヶ瀬JII Jを中心に、周辺流域などの豊かな自然環境や施設等を活用して、地域と連携し
ながら、様々なイベントや体験学習・環境教育などを実施した。

｜地 域 資 源 活 用 委 託 料｜ 8,040,000 I ｜雇用数｜ 2人｜
地域資源を活かした
体験学習・環境教育 8,040,000 

区 分 活動回数 参加者
事 業

東 海 さ る く l回 500人

友内川環境教育 3回 75人
家田・ ）, ，坂湿原環境教育 l回 50人

カヌースクール開催 7回 250人



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’'ft: 及 び 成 果

廃線となった高千穂鉄道跡地の線路敷のうち、住宅地や農地等に隣接する箇所の草刈りを行い、沿線

旧高千穂鉄道線路敷
1,832,000 

地域の環境保全を図った。
緊急雇用創出事業 環境整備事業
臨時特例基金事業 ｜旧高千穂鉄道線路敷環境整備事業委託料｜ 1,s32,ooo I ｜雇用数｜ 5人｜

一一
市民課における高齢者・障がい者等への窓口案内、申請書記載指導等のためにフロアマネージャー

市民窓口 案内事業 1,654,872 
を配置し、窓口の利便性の向上を図った。

｜賃金（社会保険料含む）｜ 1,654,s12 I ｜雇用数｜ 2人｜

市内の保育園等と連携をとりながら、定期的に園を巡回し、障がいがあると思われる幼児等の実態の把
握を行った。また、当該幼児等の台帳を作成し、療育等の支援が必要と判断された場合は専門機関
（相談支援事業所等）への繋ぎ、を行った。

障がい児 療育連携

官1日強 イ包 事 業
3,955,750 区 分 事業費

賃 金 （ 社 会 保険料含む） 3,399,385 

そ の 他 の 経 費 556,365 

計 3,955,750 

精神科病院に入院中の精神障がし、者等に対し、地域における宿泊の場を提供し、自活能力を高める
支援を行った。また、在宅で生活する精神障がし、者に日中活動の場を提供し、在宅生活を営む上での
相談支援を行った。

精神障がい者
12,810,000 

地 域 生 活 体験事業 ｜精神障がい者地域生活体験事業委託料｜ 12,s10,ooo I ｜雇用数｜ 5人｜

く利用実績＞

｜サロン（日中活動の場）利用延人数I1,25s人｜ ｜宿泊者利用日数｜ 函 l

相談支援の充実強化を目的として、支援を必要とする地域の障がい者の情報収集を行った。民生委員
や家族等から、地域で孤立している引きこもりや近隣への迷惑行為などの困難事例のデータを収集

障がい者 相談支援 し、相談支援につないだ。また、引きこもり予防を含めた、日常の居場所づくりとしてのサロン運営を強

5虫 イじ 事 業
7,710,000 化し、延1,656名が利用した。

｜障がい者相談支援強化事業委託料｜ 1,110,000 I ｜雇用数｜ 5人｜
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款・項・目 *.jH 目 施策又は事業名 決算額

特定 健 診対象者
10,387,670 

訪 問 事 業

林道維持管理事業 15,946,000 

道路協 働活動
コーディネート事業

3,192,164 

公園等環境整備事業 14,471,727 

学習活動支援事業 7,876,047 

にU
F円U

事 業 内 ~ Hで’ 及 び 成 果

特定健診対象者に対し、家庭訪問や電話等による受診勧奨、アンケート調査を実施し、受診率の向上
を図った。［22年度受診率26.3%→23年度受診率29.5%（見込み）］

区 分 事業費 ｜雇用数｜ 9人｜
賃金（社会保険料含む） 8,905,679 

そ の 他 の 経 費 1,481,991 ｜区分｜件 数｜

計 10,387,670 ｜家庭訪問I33,551件｜

林道通行の安全確保を図るため、草刈り、支障木伐採撤去、及ひ’側溝清掃を行った。

｜施 設 管 理 委 託 料｜ 15,946,ooo I ｜雇用数｜ 21人｜

市内各地区の区長等へ市民協働事業の説明や取組みへの助言など、の啓発活動を行った。

区 分 事業費 ｜雇用数｜ 5人｜
賃 金 （ 社 会 保険料含む） 2,537,272 

そ の ｛也 の 経 費 654,892 

計 3, 192, 164 

ー一一

延岡植物園及び西階公園を中心に、除草や雑木の伐採等を行い、憩いの空間としての快適な公園環
境づくりを図った。

区 分 事業費 ｜雇用数｜ 18人｜
賃 金 （ 社 会 保険料含む） 11,861,179 

そ の 他 の 経 費 2,610,548 

計 14,471,727 

市内6小学校、 l中学校（岡富小、東海小、南小、南方小、延岡小、緑ケ丘小、岡宮中）に学習支援員を
配置し、学校における学習活動の支援を行った。

区 分 事業費 ｜雇用数｜ 11人｜

賃 金 （ 社 会 保険料含む） 7,870,586 

そ の 他 の 経 費 5,461 

計 7,876,047 



款・項・目 弁明 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~『・ 及 ぴ 成 果

学校教育課に就学支援員を1名配置し、施設等の訪問により、支援を必要とする児童、生徒の実態把
握及び関係機関との連携による就学支援を行った。

就学支援連携
1,565,908 区 分 事業費 ｜雇用数｜ 2人｜

強 イじ 事 業
賃 金 （ 社 会 保険料含む） 1,550,524 

そ の 他 の 経 費 15,384 

言十 1,565,908 

ふるさと雇用再生特別基金事業及び緊急雇用創出事業臨時特例基金事業に関わる全体の事務調整

市町村 事務費 1,937,754 
を行った。

｜賃金（社会保 険料含む）｜ 1,937,754 I ｜雇用数｜ l人｜

障がい者の利用施設である地域活動支援センターの運営安定のために、指導員等の人材育成・確保

地域活動支援センター
を行った。農業大学等での実践的な知識や技術を習得する事により農業指導員を養成し、地域活動

808,000 支援センターを利用する障がし、者に対し、農業技術の指導を行った。
農業指導員養成事業

｜地域活動支援センター農業指導員養成委託料｜ 808,000 I ｜雇用数｜ l人｜

障がい福祉分野への就業を促進するために、社会福祉士等の人材育成を行った。九州｜保健福祉大学
等が実施するピアサポーター養成事業に従事しながら、入院中又は地域で生活する障がい者を支援
し、実践的な精神保健福祉活動技術の習得を行うと共に大学での国家試験対策講座を受講した。

ピアサポータ一指導員
3,644,000 

養 成 事 業 ｜ピアサポーター指導員養成委託料｜ 3,644,ooo I ｜雇用数｜ 1人｜

｜ピアサポーター養成講座受講者数｜ 14人｜

公共工事用図面の補修作業と電子データ化を行い、事務の効率化を図った。

建 築 ． 工事図面 区 分 事業費 雇 用 数 2人

電 子 イじ 事 業
2,571,902 賃金（社会保険料含む） 2,450,102 読込図面

そ の 他 の 経 費 121,800 枚数
38,024枚

計 2,571,902 
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款・項・目 持四 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’~ ’ 及 び 成 果

第5期介護保険事業計画における延岡市内の高齢者別に家族構成・生活状況、運動・閉じこもり、転
倒予防や健康、社会参加など8項目77聞についてアンケート調査し、把握したニーズ等を計画に反映
させるための基礎資料の収集を行った。この調査は、市内全域から1,600人の高齢者を対象に調査票
を郵送にて送付した。本事業により、未回答分を訪問調査することによって、 9割を超える回収率となり、

日常生活圏域ニーズ
計画策定をより円滑に進めることができた。

1,714,405 
調査支 援事業 区 分 事業費 ｜雇用数｜ 4人｜

賃 金 （ 社 会 保険料含む） 1,593,108 

旅 費 101,720 

そ の 他 の 経 費 19,577 

計 1,714,405 

主に知的障がい者の利用する地域活動支援センターE型事業所が、より専門的に就労の支援を行う
就労継続支援B型事業所へ移行するためのノウハウの修得と移行の支援を行った。移行のために、利

障がい福祉サービス
3,843,000 

用者・家族のニーズ調査や事業所としての条件の調査等を行ったが、年度末段階では条件が整わず
新体系移行支援事業 将来の移行を目指している。

｜障がい福祉サービス新体系移行支援委託料｜ 3,843,ooo I ｜雇用数｜ l人｜

主に精神障がい者の利用する地域活動支援センターE型事業所が、より専門的に就労の支援を行う

精神障がい者就労支援
就労継続支援B型事業所へ移行するためのノウハウの修得と移行の支援を行った。平成24年4月に

機能強化事業
3,843,000 は、就労継続支援B型事業所へ移行した。

｜精神障がい者就労支援機能強化事業委託料｜ 3,843,ooo I ｜雇用数｜ 1人｜

生活介護を通じた介護や看護を行いながら、障がい福祉サービスの利用状況及び意向等のアンケート

重度心身障がい者支援
を実施し重度心身障がい者のニーズ把握を行うとともに、居住地が遠距離にある重度障がい者へも通

機能強化事業
5,192,000 所サービスの送迎を行い、地域活動の場を広げた。

｜重度心身障がい者支援機能強化事業委託料｜ 5,192,000 I ｜雇用数｜ 2人｜

障がい福祉分野への就業を促進し、作業療法士や社会福祉士等専門職の人材育成及び確保を目的

障がい児療育専門
として、九州保健福祉大学での専門研修や児童デイサービス事業所等の療育現場での実践的な療育

指導員養成事業
5,233,000 技術修得を行った。雇用した2名は、研修後、年度末に作業療法士の資格を取得した。

｜障がい児療育専門指導員養成委託料｜ 5,233,ooo I ｜雇用数｜ 2人｜



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 dげtヲf" 及 び 成 果

障がし、福祉サービスの必要性を明らかにするための障がい者の心身の状態を総合的にあらわす障が
い程度区分の認定調査を、施設や在宅において行いながら、障がい者の状態の把握に努め、認定調
査項目の調査研究を行った。

障がい程度区分認定
調査充実 強化事業

1,724,258 区 分 事業費 ｜雇用数｜ l人｜
賃 金 （ 社 会 保険料含む） 1,666,123 

そ の 他 の 経 費 58,135 

計 1, 724,258 

子どもの健やかな成長を支援するために、乳幼児健診未受診者のフォローと任意予防接種に対する
相談及び被接種者管理を行った。

区 分 事業費 ｜雇用数｜ 2人｜
子どもの健やか 2,528,057 賃金（社会保険料含む） 2,033,557 
成長支援事業 そ の 他 の 経 費 494,500 区 分 件 数

計 2,528,057 未受診勧奨 335件

任意予防接種
14,356件

データ入力管理

健康長寿のまちづくりの3本柱の一つである「食事Jについて、他の関係機関との調整を図りながら、健
康学習会への講師の派遣や食育啓発活動を行った。

健康づくりにかかる
区 分 事業費 ｜雇用数｜ 3人｜

食育推進事業
2,159,325 賃金（社会保険料含む） 2,040,167 

そ の 他 の 経 費 119,158 保育所・ 回数 参加者

計 2,159,325 小学校等
49回 1,134人学習会

一一
延岡市夜間急病センターの診療時間の拡大に伴う、診療時間中の安全対策等として施設の警備と案

夜間急病センタ一安定 内業務を委託した。

運営推 進事業
2,940,000 

｜警 備 業 務 委 託 2,940,000 1 ｜雇用数｜ 2人｜
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿町、 及 び 成 果

市民運動の事務的業務（行動計画やアンケートの取りまとめ等）、煩雑な事務処理の補助業務を行つ
た。

健康長寿市民運動
2,150,894 区 分 事業費 ｜雇用数｜ l人｜

推進支援事業 賃 金（社会保険料含む） 1,508,894 

そ の イ也 の 経 費 642,000 

計 2,150,894 

市有林をGPS機器により測量し、地形図に測点を落として境界の電子データ化を図った。また、市有

市有林台帳整備事業 8,510,000 
林の過去の施業履歴等の整理を行い、県が所管する森林簿のデータの精度向上を図った。

｜市有林台帳整備委託料｜ s,510,000 I ｜雇用数｜ 5人｜

平成24年度から始まる森林経営計画制度が円滑に実施できるよう、間伐の必要な山林の所有者を訪

搬出間伐推進事業 3,349,500 
問し、間伐の意向調査や搬出間伐の普及、推進を図った。

｜問 伐 推 進 委 託 料｜ 3,349,500 I ｜雇用数｜ 2人｜

農業用施設（農道・橋梁・農村公園・用水路・排水路・頭首工等）の資料（図面、写真）を全庁舎（本庁、

農業用施設電子化事業 9,639,000 
各総合支所）で閲覧できるように、紙の資料を電子化した。

｜農業用施設台帳電子化委託料｜ 9,639,ooo I ｜雇用数｜ 6人｜

延岡湾におけるクルマエビ養殖の実証試験を、延岡市漁業協同組合に委託して取り組み、養殖技術

延岡湾クルマエビ養殖
については結果を残せたが、顧客先等の確保など課題もあることから、平成24年度についても、引き続

実 言正 事 業
11,641,698 き実証試験事業を実施している。（生産量：486kg)

｜ ク ル マ エ ピ 養 殖実証委託料｜ 11,641,698 I ｜雇用数｜ 2人｜

中心 市 街 地商店街
延岡商工会議所に委託し、空き店舗やチャレンジショップへの出店者募集や、七夕まつりやみなまつり

エリアマネージャー 3,859,000 
等のイベントのマネージメントを行う人材を雇用することで、中心市街地の商業の活性化を図った。

雇 用 事 業
｜エリアマネージャ ー雇用委託料｜ 3,859,ooo I ｜雇用数｜ l人｜



款・項・目 持四 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿Hヲ 及 び 成 果

須美江家族旅行村管理協会に委託し、須美江やその周辺地域の素材を活かした特産品及び新メ

須美江 特産品
3,099,000 

ニューの開発（計30品）を行い、須美江地域の活性化を図った。
開 発 事 業

｜須美江特産品開発事業委託料｜ 3,099,ooo 1 ｜雇用数｜ l人｜

観光レジャー施設「ETOランド速日の峰」において、景観美化、安全確保のため、圏内通路や施設周
ETOラン ド施設内

3,460,000 辺道路、施設内の草刈を行った。
維持管理事業

IETOフンド施設丙維持管理委託料｜ 3,460,000 I ｜雇用数｜ 9人｜

平成23年3月末の延岡地域職業訓練センター廃止に伴い、国から無償で譲受け、当該施設を「延岡市
職業訓練支援センターJとして在職者・求職者の職業訓練等に有効活用することとし、その利用促進を
図った。

延岡市職業訓練支援
l人｜センター利用促進事業

3,355,961 区 分 事業資 ｜雇用数｜
賃金（社会保険 料 含 む ） 2,419,038 
そ の 他 の 経 !J~ 936,923 

計 3,355,961 

現在土木課で運用中の道路台帳システムへ過年度施工の路線データを入力し、事務の効率化を図っ
た。

2人｜
． 

区 分 事業費 ｜雇用数｜

道路管理デ ー タ 賃金（社会保険料含む） 1,376,289 

作 成 事 業
2,232,039 シ ス ア ム 開 発 委 託 料 855,750 

計 2,232,039 

委託内容
路線情報管理システム機能更新業務委託 855,750 

市道の側溝清掃や草刈・伐木を行うことにより、観光地へのアクセス確保と災害時の被害軽減を図っ
た。

｜市 道 維 持 管 理 委 託 料｜ 20,361,000 I ｜雇用数｜ 23人｜
一一 オヒ 管 内一 20,361,000 
市道 維持 管理事業 委託内容

北方町管内市道維持管理業務委託（雇用人数 7人） 7,887,000 

北浦町管内市道維持管理業務委託（雇用人数 5人） 4,200,000 

北川町管内市道維持管理業務委託（雇用人数 11人） 8,274,000 

氏
U
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款・項・目 *-OJ 目 施策又は事 業 名 決算額 事 業 内 廿，....，・ 及 び 成 呆

北方インター公園周辺の雑木伐採や除草を行い、憩いの場としての環境美化を図った。

北方インター公園
5,176,000 

維持管理 事業 ｜施 設 会局湾 理 委 託 料｜ s,116,000 I ｜雇用数｜ 5人｜

指定文化財（史跡）等において伐採・除草（45箇所）、標柱設置（19箇所）等を行い、環境整備を図つ
た。

指定文化財等 区 分 事業費 ｜雇用数｜ 4人｜
環境整備事業

6,848,061 
賃金（社会保険料含む） 4,148,061 

そ の 他 の 経 費 2,700,000 

言十 6,848,061 

災害時要援護者の登録を促進するため、民生委員などに依頼し未登録該当者の確認作業を行ったほ
か、民生委員不在地区の該当者に訪問活動を行い登録拡大に努めた。またあわせて、すでに登録を
行っている要援護者の情報の整理を行ったほか、支援者に支援の確認、等を行った。

災害時要援 護者 2,406,534 
登録拡大事業 災害時要援護者登録者数（高齢者） ｜雇用数｜ 3人｜

平成23年3月31日現在 538人

平成24年3月31日現在 591人

須美江家族旅行村管理協会に委託し、須美江ならではの特産品の開発を行い、須美江はもとより、周

須美江特産品
辺地域と連携した特産品を揃えた販売所を設置し、販売促進を行うとともに、地域の食観光を推進し、

2,983,362 日豊海岸地域の交流人口の増加による活性化を図った。
販売促進事業

｜須美江特産品販売促進事業委託料｜ 2,983,362 I ｜雇用数｜ 2人｜

自然豊かな上鹿川地区において観光資源の魅力を高めるため、林道や鹿川渓谷遊歩道、キャンプ場

上鹿川観光地 等の草刈り、整備・点検等を行った。

維持管理事業
4,620,000 

｜上鹿川観光地維持管理委託料｜ 4,620,000 I ｜雇用数｜ 7人｜



款・項・目

6 

農林水産業費

農業費
(1) 

農業委員会費

細 目 ｜施策又は事業名

市道維持管理事業

担い手・組織
育 成 事 業農地保有合理化事業等

受託 事業

農業者年 金 事 務
受託事業

農地制度実施l
円滑 化事業

決算額 事 業 内 廿n』 及 び 成 果

市道の側溝清掃や草刈・伐木を行うことにより、観光地へのアクセス確保と災害時の被害軽減を図つ

6,503,700 ｜た。

25,000 

917,000 

｜市 道 維 持 管 理 委 託 料｜ 6,so3,100 I ｜雇用数｜ 10人｜

県農業振興公社からの委託を受け、公社が実施する農地保有合理化事業等の促進を図った。

事業内容 件数 面積

農地の貸付け l件 2,769rrl 

農地の売買 l件 6,389rrl 

農業者の老後生活の安定と福祉の向上を図るとともに、農業者（担い手）の確保に資することを目的に
農業者年金への加入促進活動、加入者に対する指導助言、年金受給のための裁定事務、受給者協
議会運営について指導を行った。

平成24年3月31日現在

区 分｜人数｜

新制度加入者｜ 38人｜

旧制度受給待機者｜ 98人｜

年金受給者｜ 465人｜

農業委員会が新しい農地制度を円滑に実施できるよう、農地の利用関係調整等の活動支援を目的
に、農地の権利移動の許可取消し等による農地のあっせん、農地基本台帳の整備、農地の有効利用
を図るための農地相談員の配置、農地の利用状況調査などの遊休農地解消に向けた活動に取り組む
とともに、農地の利用集積等に関するデー夕、資料等の整備を行った。

事業内容 件数 面積

｜農地のあっせん 7件 14,828rrf 

農地の権利移動 446{1牛 904,756rrf 

農 地 の 転 用 138イ牛 63,184rrf 

非 農 地 証 明 9件 4,620rrf 

農地基本台帳の整備 2,061 f1牛

遊休農地解消面積 981件 380,588rrf ※遊休農地全体面積 l,522,44lrrf
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款・項・目 庁担 目 施策又は事 業 名 決算額 事 業 内 ’白；；. 及 び 成 果

(2) 
国土調査法による土地1筆毎の調査で、その成果により法務局の登記簿が書き改められ、新しし、地図

農 業総務費 土地利用対策事業 が備え付けられるほか、市有地管理や道路管理など、幅広い利用が図られた。

調査地区名 面積 krrf 筆数 調査地区名 面積 knf 筆数

延 岡
) , , 原 崎 0.24 677筆

オヒ 方
尾 払 1.67 408筆

追 内 3.40 471筆 )¥ 峡 0.80 451筆

オヒ 浦
市尾内 4・5 3.30 359筆

オヒ ) , , 上赤8・ウスキ 1.62 213筆

地籍調査事業 77,750,270 市尾内 6・7 1.92 708筆 上 赤 9 1.89 69筆

計 14.84 3,356筆

区 分 補助事業 単独事業 計

保守点検委託料 。1,782,900 1,782,900 

測 量 設 計 委 託 料 61,131,000 8,400 61,139,400 

その他の経費 13,769,000 1,058,970 14,827,970 

言十 74,900,000 2,850,270 77,750,270 

ーー
F←ーーーー・

(3) 農家の高齢化、担い手不足に伴い、農作業受託能力のある地域営農集団等の育成のため、計画的な

農業振興費 担い手・組織 農業機械の導入に対して助成を行った。

育成事業

農 作 業 受 託農業用 4,000,000 
機械等導入助成事業 助成団体数 4 農業機械の内容： コンバイン l台

事 業 費 18,664,239 トラクター 2台

補 助 金 4,000,000 田植機 l台

米の生産調整が実施された転作水田等の確認、調査を行った。

生産調整推進 水稲作付面積 200,000 
対 策 事 業 確 認、 事 業 確認調査期間 延調査者数

7月～2月 111人



款・項・目 細目 施策又は事業名 決算額 事 業 内
庁ヲ

’1::1" 及 び 成 果

｛水田農業構造改革対策推進】

・地域の米の生産調整を推進するため、わら専用稲、加工用米出荷等の取り組みに対して助成を行っ
た。

一慎一数一

．一面一袋一

分
一
象
一
荷
一

一
洲
一
出
一
十

一
陥
一
米
一
昔

区
一
耕
一
河
一

ら一コ一

わ一肌一

数量

33,388rri 

957袋

補助金

47,100 

811,000 

858,100 

水田農 業構造
改革支援事業

【水田営農振興支援］

・地域振興作物（たまねぎ、オクラ、レタス、キュウリ、トマト、赤しそ、ニガウリ、モロヘイヤ、水田ごぼう）の
作付に対する種代相当額の一部助成を行った。

3,042,100 I 
区 分｜数量｜補助金

助成対象水図面積｜ lll,707rrij 811,300 

計 I------1 811,300 

【原料用麦生産振興】

・実需者と連携した焼酎原料用麦の生産者に対し助成を行った。

区 分｜数量｜補助金

麦｜数量助成｜ 74,lOOkgi 631,000 
l面積助成｜ 73,593rri I 141, 100 

計 I------I 1,312,100 

農業振興
国庫補助事業

中山間地域の集落が、集落内で締結した集落協定をもとに農地・農道・水路の持続的保全や耕作放
棄地防止活動に対し、交付金を交付することにより、集落の持つ洪水防止・水源酒養等の多面的機能
を発揮することにつながった。

区分 i事業費｜区分｜事業費

交 付 金I46,013,219 Iその他の経費｜ 508,000 
計 I46,581,279 

中山間 地域等
直接支払事業

46,581,279 

〔交付対象集落数〕

〔延岡〕 1 〔北方〕 25 〔北浦〕 8 〔北J11〕2

（その他の経費は市町村の事務費）

-65-



-66一

款・項・目 細 目 施策又は事 業 名 決算額 事 業 内 廿,..,...,.. 及 び 成 果

食育推進 計画 202,000 「延岡市食育推進計画Jに基づき関係団体との調整会議を開催し、食育・地産地消の推進を図った。
策 疋~ 事 業

農 業 振 輿
県費 補助事業 地域農業の担い手対策として、地域営農集団に対して農業機械の導入を助成することにより、受託作

業能力の維持向上と近年の農機具の大型化に対するコスト低減が図られた。
大規模担い手育成等 3,052,000 
コスト低減対策事業 助成団体数 2 農業機械の内容：

事 業 費 9,593,550 籾すり機 1台 乾燥機 2台 田植機 2台
補 助 金 3,052,000 パワーディスク l台

シカによる農作物の被害防除に効率的であるシカ侵入防止ネット等の集落単位で、の設置に対して助

鳥 獣 害 防 止
成を行った。

7,146,973 
支援対策事業 北浦町本村地区 l,850ml北浦町下塚地区①I1,s5om北川町葛葉地区｜ 700ml 

北浦町歌糸地区 2,700ml北浦町下塚地区②I5,950m 

ー一
同センターの管理運営を指定管理者に委託し、地域市民の健康増進及び憩いの場として利用された。

農業振興単独事業 舞野地区多目的研修センター利用状況

舞野地区多目的研修 利用件数｜ 716件｜ 区 分 事業費

センター管理事業
3,555,701 利用者数｜ 11,844人｜ 指 定 管 理 料 3,042,000 

分 十旦 金 8,000 
修 繕 料 505,701 

言十 3,555,701 

同センターの管理運営を同センター管理運営協議会に委託し、女性農業者をはじめ生活改善に取り
組む各グ‘ループの学習の場として利用された。

延岡市農産加工研修
延岡市農産加工研修センター利用状況

1,215,118 利用件費 206件｜ 区 分 事業費
センター管理事業 利用者 1,682人｜ 指定管理料 550,000 

土地借上料 309,000 
修 繕 料 356,118 

計 1,215,118 

延岡産米粉を利用した料理教室を開催し、米粉料理のPRを行った。（参加者：11月 41名、 3月 30名）

地域米消 費 拡 大
また、のぼりざるフェスタを活用したPR（米粉クッキーの配布、アンケートなど）を実施した。

対 策 事 業
320,000 （水田コメニケーション（田植、収穫）は天候不良のため中止。）

｜委 託 料｜ 320,000 I 



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’'ff. ・ 及 び 成 果

]A延岡が実施する、中山間地域（北浦町、北川町）の農産物を集荷し直売所に出荷する業務に対して

中山間地域農林産物
助成を行った。（集荷担当者の賃金、集荷伝票に対する一部助成。平成23年9月から実施。）

142,000 
集荷システム推進事業 延利用者数｜ 集荷 回 数 補．助金｜

58人｜北浦29回、北）111回 142,000 I 

重要病害虫（ミカンバエ）が発生しているため、防除への支援として農薬代の一部助成を行った。

重 要 病 害 虫
緊急防除事業

160,500 
｜対象農家数｜対象面積｜補助金 l

48戸 15.08ha 160,500 

平成26年度に宮崎県で開催が予定されている全国茶品評会への出品を目指して、肥料代や土壌診
断に対して助成を行うとともに、良質茶の生産振興に向けて県の推奨品種への改植支援を行った。

良 質 茶 生 産
区 分 数量等 補助金

振興対 策事業
289,000 肥料代助成 6人 65,200 

土壌診断助成 13箇所 6,800 

改 植 助 成 0.4ha 217,000 

計 289,000 

特産物づくりに向けた農産物の試験栽培への取組みゃ、良好な土づくりのための土壌診断に対して助
成を行った。

区 分 数 量 等 補助金

特産物づくり試験栽培
中玉トマト 4戸、 19.3a

助 成 事 業
719,250 

試験栽培助成
こんにゃく芋 4戸、 lOa

709,800 
シ．ヤンホ．にんにく 9戸、 8a

朝包 3戸、 17.48a

土壌診断助成 18箇所 9,450 

計 719,250 

シカによる農作物の被害防除に効率的であるシカ侵入防止ネット等の集落単位での設置に対して助成

l韮 地 活 性 イじ
を行った。

総合対策事業
3,089,467 

北 川 町 上 赤 地 区 l,200mj北川町下塚地区 l,OOOm！北浦町土々呂地区I4,oooふl
北浦町イヤザメ地区 3,850ml北浦町末越地区 2,400ml 
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款・項・目 *.fl! 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 n’tムfヲ 及 び 成 果

(4) 同センターの管理運営を指定管理者に委託し、家畜排せっ物や食物残澄等の原料を肥料化すること

畜産業費 畜産振興管理経費 で、畜産環境改善の促進、資源の有効利用を図り、クリーンセンター焼却炉の負荷軽減にも貢献した。

｜ 指 定 管 理 料 ｜ 10,564,ooo I 

家 畜 排 池物処理 10,564,000 
－原料受入量（t)

センター管理事業 家畜排地物｜魚のあら｜食品残澄ほか｜焼酎粕｜ 計

1,400 I 8,449 

・肥料製造量及び販売量（t)

製造量｜販売量｜

2,106 I 2,096 I 

社団法人北川町畜産公社の運営に対して助成し、公社の円滑な業務の推進を図った。

｜補 助 金i丸000,000I 

畜産公社運営
事 業 区 分 実 績

補 助 事 業
3,000,000 早期離乳キャトルスァーション実証展示事業 81頭

耕作放棄地解消 ． 家 回 湿原環境整備 3ha 

繁殖雌牛買支（ 12 頭）・育成牛払下（ 3 頭） 15頭

焼 酎 来自 こE コ フ イ 一 ド 活 用
（佐藤焼酎製造場側と附延岡地区有機肥料センターとの連携）

14.5 t 

鏡山牧場の施設管理を指定管理者である社団法人北川町畜産公社に委託し、牧場の維持管理を
行った。

｜指定管理料｜ 2,000,000 I 
鏡山牧場運営事業 2,000,000 

事 業 区 分 実 績

鏡山牧場の草刈・土砂除去（市道、林道、牧道延10.5km) 3回

浄化槽管理（点検管理4回、清掃l回、法定点検1回） 通年 ’ 
牛舎、堆肥舎、給配水施設ほか施設の維持管理 通年



款・項・目 細目 果施策又は事業名 決算額 事 内
打、
廿 及 び 成

畜産物品質向上
対策事業

優秀肉用牛増頭
対策事業

55,247,500 

業

優秀繁殖素牛の導入に対して助成を行い、優秀繁殖素牛の地元保留推進を図った0

．優秀肉用牛増頭対策事業
事業区分

本原登録牛等｜農協有牛、自己資金導入牛
1白。保留牛

－宮崎牛資質向上緊急対策事業
｜ 事業区分
｜自家保留

1助金
3,185,000 
1,800,000 
4,985,000 

｜単 価｜補助頭数｜補助金｜
牛I 12,500 I 21 I 262,500 I 

また、農協を中心とした指導体制のもとで、畜産農家の経営基盤確立を目指すため、延岡農協に
50,000,000円を預託することにより、 JA延岡から畜産農家へ低利（1.5%、認定農業者は1.0%）での
貸付を行った。

区 分 種 類 ｛牛 数 貸付金残額（3/31現在）
家畜 培 殖 資 金 繁 殖 素 畜 5 688,345 

繁 殖 素ー 畜 11 9,302,317 
和牛増頭特別対策資金施設整備資金 5 16,495,000 

運 転 資 金 4 6,750,000 
言十 25 33,235,662 

畜産関係助成事業
自給飼料増産
対策事業

1,775,000 

自給飼料を増産し、生産コストを低減するため、飼料作付け面積拡大（前年度比）や飼料収集作業を
行った団体に対して補助金を交付した。

区 分
飼料用米の作付面積拡大分の借地代
稲わらローノレ調整

計

単 、助金

1,425,000 
350,000 

1,775,000 

肉用牛生産 活動
支援 事業

2,943,000 

肉用牛の生産活動基盤を確立するため、定期的農休日の確保、家畜の予防接種の充実及び各地域
の和牛部会等での飼育管理技術研修等の事業に対して補助を行った。

補助金
1 030 000 
1 460 000 
453 000 

2 943 000 
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款・項・目 岸田 目 施策又は 事 業 名 決算額 事 業 内 化Hで「・ 及 び 成 果

口蹄疫ウイルスの侵入防止のため、農家に消毒剤（消石灰等）を配布し、防疫強化を図った。

元気のペおか復活
元気のベおか復活

区 分 数 量 事 業 費 備 考

対策事業 3,996,880 消 石 灰 （ 20kg ) 3,200袋 2,032,000 5月、 2月配布
畜産農家防疫強化事業

クレンテ（lkg）ほか 940個 1,964,880 12月配布

言十 3,996,880 

口蹄疫の発生で和牛の人工授精が3ヶ月間自粛され、その影響により、子牛のセリ市に出場する頭数
が極端に少なくなる時と多い時が発生することとなった。その対応として、適齢期（雌300日、去勢290
日）前に出荷を促し、セリ市出場頭数の平準化を図った。

元気 のべ おか復活
子牛市場平準化 3,185,000 区 分 単 価 頭 数 金 額
対 策 事 業 販 売 10,000 311 3, 110,000 

自 家 保 留 5,000 15 75,000 

計 326 3,185,000 

口蹄疫や烏インフルエンザの防疫対策として、各農家が整備する自動噴霧器等の防疫機材の設置に
助成を行うことにより、防疫の徹底を図った。
（補助率：50%補助上限額：防鳥ネット 50万円、車両用消毒槽及び自動噴霧器 15万円）

自衛防疫強化支援事業 2,861,000 
区 分 設置箇所 金 額

防鳥ネット 9 1,730,000 

車両用消毒槽 150,000 

自動噴霧器 7 981,000 

計 17 2,861,000 

高病原性烏インフルエンザの県内及び市内（2件）の発生により、家畜伝染病予防法で移動制限区域

家畜伝染病鳥インフ 等が設定された。そのため、解除までの問、肉や卵などの移動が制限され、農家でのえさ代等の費用

ルエン ザ 対 策 事 業 が増えた。その期間中の経済的被害が大きく、法で手当てされない部分もあるため、業種ごとに影響額
を算定し補助を行い、事業継続の支援を行った。（補助金の算定は影響額の50%、25%)

烏インフノレエンザ被害
軽減緊急 対策事業

10,391,000 区 分 農 家数 金 額

採 g~ 鶏 1 49,000 

種 鶏 g~ 4 1,599,000 

プロイフー 13 8,743,000 

計 18 10,391,000 



款・項・目 細 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 廿Hヲ 及 び 成 果

(5) 
農業用施設（農道や水路等）の軽微な補修、及び補修のための材料の支給を行った。

農 地 費 農村環境整備
農業用施設 区 分 事 業 費 区 分 事 業 費

管理経費 維持補 修事業
2,160,369 委 託 料 232,890 原 材 料 費 216,871 

修 繕 料 1,098,677 賃 金 156,000 

機械借上料 455,931 計 2,160,369 

市街化区域内の土地改良区が行う農業用用排水路清掃について費用の一部を負担した。

農業用・用排水路 対 象 団 体 負担金

？青 掃 負 担 金
14,566,000 延岡市土地改良区 12,955,000 

岡宮土地改良区 1,611,000 

言十 14,566,000 

団体営（土地改良区等）による土地改良事業の資金借入額に対する元利償還金を補給した。

農村環境整備事業 対 象 団 体 補給金

フE 利 補 給 金
12,332,303 延岡市土地改良区 11,576,303 

北方町各地区整備組合 756,000 

計 12,332,303 債務負担行為～平成33年度

同センターの管理運営を指定管理者に委託し、地域住民の交流、生活充実の場として利用された。
東海コミュニティ

1,000,000 
センター管理事業 利 用 件 数 ｜ 1,287件｜ ｜指定管理料｜ 1,000,000 I 

延利用人数｜ 31,529人｜

県営事 業 負 担 金 6,460,000 
広域農道へつながる流通道路の整備を図るため、基幹農道整備事業（平田2期地区）について、事業
費の10%を負担金として支出した。

基幹農道整備事業 内繰越明許費
3,460,000 L=821m W=5m 平成23年度事業 L=292m（土工）

事業期間（平成19年度～平成24年度）進捗率88.1%（事業費ベース）

稲田排水路の改修事業について、事業費の25%を負担金として支出した。
県営排水対策

14,000,000 平成23年度事業 L=220m（上流箇所整備）特 別 事 業 L=l,817m 
事業期間（平成17年度～平成23年度）進捗率100%
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款・項・目 細目 び施策又は 事 業 名 決算額 事 内 げで’

’1:f" 業 成 果及

県営基幹水利施設
ストックマネシ．メント事業
（岩熊地 区）

1,500,000 

農地や施設の災害を未然に防ぎ、用水の安定供給を確保するため岩熊幹線用水路の改修事業につ
いて、事業費の15%を負担金として支出した。

平成23年度事業 L=320m（測量試験費）

事業期間（平成23年度～平成28年度）進捗率5.4%（事業費ベース）

農村基盤整備等

国庫補助事業

化
援
業

性
支
；

活
ト
ー

村
リ
金

漁
ジ
寸

山
ロ
，

農
プ
交

158,537 ,000 

内繰越明許費

63,300,000 

北川町舞見団地区のほ場整備事業を行うため、実施設計やほ場整備工事を行った。

A=9.29ha（整地工） L= 3,002.5m （用水路工） L=920.0m（排水路工）

L=998.0m（道路工）換地設計委託配水槽設置工

舞見田地区

区分

工事請負費

（内繰越明許費）

委託料

（内繰越明許費）

事業費｜区分

152,464,450 Iその他の経費

(62,850,000)i（内繰越明許費）

3,536,ooo I 計

Co) I＜内繰越明許費）

事業費

2,536,550 

(450,000) 

158,537 ,000 

(63,300,000) 

事業期間（平成21年度～平成25年度）進捗率82.2%（事業費ベース）

農村基 盤 整 備 等 ｜ 県 単 用 排水事業
県単補助事業｜（補助 金）

10,560,000 

延岡市土地改良区が行う農業用用排水路の改良工事に対して補助を行った。

稲葉崎地区外8地区 L=l,198m 

｜対象団体｜補助金｜

｜延岡市土地改良区｜ 10,560,000 I 

ふるさと農道
緊急整備事業

t 県営事業で施工中の基幹農道整備事業（平田2期地区）の一部を県単ふるさと農道緊急整備事業に
3,430,000 Iより施工した事業について、事業費の10%を負担金として支出した；

内繰越明許費‘

3,430,000 L=50m（土工） L=163m（舗装）

農村基盤整備｜市単土地改良事業
単独事業｜（補助金）

1,199,000 

延岡市土地改良区が行う国県補助対象外の用排水路の補修工事等に対して補助を行った。

｜対象団体｜補助金｜

｜延岡市土地改良区｜ 1,199,000 j 

大貫地区外4地区

・用排水路改修 L=263.5m

・制水門改修 l基



款・項・目 施策又は事業名 果細・目 決算額 事 内 ぴ 成
,,...,. 
廿 及業

農地・水・環境保全
向上活動支援事業

4,175,090 

農地・農業用施設等を地域で適切に保全してし、くことを目的に市内8活動組織に対して支援を行った。

共同活動分（ソフト事業） 活動組織の内容

｜総事業費｜ 10,921,320 I 〔延岡〕 5地区（上南方、差木野、稲葉崎、舞野、須佐）

｜市負担額｜ 2,130,330 I 〔北方〕 1地区（曽木）

〔北川〕 2地区（本村、家田・川坂）

農地・農業用施設等の長寿命化を図ることを目的に市内7活動組織に対して支援を行った。

向上活動分（ハード事業） 活動組織の内容

｜総事業費｜ 5,796,250 I 共同活動分（ソフト事業）に同じ。ただし上南方地区を除く。

｜市負担額｜ 1,444,760 I 

本村地区 農 業 用
水管移 設事業

2,545,000 
東九州自動車道の橋梁工事に伴い、国土交通省の公共補償により用水管の仮・本移設を行った。

｜ 工 事 請 負 費 ｜ 2,545,ooo I 

市単農道・施設
整備事業

16,488,000 
内繰越明許費

5,188,000 

農道補修工事や老朽化した農業用排水路の改修工事を行った。

｜区分｜事業費｜

｜工事誇負費｜ 16,488,00 
（内繰越、明許費）｜ (5,188,000 ） ｜ 

．農道補修 32m ・排水路改修 320m

協働・共汗農業用
施設整備事業

1, 700,266 

土水路や未舗装農道、老朽化した農業用施設について、市が地元や団体等に必要な原材料等を提
供し、技術支援を行いながら整備を行った。

｜ 原 ． 材 料 費 ｜ 1,100,266 I －農道舗装（敷砂利62ni、コンクリート舗装15lm)
・水路改修 60m

実施場所小川地区、小野地区、粟野名地区、稲葉崎地区、行勝地区、員の畑地区
石田地区、細見団地区、川坂地区、深瀬地区、笠下地区、上崎地区、蔵団地区

(6) 

自然休養村費｜自然休養村 E

管理 経 費 ｜ 自 然 休養村
目管理事務費 2,663,157 

自然休養村センター（北浦町清流荘）の管理運営を行い、宿泊、キャンプ及びスポーツ合宿の場とし
て利用された。

清流荘の利用状況

｜利用件数｜
｜利用者数｜ l，羽
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款・項・目 果細 目 施策又は事 業 名 決算額 事 業 内
n』

廿 成び及

2) 

林業費｜林道整備
(2) ｜国庫補助事業｜可愛岳線整備事業

林業振興費

1,600,000 

林道可愛岳線の開設工事を行った。

L=ll,200m 平成23年度事業 L=270m（測量設計）
事業期間（平成7年度～平成27年度）進捗率55%

｜委 料i 1,600,000 l 

807,300 

5,760,000 

10,135,000 

託

須田の本線整備事業

林道須田の本線の開設工事を行った。

L=2,800m 平成23年度事業 L=210m（立木補償）
事業期間（平成18年度～平成26年度）進捗率77%

｜禰 剰 nu 
n
U
 円。

司

tnu 
no 

償

鐙・上赤線整備事業

林道鐙・上赤線の舗装工事を行った。

L=19,160m 平成23年度事業 L=351m
事業期間（昭和53年度～平成27年度）進捗率53%

｜区分｜事業 費｜
｜工事請負費｜ s,592,000 I委

区 分 ｜ 事 業 ｜ 
託料｜ 16s,ooo I 
計 I s, 160,000 I 

俵野・黒原線整備事業

l森林居 住環境
森林居住環境｜整備事業
整 備 事 業｜（下鹿川・上鹿川｜線）

林道俵野・黒原線の舗装工事を行った。

L=23,313m 平成23年度事業 L=540m
事業期間（昭和59年度～平成27年度）進捗率53%

｜ 区 分 ｜ 事業費｜
｜工事請負費｜ 9,799,ooo I委

区分｜事業費｜
託 料 ｜ 336,ooo I 
計 I 10, 13s,ooo I 

県営事業で施工している下鹿川・上鹿川｜線の開設工事について、事業費の19%を負担金として支出し

17 ,873,294 Iた。
内繰越明許費｜ L=9,500m 平成23年度事業（繰越） L= l,499.6m 

11 ,873,294 I 事業期間（平成18年度～平成27年度）進捗率44.5%



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’~ ・ 及 び 成 果

林道仏ノ越線の舗装工事を行った。

林道整備単独事業 県単林道 網 総 合
4,607,000 L=230m A=920rri W=5.5m 整備事業（舗装）

｜工事請負費｜ 4,601,000 I 

林道及び側溝に溜まった土砂の除去、軽微な林道補修、適切な林道の維持管理を行った。

林道維持補修事業 4,031,788 
区 分 事 業 費 区 分 事 業 費

修 繕 料 1,887,563 賃 金 561,300 

委 託 料 1,254,800 原 材 料 費 328,125 

計 4,031,788 

山地に起因する災害発生の恐れのある地域又は被災箇所について、人家裏山等の防災対策等を実

森林資源・生産基盤 施した。

整 備 事 業 9,500,000 小川地区・古川地区
自然災害防止治山事業 内繰越明許費 区 分 事 業 費

6,000,000 工事請負費 9,500,000 
（内繰越明許費） (6,000,000) 

山地の崩壊により、災害が発生した被災箇所の測量を行った。

県単集落防災事業 300,000 早上楠八重地区・向ノ原地区

｜委 託 料｜ 300,000 I 
ーー

木材生産量の増加及び素材生産コストの削減を図るため、高性能機械の購入に対して補助を行った。

森林整備加速化・
14,450,000 事業内容 事業費 補助金

林業再生事業 スイングヤーダ・
プロセッサ購入助成

30,345,000 14,450,000 

たけのこの生産拡大、品質向上を図るため、施肥による竹林改良（13.6ha）に係る経費の助成を行った。

特用林産物振興事業 また、椎茸及びシキミの生産コストの削減及び作業の効率化、品質向上を図るため、作業路開設（3路線
400m）、保冷庫の設置の助成を行った。

特用林産物 生 産
1,268,000 事業内容 事業費 補助金

振 興総 合対策事業 竹 林 改 良 900,000 600,000 
作業路開設 400,000 268,000 
保 冷 庫 600,000 400,000 

言十 l,900,000 1,268,000 
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松くい虫の被害を防止するため、薬剤の空中散布（150ha）、地上散布（9ha）、伐倒駆除（151ha）、樹幹注

森林適正管理事業
入（85本）を実施し、松林の保護を図った。

松くい虫薬剤防除事業 11,168,780 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

委 託 料｜ 10,298,780 需 用 費 870,000 
言十 11,168,780 

農作物に対するイノシシ等の被害を防止するために、電気防護柵の設置費を助成した。

鳥獣保護区被害 2,006,000 
防止対策事業 事業内容｜事業費 補助金｜ 事業量

電気防護柵｜ 3,032,000 2,006,000 I 28基延9,300m

森林の有する多面的機能の維持、適切な森林整備の推進を図るため、作業路の改良活動に対し交付
金を交付した。

森林整備地域
｜ 名 称 ｜交付金対象面積 l

48,167,650 作業路の改良活動 9,232.33ha 
活動支 援事業

区 分 ｜事業費 区 分 事業費
チぷ喧、． 付 金I46, 161,6so そ の 他 の 事 務 費 2,006,000 

計 48,167,650 

シカの捕獲に対し1頭当たり8,000円の補助金を交付し、農林作物等の被害軽減を図った。

特定鳥獣（シカ） 3,920,000 区 分 オス鹿 メス鹿 計
緊急捕獲 促進事業 捕獲頭数 245頭 245頭 490頭

補 助 金 1,960,000 1,960,000 3,920,000 

専用住宅における延岡産木材の利用拡大を図り、延岡産材の流通拡大と価格の安定を目指した。

のべおかの木材定援を事活か 6,000,000 
新築｜補助金｜した家づくり支 業 ｜新~I数｜ 20棟 6,000,000

林地残材の搬出を促し、バイオマス燃料として活用することで、林家所得の向上と二酸化炭素の削減

木質バイオマス供給
を目指した。

支 援 事 業
1,830,250 

支援対象搬出量｜補助金｜事務費
2,810.14 t 1,742,650 I 87,600 



款・項・目 持四 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 H’t唖t" 及 ぴ 成 果

低コストで合理的な林業専用道の開設工事を行った。

20,465,000 
林業専用道整備事業 林業専用道整備事業 内繰越明許費 岡富山 I線 L=500m 

20,465,000 可愛岳線 L=400m 

｜工事務負費｜ 20,46s,ooo I 

県営事業で施工してしも下鹿川・上鹿川線の開設工事について、事業費の10%を負担金として支出し

県営事業負担金 下 鹿 川 ・上鹿川線
た。

整 備 事 業
4,730,432 

L=9,500m 事業期間（平成18年度～平成27年度）

｜負 担 金｜ 4,730,432 I 

3) 稚魚稚員の産卵及び育成場の役割を持つ藻場の回復を図るため、藻場増殖機能とアワビ育成機能を

水産業費 水産施設整備事業
須美江地区多機能型

3,391,500 
有した多機能型の藻場礁を設置し、藻場の群落形成が図られた。

(2) 藻場礁設置 事 業
｜工事請負費｜ 3,391,soo I 魚礁設置個数：3基

水産業振興費

まき網漁業における荷捌き作業の労力軽減のため、島浦町漁協の魚函自動積上機設置事業に対し
て、補助を行った。

魚函自動積上機
31,580,000 

区 分 事 業 費
設 置 事 業 補 助 金 31,530,000 労力の軽減 7人

その他の経費 50,000 時間の短縮 4時間

計 31,580,000 

アユ資源保護のため、五ヶ瀬川｜保護水面区域（須崎橋から川｜水橋まで）における不法採捕の監視、流

水産資源対策事業
下仔魚等の調査を行った。

アユ保護水面
管 理 事 業

261,600 区 分 事 業 費 区 分 事 業 費

賃 金 257,600 需 用 費 4,000 

計 261,600 

一一ー

水産資源、の維持増殖を図るため、重要資源のアサリ、カサゴ、イセエビ、クノレマエピの放流を行った。

稚魚貝放流 事 業
稚魚貝の名称 放流量 原材料費 稚魚貝の名称 放流量 原材料費｜

749,572 ア サ リ 163kg 89,650 イセエピ 30kg 90,000 
カ サ ゴ 24,282尾 509,922 クノレマエビ 20,000尾 60,000 

計 749,572 
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款・項・目 詩咽 目 施策又は 事 業 名 決算額 事 業 内 ’~ 及 び 日比 果

海面4漁協が取り組む港内や海岸等の清掃事業に対して補助を行った。

水産業振興対策事業 区 分 補助金 区 分 補助金 《参加人数》

沿海清掃事業 393,000 延岡市漁協 172,000 北浦漁協 105,000 延岡市漁協 103人
延岡漁協 80,000 島浦町漁協 36,000 北浦漁協 40人

計 393,000 延岡漁協 96人

島浦町漁協 27人

後継者育成のための先進地視察、ブランド化の研究、技術経営改善や女性部の健康教室、漁民の森
漁、 業 後 継 者

414,000 植樹活動等に取り組んだ延岡市漁業改善研究会に対して補助を行った。
育成対 策事業

｜補 助 金｜ 414,000 I 

延岡市内4地区が行う環境・生態系保全活動事業に対して、宮崎県藻場干潟等保全地域協議会（5市
l町）に事業費の一部を負担した。

［主な取組】

環 境・ 生態系保全 2,375,000 
－土々呂地区干潟の保全（干潟耕運、竹柴設置）

活動支援事業 －島浦地区珊瑚礁の保全（保護区域の設定、浮遊堆積物の除去）

・南浦地区藻場の回復（ウニ駆除：10,000個）
－北浦地区藻場の回復（ウニ駆除：137,000個）

｜負 担 金｜ 2,375,ooo I 

水工連携機械
小型底曳網漁業の主要な漁獲物であるハモは、骨切りを行う料理人や手馴れた漁業者でなし吃捌く事

700,000 ができないため、市内の中小企業者と連携して、小型の骨切り機械の開発を行った。
開 発 事 業

｜補 助 金｜ 100,000 I 

水産物の地産・地消を促進するため、ふるさと市場の水産物直売所において、試食会等のイベントを
水産 物 地産・地消

300,000 
開催し、水産物のPRを図った。

促 進 事 業
｜委 託 料｜ 300,000 I 来場者数 3,000人（前年 1,500人）

一一

漁業経営の安定化を図ることを目的に、延岡市水産振興基金協会を通して、 3漁協に貸付を行った。

水産業 振 興 資 金
貸 付 事 業

漁業資金貸付事業 35,000,000 【延岡市水産業振興基金協会からの貸付状況】
区 分 貸付金 区 分 貸付金

延岡市漁協 22,775,000 島浦町漁協 4,919,000 
延 岡 漁、 協 7,306,000 計 35,000,000 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’'f胃f" 及 び 成 果

水産加工経営の安定化を図ることを目的に、 2団体に貸付を行った。

水産加工 経営資金
11,000,000 

区 分 貸付金

貸 イ寸 事 業 島野浦水産加工業協同組合 9,800,000 

延岡漁業協同組合 1,200,000 
言十 11,000,000 

まき網漁業経営の安定化を図ることを目的に、まき網漁業者に融資を行う2漁協に対して利子補給を
行った。

漁業経営安定化
【特別対策資金］（計算期間：1/1～12/31)

資金利子補給事業
84,673 漁協名 平均残両 利子補給率 補給金

島浦町 32,828,273 0.25% 19,914 ， 

オヒ t甫 44,134,903 0.25% 64,759 

計 -------------- 84,673 

平成16年及び19年の台風で被災した漁業者の経営安定化のため、融資を行う各漁業協同組合に対し
て利子補給を行った。

［平成16年台風分］（計算期間：1/1～12/31)
漁協名 平均残両 利子補給率 補給金

島浦町 115,952,630 0.50% 579, 760 

水産業災害対策資金 延岡市 5,700,656 0.50% 28,502 

利子補給事業
2,068,105 計 -------------- 608,262 

【平成19年台風分］（計算期間：1/1～12/31)
漁協名 平均残両 利子補給率 補給金

島浦町 24,883,561 0.63% 155,522 

北 浦 208,693,573 0.63% 1,304,321 

計 ------- 1,459,843 

平成21年の経済危機に端を発した経済対策で、漁業者の経営安定化のため、融資を行う漁業協同組
合に対して利子補給を行った。

［緊急保証分】（計算期間：1/1～12/31)

漁業緊急保証対策資金 漁協名 平均残高 利子補給率 補給金

利子補給事業
4,667,804 島浦町 539,609,313 0.25% 1,349,013 

延岡市 62,590,597 0.25% 156,473 

延 岡 34,675,342 0.25% 86,687 

オヒ 浦 1,230,262,366 0.25% 3,075,631 
計 4,667,804 
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款・項・目 持四 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’~ 及 び 成 果

(3) 
県が行う漁港修築事業に対して事業費の一部を負担した。

漁港建設費 漁港建設事業 漁港名 負担金額 内 廿,.,., 

土（内々呂漁費搭） 
2,681,400 

鯛名地区：測量・地質調査
繰28越,563,014 繰越明許 (0) 

漁港修築事業負担金 内 明許費
北（内繰浦越明漁許費港） 

15,983,764 
古浦地区：鋼構造物防蝕工・沖防波堤

1,294,400 (0) 

雨（内繰浦越明漁許費港） 
9,897,850 

浦城地区：物揚場補修(l ,294,400) 

（内繰越計明許費）
28,563,014 
(1,294,400) 

市内の各金融機関に原資を預託し協調融資を進めることで、市内の中小企業等の事業に必要な資金
7 の融資を円滑に進め、中小企業等の振興を図った。
商 工 費 中小 企業資金 中小企業等特別 750,000,000 

貸付事業 融資事業 融資件数｜ 貸付残 両｜ 預託額

商 工 費 826件｜ 2,11s,226,9oo I 1so,ooo,ooo I 
(2) ．一
商 工 振興費

中小企業特別融資制度を利用する中小企業等の保証料の一部（上限1.25%）を信用保証協会に補助

中小企業等特別融資 23,876,582 
することで、事業に必要な資金の融資を円滑にし、中小企業等の振興を図った。

保 証 料 補 助
｜補 助 金｜ 23,876,582 I 

商工組合中央金庫宮崎支店に原資を預託し協調融資を進めることで、市内の中小企業協同組合及てj’

中小企業等協同組合等
その会員の融資を円滑に進め、中小企業等の振興を図った。

貸 付 金
30,000,000 

融資件数｜貸付残 高｜ 預託額
112件｜ 2,888,060,000 I 30,000,000 I 

ー－－－・『血且一ーー

市内の各金融機関に原資を預託し協調融資を進めることで、市内の中小小売業者等の店舗の新築・

商業 環 境整備資金
改装に必要な資金等の融資を円滑に進め、中小小売業者等の振興を図った。

貸 付 金
60,000,000 

融資件数｜貸付残高｜ 預託額
13件｜ 72,409,ooo I 60,000,000 I 

商業環境整備資金融資制度を利用する中小小売業者等の保証料の一部（上限1.25%）を信用保証協

商業 環 境整備資金 327,392 
会に補助することで、事業に必要な資金の融資を円滑にし、中小小売業者等の振興を図った。

貸付金保証料補助
｜補 助 金｜ 321,392 I 



款・項・目 施策又は事業名 果細目 決算額 び 成業 内
，ー，
’t:l'" 及事

商業環境整備資金
利子補給事業

商業環境整備資金融資制度を利用した中小小売業者等のうち、中心市街地に出店している者に対し
て貸付利子の一部を補助することで、店舗の新築・改装を促し、中心市街地における中小小売業者等

525,312 Iの振興を図った。

｜件数｜補助金 ｜
I 14件I 525,372 I 

口蹄疫緊急対策
貸付利子補給事業

口蹄疫の影響を受けた市内の中小企業者の利用した、県の口蹄疫緊急対策貸付制度の利子の一部
を補助することにより、中小企業者等の口蹄疫からの復活を支えるとともに、市内経済の活性化を図つ

22 122 993 Iた。
｜件数｜補給金｜
I 111件I22, 122,993 I 

商業振興対策事業

商店 街 照明設備
電 気 料補助

2,157,072 

商店街のアーケード照明灯及び街路灯の電気料の一部（1/2以内、上限80万円）を助成し、消費者の
安全性と利便性を向上させるとともに、商店街の振興を図った。

｜区分｜件数｜補助金｜
｜アーケード照明｜ 5商店街｜ 1,450,369 I 
｜街路灯｜ 6商店街｜ 106,103 I 
｜ 計 I 2,151,012 I 

商店会連合会
育成事業

商店街の振興を図るため、市内11の商店街が加盟する延岡市商店会連合会が行う各種事業（空き店
舗調査・みなまつり等）や各種情報の発信、青年部等を通した後継者・人材の育成などの諸活動を支

1,140,000 I援した。
｜補助金I 1,140,000 I 

中 小 企 業相談所
補助金

7,323,000 

延岡商工会議所中小企業相談所が行う、中小企業者への経営相談、融資の斡旋等の事業を支援し、
中小企業の振興を図った。

｜経営改善相談等｜融資の蒋旋再荻 i掃ト助金｜
I 2,012件I 58件I 1 ,323,ooo I 

延 岡商 工会議所
運営費補助金

産業基盤の整備や地域総合開発の推進はもとより、街づくりの推進や広域連携、交流人口の拡大を進
且めることで、本市の経済振興の重要な役割を担っている延岡商工会議所の運営費を助成した。

3,420,000 

｜ 補 助 金I3,420,000 I 
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款・項・目 細 目 施策又は事 業 名 決算額 事 業 内
~ 

廿 及 び 成 果

商店街賑わいづくり
支援 事業

1,000,000 

商工会議所を通して、商店街が主体となって行うイベント等を支援することで、回遊性や賑わいの創出
を進め各商店街の活性化を図った。

． 支 援 件 数 ｜ 補 助金｜

12件I 1,000,000 I 

まちなか活性化
支援 事業

451,611 

中心市街地のコミュニティ施設等を活用した市民グループのイベント等を、商工会議所を通して支援
し、中心市街地の賑わいの創出や回遊性の向上による商業の活性化を図った。

｜支援件数｜補助金｜

I 4件I 451,611 I 

各商工会が行う経営の改善普及や地域の振興事業などを支援するため、運営費及び活動費等を補助
することにより、各地域における商工業の振興を図った。

補助金

3,728,750 

4,180,000 

2,918,400 

10,827,150 

商工会運営費補助金 10,827,150 

中心市街地活性化
促進事業

商工会議所が主体となり商店街と連携し、中心市街地の商店街が行う勉強会やイベント等へのアドバ
イザ一派遣、高校生による駅周辺商店街への出店などの事業を支援し、中心市街地の商業の活性化

1,600,000 Iを図った。

｜補助金I 1,600,000 I 

元気のべおか商品券
発行 事業

プレミアム（10%）付の元気のベおか商品券を発行するとともに、販売と連動して地域活性化イベントを
実施することで、地元消費の拡大と地域の活性化を図った。

15,000,000 

総発行冊数｜ 総発行額（円） ｜イベント販売回数｜抽選会回数｜ 補助金 ｜ 

16,800冊 I 92,400,000 I 1s回 I 1回 I 1s,ooo,ooo I 



款・項・目 *,JB 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

，、 りR延岡駅周辺整備基本計画Jの策定のため、市民の代表や有識者からなる「駅まち会議」（5回開催、
委員16名）を開催するとともに、市民との協働による計画づくりを進めるため、「駅まち市民ワークシヨツ
プJ(5回開催、延べ420名参加）を開催した。また、東西自由通路の詳細設計のために必要な駅周辺の
地質調査を行った。

中心市街地プロジェクト
推 進 事 業

19,509,327 区 分 事業費 内 訳 概 要

委 託 料 19,237,000 
14,850,000 駅まち会議・駅まち市民ワークショップ運営委託

4,387,000 延岡駅周辺整備地質調査業務委託

その他の経費 272,327 -------積算システム使用料ほか

計 19,509,327 

商店街の空き店舗への新規出店を図るため、商工会議所を通して、新規開業者等に対して家賃・店舗
改装費の一部を助成することで市内の商店街の活性化を図った。また、中心市街地の商店街にチャレ
ンジショップとして2店舗を整備し、商店街と商工会議所が主体となって国の制度事業等を活用して新
規出店者を募ることで、駅周辺商店街の活性化を図った。

－商店街空き店舗支援

空き店舗・チャレンジ
商店街名 出店数 補助金内容

ショップ 支援事業
5,181,111 幸町商店街 1 

家賃：1/2以内を6か月（上限600千円）
サンロード栄町商店会 2 

改装費：1/2以内（上限700千円）
延岡中央商店街 1 

・チャレンジショップ出店支援

商店街名 出店舗 業種

1号店 サンロード栄町商店会 ぶーたん厨房 飲食

2号店 山下新天街 栗きんとん栗九里 物販

県北9市町村が参加し、特産物の展示即売、工業技術のPRや多彩なイベントを行う「のぼりざるフェス

地場産業振興 タTogetherJの費用の一部を補助することにより、県北地区の交流推進と地場産業の振興を図った。さ

対 策事業 県北 観 光物産展 らに、 23年度は日豊経済圏交流大会物産展も同時開催し、県外からの多くの出展と合わせて、規模を
のぼりざるフェスタ 3,000,000 拡大した物産展を行った。
Together2011 

開催；日 出店 数 来場者数 補助金

10/29・30 92店 40,000人 3,000,000 

宮崎市橘通りにあるアンテナショップふるさと物産館「海幸・山幸Jにおいて、特産品の販売等を実施
ふるさと物産館

780,000 し、北浦町の地場産品・観光の振興を図った。
運 営 事 業

｜負 担 金｜ 1so,ooo I 
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款・項・目 露目 目 施策又は事 業 名 決算額 事 業 内 ’'fヲt' 及 び 成 果

北方町の地域性を活かした「干支の町フェステイノ勺レjの運営費の一部を補助し、地元で生産される新
鮮な農林産物や特産品の展示即売等により地場産物の振興に努めた。また、児童や生徒をはじめ市

干支の町フェスティバル
民の生涯学習作品展示、住民の芸能発表や演奏発表等を実施し、文化的素養の向上や賑わい創出

事 業
4,750,000 による交流人口の拡大を図った。

｜区 分｜開催日｜総事 業 費 ｜ 来 場 者 数 ｜ 補 助 金 ｜
｜第24回｜ 11/13 4,755,983 I 12,000人｜ 4,750,000 I 

古浦新港において、鮮魚・地場産品の展示即売を行う「海鮮！山鮮！きたうら市！ Jの運営費の一部を

「海鮮！山鮮！
補助し、地場産品の普及拡大を図った。

きたうら市！ J事業
1,000,000 

｜区 分｜開催日｜総事 業 費 ｜ 来 場 者 数 ｜ 補 助 金 ｜
｜第18回｜ 10/15 1,109,913 I 6,000人｜ 1,000,000 I 

北JIIの地場産品展示即売、農林水産物の品評会、地域住民の学習発表の場として昭和60年から続い
ている北川町産業祭の運営費の一部を補助した。

北川町産業祭事業 1,000,000 
｜開催日｜総事業 費 ｜ 来 場 者 数 ｜ 補 助 金 ｜

11/13 1,015,709 I 3,000人｜ 1,000,000 I 

(3) 
市内の中小企業の技術改善を奨励し、地場企業の振興を図ることを目的に、新製品・新技術の開発費
用の一部を補助した（家畜糞尿用汚泥脱水処理機の目詰まり解消方法）。

地域開発 工業振興推進事業

推 進 費 中小企 業技術 1,019,360 
｜補 助 金｜その他の経費｜ 計

改善費補助金 1,000,000 I 19,360 I 1,019,360 I 

補助対象 （有）城戸工業

ートー ーーー

延岡少年少女発明クラブ活動の活発化を図り、科学への興味を喚起するとともに、創造性豊かな児童

工 業 諸 団 体
生徒の育成を行うため、運営経費の一部を補助した。（クラブ活動期間 5月～翌年2月、毎月2回）

運 営 補 助 金
180,000 

補 助 団 体 ｜補 助 金｜
｜延岡少年少女発明クラブ｜ 1so,ooo I 

中小企業の人材育成を支援するため、中小企業大学校研修派遣受講経費の一部を補助した。

中小企業大学校 ｜補 助 金｜ 119,ooo I 
派 1百邑包 事 業

119,000 

補助対象 （株）三井 吉玉研磨技研（株） 吉玉精鍍（株） 向陽鉄工（株）
（株）共同設計 （株）カネトミ （株）池上鉄工所



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~ヨT・・ 及 び 成 果

市内企業の販路開拓・取引拡大を支援し、工業製品・技術をPRするため、県外展示会及びテクノフェ
ア出展企業の経費の一部を助成した。

布fl 助 金その他の経費｜ 言十

製造業等技術製品出展
762,791 

703,331 59,460 I 762,791 I 
助 成 事 業

補助対象 （県外出展） 延岡銭工団地（協）4社 （株）中園工業所
共同受注グルー7°NEF4社 （株）オリオン

（県内出展） 清本鍛工（株） （株）輿電舎
延岡銭工団地（協） （株）ながと

平成19年3月に策定した延岡市工業振興ビジョンの具現化を促進するため、企業連携組織等の活動
に対して支援を行った。また、市内中小企業のものづくり人材の育成を図るため、ポリテクセンター等で
実施されるものづくり研修の受講料を助成した。

工業振興 ビジョン 補 助 団 体 補助金

具現化促進 事 業
149,750 （株） 中 園 工 業 所 36,350 

司司、、、 ツ ワ /'¥ ガ ネ （株） 29,800 
（株） T A N 22,350 
（社）宮崎県工業会県北地区部会 61,250 

計 149,750 

本市工業振興ビジョンの具現イじ（中核企業と地場企業の連携強化、一次産業との連携による新事業の
創出、ものづくり人材育成の強化）を強力に推進するため、具現化を進める民間団体の活動補助を
行った。

ものづくりを基点とした
ネ市 助 団 体 補助金

（社）宮崎県工業会県北地区部会中核企業連携分科会 100,000 
「のベおか資源 j 543,000 

（社）宮崎県工業会県北地区部会一次産業連携分科会 43,000 
活 用 事 業

（社）宮崎県工業会県北地区部会人材育成分科会 100,000 
延岡精密機器設計製作有限責任事業組合 200,000 
延 岡 異 業 種 交 流 プ フ ザ 100,000 

言十 543,000 

雇用の促進を図るため、企業と求職者との個別面談形式による就職説明会を開催した。

労働者雇用推進事業 ｜事 務 費｜ 153,592 I 

夏 秋 久

雇用促進事業 753,592 開 イ桂 日 平成23年8月5日 平成23年11月21日 平成24年2月6日
場 所 延岡総合文化センター ガーデンベルズ延岡 延岡総合文化センター
参加企業 38宇土 21t土 29在
参 力日 者 175人 47人 106人
就職決定者 12人 5人 6人
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款・項・目 細目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

技能労働者の育成を図るため、延岡職業訓練協会に対して経費の一部を補助した。

職業能力開発，｜認定職 業訓練
丸00仰 01 平成23年度修了生推進事業補一 助日 金｜｜ 

｜補 助 金｜ 2,000,000 I 111;= 74人

本市への企業立地を促進し、地域経済の活性化、雇用の確保拡大等を図るため、企業立地奨励補助

企業立地推進事業｜企業立地奨励
．金を交付した。

補助事業｜
168,218,439 I 補助対象 7社 岸上務鉾（槻 （朝一山木材 センコーピシ．ネスサホ。ー卜側

側中園工業所 リンケーシ．サービス鮒 センコー情報システム鮒
双葉ホ．ピン附

企業立地推進
展開事業

本市への企業立地を促進するため、様々な情報収集から得られた人脈を活かして企業訪問を行い、
l 本市の企業立地環境・優遇措置等の紹介を行った。

1 644 278 

〔企業訪問強化事業〕 26回／ 78社

工業団地 整備事業

クレアパーク延岡工業団地第2工区の工業用水の水源開発に必要な水源調査を行った。

｜委託料I 8, 1so,ooo I 

18,902,210 Iクレアパーク延岡工業団地造成事業に係る埋蔵文化財発掘調査に関する資料整理として、土器・石器
等の復元や図化、出土遺構図の製図、写真整理、及びそれらのレイアウト作業を行い、発掘調査報告
書として製本化するための準備を整えた。

｜事務費I10,1s2,210 I 

工業団地整備事業

クレアパーク延岡｜ 168,577,974 

緑地ゾーン等整備事業｜ 内繰越明許費
32,145,000 

クレアパーク延岡工業団地第1工区に進出した企業の今後の雇用計画に対応するため、駐車場の整
備を進めた。（事業期間：平成21年度～）※平成24年度完了予定

区 分 ｜ 事業費｜区 分｜事業費

工事請負費I 83,494,ooo I補 償 金I 3,425,474 

（内繰越明許費）I(32,145,ooo)I（内繰越明許費）｜ (0) 

土地購入費I 81,658,500 I 計 I 168,577,974 

（内繰越明許費）｜ (O)I （内繰越明許費）I (32,145,ooo) 



款・項・目 細目 果施策又は事業名 決算額 成事 内業
H ヲ

4ゴ・ 及 び

メデイカルタウン
構想推進事業

メデイカルタウン
構想推進事業

メデイカルタウン医療
技術等研究支援事業

①メディカルタウン構想推進環境整備調査
メディカルタウン構想に掲げる「医療機器の研究開発の促進Jに必要な機能や施設に関する調査を

行った。

②メディカルタウン構想推進シンポジウム
メデイカルタウン構想、の取り組みを情報発信するため、主に市民を対象とした産学官連携によるシン

ポジウムを開催した。
開催日：平成24年2月4日（土）開催場所：九州保健福祉大学参加人数：約500人

③メディカルタウン構想推進アドバイザー招聴
クレアパーク延岡工業団地第2工区への速やかな企業誘致を実現するとともに、地場企業の医療関

連産業への参入を支援するため、法令や業界の事情に精通した民間人（3名）をアドバイザーとして招
聴し、地場企業の個別相談に対応するとともに、セミナー等を開催した。招聴者数：延べ8名。

④メディカルタウン構想推進展開事業
メディカルタウン構想の推進に必要な情報を収集するため、医療機器メーカーを含む関係機関への

訪問を行った。

産学官連携による医療機器の研究開発と血液・血管に関する医療などの先端医療についての調査研
究を行うため、宮崎県との共同寄附による寄附講座「血液血管先端医療学講座Jを宮崎大学医学部に
開設した。

総事業費：7,000千円（市：3,500千円県：3,500千円）
3,500,000 I 

I 開設日：平成24年2月1日（水）

体制：専任教授l名助教1名事務補助員1名

※県立延岡病院内に県北研究拠点を設置。助教は県立延岡病院に常駐。専任教授は週2回程度勤
務するほか、企業との意見交換の都度来延。

13,726,190 

住宅リ フ ォ ー ム
商品券事業

延岡市住宅リフォーム
商品 券事業

109,599, 149 

裾野の広い住宅投資の波及効果による市内経済の活性化を図るとともに、既存住宅の居住環境の向
上による定住促進に資することを目的に、 10%割引のプレミアム付きの住宅リフォーム商品券を発行し
た。

｜区分｜事業費｜ 内 訳 ｜ 

｜補 助 金j109,333,919 Iプレミアム分 99,975,000 
｜ ｜：専王務費分 9,358,919 ｜ 

｜その他の経費｜ 26s,230 I 
｜計 I109,599,149 I 

｜取扱登録業者数｜商品券購入者数｜商品券発行枚数｜
I 450社I 1,413件I 19,995枚｜
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款・項・目 車問 目 施策又は 事 業 名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

須美江家族旅行村の管理運営を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に努めた。
(5) 

観 光 費 観光施設管理事業 施 設 名 延利用者数 ｜指定管理料｜

須 美江 家族旅行村 40,000,000 
ケビ‘ン及びアニスコート 19,364人 40,000,000 I 

管理運営事業 ピーチの森すみえ 29,311人
すみえファミリー水族館 13,801人
多 目 的 広 場 10,000人

計 72,476人

海水浴場開設期間中、須美江、熊野江、下阿蘇の地元運営委員会に委託し、安全で’快適な海水浴場
の運営を行った。

海水浴 場管理 海水浴場名 延利用者数 区 分 事業費

運 戸凸Lι 事 業
2,642,200 須美江海水浴場 65,000人 委 託 料 2,585,500 

熊野江海水浴場 12,000人 その他の経費 56,700 
下阿蘇海水浴場 60,000人 計 2,642,200 

計 137,000人

ETOランド速日の峰の管理運営を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に努めた。

ET  Oランド速日の峰 40,011,000 
管理運営事業 ｜指定管理料｜ 40,011,000 I 延 利 用 客 数 売 上 実 績

19,830人 41,163,046 

下阿蘇公園や浜緑地公園トイレ等の北浦地区の観光施設について快適性を確保するため、清掃・除
草作業を実施した。

北浦地区 観光施設
維持管 理事業

655,473 区 分 事業費 区 分 事業費

賃 金 410,400 その他の経費 57,573 

委 託 料 187,500 計 655,473 

荒平公園、こんぴら山公園、比叡山登山道の除草作業を行い、利用者の安全性を確保するとともに利
便性の向上を図った。また、比叡山トイレ、 ETOランド‘等観光施設の修繕を行った。

北方 地 区 観光施設 1,636,448 
維持管理事業 区 分 事業費 区 分 事業費

賃 金 342,000 その他の経費 331,295 
修 繕 料 963,153 言十 1,636,448 



款・項・目 津田 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~ムfヲ 及 び 成 果

祝子川温泉の管理運営を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に努めた。
祝子川温泉管理
運 営 事 業

11,165,000 
｜指定管理料｜ 11,165,ooo I ｜延利用客数売上実績

13,852人 13,907,367 

森谷観音緑地、香花谷観音滝等の観光施設について快適性を確保するため、維持管理を実施した。
また、道の駅北川はゆまの動力用変圧器の修繕等を行った。

北川地区観光施設
2,907,731 区 分 事業費 区 分 事業費

維持管理事業
賃 金 818,550 修 繕 料 1,322,450 

委 託 料 101,320 その他の経費 430,411 

補 助 金 235,000 計 2,907,731 

鹿川キャンプ場の維持管理を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に努めた。

鹿川キャンプ場管理
運 営 事 業

1,429,000 ｜指定管理料｜ 1,429,ooo I ｜延利用客数売上実績＊4月～11月

1,070人 1,302,465 

祝子川森林レクリエーション施設の維持管理を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に
祝 子 JI I 森 林 努めた。

レクリエーション施設 400,000 
管理運営事業 ｜ 指 定 管 理 料 ｜ 400,000 I ｜延利用客数売上実績

474人 645,900 

浜木綿村施設の維持管理を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に努めるとともに、観

浜木綿村管理
光客に快適な空間を提供した。

運 営 事 業
15,478,000 

｜ 指 定 管 理 料 ｜ 15,478,ooo I ｜延利用客数売上実績

96,364人 129,547,436 

ホタルの里休暇村の管理運営を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に努めた。
ホ タル の里休暇村

5,700,000 
管理運 営事業 ｜指定管理料｜ s,100,000 I ｜延利用客数売上実績

4,864人 9,007 ,698 
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款・項・目 細 目 施策又は 事 業 名 決算額 事 業 内 ~ゴヲ・ 及 び 成 果

末越レジャーパークの管理運営を指定管理者に委託し、施設の効率的・効果的な運営に努めた。

末越レジャ｝パーク
3,735,000 

管理運営事業 ｜指定管理料｜ 3,735,ooo I 延利用客数売上実績
3,500人 3,159,475 

本市の観光案内看板を充実させることで、観光の振興を図った。

市内観光案内看板修繕委託 8基

観光案内看板等
道の駅北川観光案内看板設置委託 1基 1,344,000 

2,472,750 JR延岡駅構内観光案内看板修繕委託 1基
製作委託事業

鹿川渓谷看板 製作委託 1基 189,000 
北川町俵野地区自立式標識設置工事 2基 939, 750 

計 13基 2,472,750 

城山の錘まつり、ぱんぱ太鼓講習会＆コンクール、観光宣伝隊派遣、観光パンフレット作成、城山公園

観光振興対策事業
夜桜電飾、鹿川｜キャンプ場オープン式、観光登山パンフレット作成、海聞き、東九州l伊勢えび海道、大

観光宣伝委託事業
崩山開き、御陵祭事業などの開催をはじめ、「のベおか若鮎レデ‘イJの選定・派遣等の観光宣伝業務を

12,998,000 
観光協会に委託し、効果的なPRと観光客誘致に努めた。

｜委 託 料｜ i2,99s,ooo I 

延岡観光協会の運営の一部を助成し、その円滑な運営を促進することにより、観光客の受入れ態勢の

延岡観光協会補助金 11,721,000 
充実に努めた。

｜補 助 金｜ 11,121,000 I 

延岡の春の風物詩「延岡大師祭J、夏の「まつりのベおかJ、市内各地で広域的に開催される盆踊り等
の「まつりJを助成することにより観光PRや商店街の活性化に努めた。

イベント名 総事業費 来場者数 補助金

延 岡 大 師 祭 4,558,432 180,000人 3,000,000 

まつりのベおか 18,285,178 160,000人 2,700,000 

ま つ り 等補助金 11,120,000 ふるさと夏まつり 1,080,000 15,000人 100,000 

ふれあいサマーナイト 555,352 1,000人 50,000 

北川ホタルまつり 664,747 5,000人 660,000 

北川ふるさと夏まつり 2,585,530 6,000人 1,660,000 

きたうら納涼花火大会 3,312,340 20,000人 2,950,000 

計 31,041,579 387,000人 11,120,000 

，、



款・項・目 ff.fll 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~ 及 び 成 果

北 方 町 桜の名所
桜記念館の景観向上のため記念館周辺の除草作業を行った。

づ く り 事 業
450,000 

｜賃 金｜ 4so,ooo I 

関東地区の本市高校OBの代表者等が会する場において、市長自ら本市の観光資源、と物産品を直接
PRし、首都圏からの観光客の誘致に取り組んだ。

首都圏における
244,799 

トップセールス事業 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

｜旅 費｜ 117 ,320 その他の経費 127,479 
言十 244,799 

浦城港にダイパー専用の更衣室兼休憩所を設置するとともに、プ‘ルーツーリズムや夕焼け市、延岡ダ
イピング．フェス夕、マリンクリーン事業など、海資源、を活かしたイベントに補助を行い、ダイパーをはじめ

ダイビングタウン延岡
1,300,000 

とする観光客を増加させ、地域の活性化を図った。

整 備 事 業
｜補 助 金｜ 1,300,000 I ｜浦城夕焼け市l約600

ダイビング等 2,619人

本市の恵まれた自然環境を活用した新たな分野のスポーツ育成の取り組みのーっとして、オープン
ウォータースイミング大会を実施することで、「アスリートタウンのべおかJを市内外に発信した。また、北

「北浦・島浦横断J遠泳
948,249 

浦・島浦両地域の一体感の酪成及び地域振興・観光振興を図った。
大 AココZ、 事 業

｜ 開 催 日 ｜ 総 事 業費｜参加者数｜補助金｜

6/12 1,s11,21s I 92人｜ 948,249 I 

延岡市伝統鮎ゃな憲章を遵守して、伝統鮎ゃなを架設した業者に対して補助を行い、本市の秋の風
延岡伝統鮎ゃな

20,569,000 
物詩として重要な観光資源の鮎ゃなの保存を図った。

保 存 事 業
｜補 助 金｜ 20,569,ooo I ｜来 場 者｜ 13,640人｜

延岡市内のご当地グルメと九州内のB-1グランプリ加盟団体を一堂に集め、 B級グルメの祭典rB級ご
当地グルメパラダイスinNOBEOKAJを開催した。県内外から多くの来場者があり、「延岡市の物産・

B級グノレメパラダイス
2,852,330 

延岡市の観光・延岡市の食J等、延岡市の魅力を広くPRした。

in N 0 B E 0 K A 
｜開催日｜参加者数｜補助金｜

3/3・4 25,000人｜ 2,852,330 
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款・項・目 細目 施策又は事業名

観光客誘致拡大事業

県北 9市町村神話と｜
伝説紹介冊子製作事業

観光施設整備事業｜道の駅「北浦 J施設

整備事業

(6) 

勤労青少年｜勤労青少年ホーム
ホーム費｜管理経費

勤労青少 年ホーム
管理運営事業

決算額

4,900,000 
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事 業 内
，，.ヲ
’e- 及 び 成 果

市内外で集客のための広報宣伝活動を行い、口蹄疫の影響により被害を受けた市内ホテル、旅館、飲
食店等の経営の安定を図った。

・市内に宿泊する10人以上の団体旅行を手配した圏内旅行会社等に対する補助
．宿泊者が飲食店等で利用できるクーポン券の作製
－市内のホテルや旅館への宿泊を喚起する広報活動
・貸切パスの日帰りツアーに対する補助

｜委 託 料I 4,900,000 I 

県北9市町村に存在する神話や伝説を親しみ易く、わかり易い形で紹介する漫画を作製し、県内の関
係機関に配布。宮崎県北地域の魅力に触れてもらい、また、地域に住む人々が自分の住んでいる地
域への愛着を深めるきっかけとして活用した。

日 11,110I 区 分 事 業費
｜旅 費 317,460 

3,567,000 

3,222,907 

需 用 費 3,260,250 

委 託 料 1,440,000 I ｜印刷部数｜ 23,000冊｜
ぷ口入 言十 5,017,710 

火災により一部消失した塩田資料館を復旧した。また、全焼した塩釜小屋の解体撤去を行い、観光施
．設としてのイメージアップを図った。

｜工事請負費I 3,567,ooo I 

市内の中小企業で働く青少年の健全育成と福祉の増進に資することを目的に、指導員を配置し、各種
講座・クラブ活動等を開催した。

区 分 事業費 区 分 実施回数等 延参加者数

委 託 料 2,507,000 講座の開催 8講座 延50回 455人

報 償 費 315,000 クラブ活動 3クラブ 延68回 432人

その他の経費 400,907 ホーム及び
2回 43人

計 3,222,907 友の会行事

一 般 利 用 5,206人

計 6,136人



款・項・目 細目 果施策又は事業名 決算額 事 成業
円、
’1::f" 内 及 び

業事備整帳ムロ路道
費経理管務総木土費

費

費理

務

木

管

総木
）
木

8
土

υ土
札
土

(2) 

建築指導費 ｜ 建 築指導管理経費

11,000,000 

新規市道認定路線（15路線）の道路台帳整備及び改良路線等（71路線）の道路台帳を更新した。

｜委託料I11,000,000 I 

委託内容
道路台帳修正業務委託 11,000,000 

未登記土地整理事業

住ま いの 情報提供
促進 事業

1,797,510 

2,048,696 

市道内の未登記土地の登記簿上所有権移転登記を行うための測量業務を委託した。

｜委 託 料I・ 1,797,510 I 測量業務委託 4路線 17筆

委託内容
市道南出北l号線・高野3号線・浜砂1号線・桜ケ丘通線

に係る調査、測量業務委託料 1,797,510 

住宅の建設等を検討している市民に対して、迅速かっ適切な情報の提供を行うことが重要であるた
め、住まいに関する総合的な情報を提供する場を設けて、市民の幅広いニーズに応えた。

区 分 ｜事業費｜ 内容

｜ ｜「住まいづくりin延岡J来場者数
住まいづくり協議会委託料｜ 1,631,000 I 

｜ ｜屋内外イバン卜 768人
そ の 他 の 経費｜ 417,696・ー【 l_.l.L.. I ab' I …ー【

2 048 696 

狭あい道路 拡 幅
整備事業

身近にある生活道路で、災害時の避難や、消防及び救助活動等に支障がある幅員4m未満の狭い道
路（狭あい道路）に面した敷地での建築行為に伴うセットパックの際に、土地の所有者の協力を得て行
う事業であり、平成23年度は46ヶ所、延長にして約820mの狭あい道路が改善された。

17,632,790 I I 区 分 ｜件数｜事業 3子寸｜区分｜数主

所有権移転登記委託料｜ 46件｜ 12,215, 190 I ｜寄付件数｜ 46件
後退支障物件の除却補償金｜ 30件｜ 5,411,000 I ｜寄付面積｜約486nf

計 I 11,632,190 I ｜寄付延長｜約820m

昭和56年以前に建築された木造住宅の耐震性の向上を図るため、国・県の補助制度を活用した耐震
診断・耐震改修補助を行った。また耐震診断前後の相談、説明及び普及活動等のために耐震診断ア
ドバイザーを派遣した。

木造住宅耐震 診 断 ｜ 1,582,122 
促 進 事 業｜内繰越明許費

300,000 

きロタら 断 実 施 戸 数 17戸 918,000 
改 修 実 施 戸 数 2戸 584,122 
（内繰越明許費） (1戸） (300,000) 

アドバイザー派遣人数 20人 80,000 
計 1,582,122 

内 繰 越 明 許 費 300,000) 

（補助金54,000円／戸）

（補助限度額300,000円／戸）

（委託料4,000円／人）
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款・項・目 品目 目 施策又は事 業 名 決算額 事 業 内 ~才・ 及 び 成 果

2) 道路愛護功労者の市長表彰や、広報による周知を行い、道路愛護団体の育成、拡充を図った。

道路橋梁 費 道路維持管理経費

(2) 
彰

道路維持費 ふれあいロード事業 141,370 

区 分 ｜事業費｜ 区 分 事業費｜ 区 分 ｜ 事 業 費

報 償 費｜ 129,395 Iその他の経費 11,91s I 計 141,370 

市道の草刈活動を行っている自治会に対し、側面的な援助（報償金支払）を行った。

市道草刈 奨励事業 4,617,558 
｜延団体数｜ 126件｜ ｜報 償 費｜ 4,617,558 I 

市道や里道等の簡易的な整備を行う地元の自治会等に対して、資材の支給、機械の貸出等を行った。

｜延団体数｜ 18件｜

区 分 ｜事業費｜ 区 分 事業費｜ 区 分 ｜ 事 業 費

原材料費｜ 1,009,631 Iその他の経費 893,491 I 計 7,903,128 

実施箇所一覧

団体名 種別 参加人員 団体名 種別 参加人員

1 野 地 町 里道 12人 9 大 武 1 区 里道 27人

協働・共汗道づくり事業 7,903,128 2 下 一一 輪 町 市道 9人 10 北方町北久保山区 里道 8人一
3 方財町 1 区 里道 14人 11 富美山 2 区 里道 8人

4 
稲葉崎地区

市道 18人
12 祝 子 内 区 皇道 25人

農地水環境保全会 13 松 原 山甲 区 里道 9人

5 北方町三ヶ村区 市道 7人 14 富美山 2 区 里道 14人

6 北方美々地区 市道 12人 15 弁明 見 区 皇道 24人

7 北方町上鹿川区 市道 10人 16 北方町川l水流区 里道 37人

8 
市民農園

市道 16人
17 野 回 町 里道 16人

下伊形管理組合 18 JI I 町 市道 5人

計 271人



款・項・目 細目 果施策又は事業名 決算額 事 及 成び
，，..，、
"t:l・業 内

道路維持補修事業

道路維持補修事業

市道を維持管理し、通行の安全を確保した。

｜区分｜事業費｜区分｜事業費｜区分｜事業費｜

｜工事請負費I92,4s2,soo I委 託 料I22,059,1s5 Iその他の経費｜ 目

｜需用費I31,211,14s I原材料費I 3,oos,151 I 計 I 155, 

工事内容

道路維持補修工事（北部その1）外11件
155,043,300 I委託内容

大野森木線（黒岩橋）安全管理業務委託

日の出東西15号線外側溝清掃委託外32件

棋峰橋耐力照査・対応方針検討業務委託

平原7号線外交通量調査業務委託

鹿狩瀬行牒線除草委託外48件

俵野御陵線排水ポンプ設置操作委託料

二股石上線崩土撤去委託外19件

92,452,800 

560,000 

5,449,593 

478,800 

18,480 

13,525,052 

84,000 

1,943,260 

市道整備事業

48,744,000 

内繰越明許費

22,744,000 

交通の安全と円滑化を図るために市道の整備を行った。

｜区分｜

｜工事請負費｜
（内繰越明許費）

事業費 I 
48,744,000 I 
(22,744,000)J 

工事内容

舞野行勝線外舗装補修工事外9件 48,744,000 

(3) 

道路新設｜道路整備交付金事業
改良費

交通安全施設等
整備事業（出北地区）

27,920,000 

内繰越明許費

歩道を改良し、自転車、歩行者の安全を確保した。

｜ 区 分 ｜ 事業費｜

｜工事誇負費｜ 仰 000 
（内繰越明許費）｜ (25,835,000 ） ｜ 

25,835,ooo I事業年度平成14年度～平成29年度 進捗率 71%

工事内容
出北通線交通安全施設設置工事（視線誘導表設置 L=121m)

出北通線道路改良工事（3工区）（道路改良 L=131m)

2,085,000 

25,835,000 
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款・項・目 細目 施策又は 事 業 名 果決算額 事 業 内 dτ・
’t:t 成及 び

日の出幹線
バリアフリー化事業

10,000,000 

学校指定の通学路であり、通学児童の安全を図るため道路改良工事を行った。

｜工事請負費｜ 10,000,000 I 

事業年度平成21年度～平成25年度 進捗率 44%

工事内容

日の出東西幹線道路改良工事（道路改良 L=70m) 10,000,000 

野田通線
バリアフリー化事業

15,000,000 

学校指定の通学路であり、通学児童の安全を図るため道路改良工事を行った。

｜工事請負費｜ 1s,ooo,ooo I 

事業年度平成21年度～平成25年度 進捗率 27%

工事内容

野田通線道路改良工事外2件（道路改良 L=120m) 15,000,000 

岡宮古川土地区画整理
事業地内
道路改良事業

118,200,000 

土地区画整理事業への公共施設管理者負担金

匝民主叫すま剖

小 峰 天下線
道路改 良事業

延岡インター線から市街地及び国道218号へのアクセス道路として整備を行った。

｜区分｜事業費｜区交｜事業費｜区 分｜事業費｜

｜工事請負費I12,sso,000 I委託料｜ 3,soo,ooo I 計 I 16,350,000 I 
16,350,000 

内繰越明許費｜事業年度平成13年度～平成23年度 進捗率 100%

16,350,000 I工事内容

小峰天下線道路改良工事（舗装工 L=250m)

委託内容

小峰天下線道路改良事業工事委託

（県への工事委託護岸工 L=36m)

12,850,000 

3,500,000 



款・項・目 細目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ，ーで・
4才 及 び 成 呆

道路改良工事を実施し、地域環境の改善・道路交通の安全確保と円滑化を図った。

｜区分｜事業費｜区分｜事業費｜区分｜事業費 1
｜工事請負費！日，ω 咋託料｜札717.000I 計 I 54. 756,000 I 
（内繰越明許費） (33,600,000) （内繰越明許費） (0) （内繰越明許費） (33,600,000) 

梅木大井線｜ 54, 756,000 . 
道路改良 事 業 ｜ 内繰越明許費｜事業年度平成16年度～平成24年度 進捗率 92%

33,600,000 I工事内容
梅木・大井線道路改良工事 51,039,000 

（橋梁下部工 2基橋梁上部工 L=18.2m法面工）

委託内容
梅木・大井線調査設計業務委託（地質調査 2箇所） 3,717,000 

拡幅嵩上げ改良することにより、地区住民の生活道路として安全の確保を図った。

事業百 ｜ 
39. 068 000 I 
(22,730,000)1 

家田野鶴線
道路改良事業

39,068,000 
内繰越明許費

22,730,000 

｜区分｜

｜工事請負費｜
（内繰越明許費）｜

事業年度平成21年度～平成25年度進捗率 42%
工事内容

家田野鶴線道路改良工事（擁壁工 L=44m土工） 39,068,000 

三須小野線
道路改良事業

交通の円滑化を図るため、市道整備に伴う測量設計業務を委託し、事業用地の一部を取得した。

｜ 区 分 ｜ 事業費｜ 区 分 ｜事業ヲn
｜委 託 料I 5,319,ooo I公有財産購入費I 3,937 ,s11 I 

10,so1,111 I I補償金I 1,544,300 I 計 I 10,so1,111 I 

事業年度平成20年度～平成27年度 進捗率 18%

委託内容
三須小野線地質調査業務委託 5,319,000 

笠下松瀬線
道路改良事業

10,000,000 

交通の円滑化を図るため、市道整備に伴う測量設計を行った。

｜委託料I10,000,000 I 

事業年度平成23年度～平成27年度 進捗率 4%
委託内容

笠下松瀬線測量設計調査業務委託 10,000,000 
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款・項・目 持岨 目 施策又は 事 業 名 決算額 事 業 内 廿H 『 及 び 成 果

補助事業と併せて道路改良を行い、事業の早期完成を図った。

地方 特定道路 区 分 事業費 区 分 事業費

整 備 事 業 工事請負費 78,017,000 その他の経費 2,884,000 
（内繰越明許費） (53,486,000) （内繰越明許費） (114,000) 
負 担 金 3,000,000 言十 83,901,000 
（内繰越明許費） (3,000,000) （内繰越明言午費） (56,600,000) 

路線名
事業費

事業期間 進捗率
地方特 定道路 83,901,000 （内繰越明許費）

整 備 事 業 内繰越明許費 川島須佐線
28,085,000 

平成19年度～平成27年度 24% 
56,600,000 (19,100,000) 

穂 の 内 線
7,916,000 

平成19年度～平成25年度 67% (0) 

天下 26 号線
44,900,000 

平成21年度～平成24年度 91% 
(34,500,000) 

岡 フE 線
3,000,000 

平成22年度～平成24年度 23% 
(3,000,000) 

計
83,901,000 
(56 J 600 J 000) 

市道の舗装・改良を行い、生活道の整備を図った。

道路建設関係 区 分｜事業費｜ 区 分｜事業費 区 分！事業費｜

単 独 事 業 辺地対 策事業 10,494,565 工事請負費｜ 10,385,ooo I補 償 金｜ 109,565 計 10.494,565 I 

工事内容
二股石上線舗装工事（舗装工 L=474m) 10,385,000 

転落防止柵、道路反射鏡、区画線等の整備により交通事故防止を図った。

交通安全対策 19,999,500 
｜工事請負費｜ 19,999,soo I 

特 別 交 付金事業 工事内容
大武南北1号線外交通安全施設等整備工事外6件 19,999,500 

皇道や私道の生活道路の舗装を行い、生活環境の整備を図った。

生活 道 路 整備事業 2,400,000 
｜工事請負費｜ 2,400,000 I 

工事内容
浜地区舗装工事外3件 2,400,000 



款・項・目 施策又は事業名 果細目 決算額 事 業 及 ぴ 成内
H ヲ

化 F

排水溝新設事 業 8,000,000 

市道の雨水排水対策として排水溝新設工事を実施した。

｜工事務負費｜ s,000,000 I 

工事内容

今津3号線外排水溝新設工事外3件 8,000,000 

L=219.4m （本庁＝llOm、北方＝30m、北浦＝44m、北Jll=35.4m)

126.324.317 
道路新設改良事業｜ 内繰越明言午費

16,607,000 

補助事業対象外の道路改良工事を行った。

一
費
）
一
料
）

一

費

一

費

分
一
負
許
一
許
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；
一
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越
一
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越
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一
事
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内

工
（
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委
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事業費｜ 区分

so,223,997 I公有財産購入費

06,607 ,ooo) I c内繰越明許費）

30,908,480 I補償金

(O)I（内繰越明許費）

計

（内繰越明許費）

事業費

8,876,407 

(0) 

6,315,433 
(0) 

126,324,317 

(16,607,000) 

過疎対策事業

工事内容

小原上中尾線外道路改良工事外19件

委託内容

川｜島須佐線路側構造物設計業務委託外11件

80,223,997 

30,908,480 

山間部の市道を中心に、生活道路としての安全性を確保するための整備改良を行った。

区分｜事業費｜区分｜事業費

工事請負費I29,soo,ooo I委託料｜ 2,500,000 

区分｜事業費｜

計 I 32,000,000 I 

32,000,000 I工事内容

矢ヶ内線道路改良工事外l件

（矢ケ内線 L=120m土工 1式）

（下水流上中尾線 L=85m舗装工・排水工）

委託内容

下水流上中尾線測量設計業務委託

29,500,000 

2,500,000 
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款・項・目 細目 果施策又は事業名 決算額 事 内業 容 及 成び

(4) 

橋梁維持費｜矯梁維持補修事業
橋梁維持補修事業 447,300 

老朽化した棋峰橋の耐久性向上と安全性を高めるための補修を行った。

｜需用費I 447,300 I 

修繕内容
棋峰橋橋梁補修（床板補修、ガードレール設置） 447,300 

橋梁長寿命 化 ｜ 18,028,480 

修繕計画策定事業｜ 内繰越明許費
6 000 000 

橋梁の長寿命化補修工事等を平成26年度以降に実施するにあたり、橋梁を調査し、長寿命化修繕計
画を策定した。

区分｜事業費｜区分｜事業費｜区分｜事業費I
委 託 料｜ 18,000,000 Iその他の経費｜ 28,480 I 計 ｜ 語；辰吉一一一
（内繰越明許費）｜ (6,000,000) I＜内繰越明許費）｜ (O)I＜内繰越明許費）｜ (6,000 

事業期間平成20年度～平成25年度 進捗率 76%

委託内容

延岡市橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託外2件 18,000,000 

3) 

河川費｜河川改修事業
(2) I ｜ 河 川 ｜ 管理事業

河川改修費

4,650,000 

河川の土砂堆積による氾濫を防止するための淡淡・補修工事を行った。

｜工事請負費｜ 4,6so,ooo I 

工事内容

迫内川｜外河川土砂除去工事外2件 4,650,000 

12,624,378 

臨時河川等整備事業｜ 内繰越明許費
10,649,378 

農地、宅地等への浸水を防ぐため、普通河川整備を行った。

区分 ｜事業費｜ 区分 ｜事業費
工事請負費l10,610,000 l委 託 料I 1,975,ooo 

（内繰越明許費）J(10,610,000)J（内繰越明許費）｜ (0) 

公有財産購入費｜ 39,378 I 計 I 12,624,378 
（内繰越明許費）｜ (39,378)1（内繰越明許費）Icio,649,378) 

工事内容

祝子ヶ内排水路整備工事外3件
（護岸L=50m、後諜V=452ni外）

委託内容

大内谷川測量設計業務委託（L=200m)

10,610,000 

1,975,000 



款・項・目 細目 及 果施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 び 成

五ヶ瀬川水防災対策特定河川事業（県事業）における宅地嵩上げ対象家屋の住民が居住している仮
設住宅の維持管理を行った。

区 分 事業費 区 分 事業費

工事請負費 1,235,325 委 託 料 1,303,848 

（内繰越明許費） (1,235,325) （内繰越明許費） (0 

使用料及び賃借料 2,054,790 その他の経費 1,085,094 

五ヶ瀬川水防災対策｜
5,679,057 ｜（内繰越明許費） (0) （内繰越明許費） (0) 

特定河川関連事業 内繰越明許費 計 5,679,057 

1,235,325 （内繰越明許費） (1,235,325 

工事内容

五ヶ瀬j｜｜水防災対策特定河川事業舞野町仮設住宅CATV
加入に伴うタップライン延長工事

委託内容

五ヶ瀬川水系水防災特定河川関連事業仮設住宅合併処理
施設保守点検委託外2件

1,235,325 

1,303,848 

北J，，水防災対策特定河川事業（県事業）における宅地嵩上げ対象家屋の住民が居住してしも仮設住
宅建設・維持管理を行った。

区分

工事請負費

使用料及び賃借料北 J， ， 水防災対策
特定河川関連事業

事業費｜ 区分 ｜ 

21 ,616,575 I委託料｜

2,011,215 Iその他の経費｜

｜計｜
36,387,805 
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工事内容
水防災対策特定河川関連事業仮設住宅移設工事外2件 27,616,575 

委託内容

仮設住宅浄化槽保守点検及び清掃業務委託外3件 2,156,050 

農地、宅地等への浸水を防ぐため、河川｜内の堆積土砂の除去工事を行った。

｜工事請負費｜ 10,000,000 I 

工事内容

追内川外河川土砂除去工事外2件

河川 ｜ 整備事業 10,000,000 
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款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿げで・ 及 び 成 果

(3) 
急、傾斜地崩壊危険区域に居住する住民の安全を確保するため防災施設を整備した。

砂 防 費 急傾斜地崩壊 区 分 事業費 区 分 事業費

対 策 事 業 工事請負費 12,850,000 委 託 料 2,378,000 

その他の経費 283,350 計 15,511,350 
急傾斜地崩壊

15,511,350 
対 策 事 業 工事内容

丹仙地区急傾斜地崩壊防止工事（簡易法枠工A=585rrf) 12,850,000 

委託内容

丹仙地区急傾斜地測量及び指定地編入図書作成業務 2,378,000 
委託外l件

急傾斜地崩壊危険区域に居住する住民の安全を確保するため、県が実施した防災施設の整備に対
し、事業費の一部を負担した。

県急傾斜地 崩 壊 対 策
15,987,500 

｜県急傾斜地崩壊対策事業負担金｜ 15,987,500 I 
事 業 負 担 金

実施箇所

塩浜第3地区 構口第2地区 赤水第3地区 川島第l地区

宇和路地区 土々呂第3地区 ーヶ岡第l地区 計7箇所

4) 
港湾利用の向上を図るため、県が実施した外郭施設の整備や竣機工事に対して、事業費の一部を負

港 湾 費 港湾建設事業
担した。

(2) 県 港 湾 関 係
3,839,100 ｜県港湾改修事業負担金｜ 3,839,100 I 

港湾建設費 事 業 負 担 金

実施箇所

延岡港 ｜ 熊野江港 ｜ 計 2箇所 ｜ 

ー

5) 
景観絵画コンクール作品展示会を開催し、景観に対する市民意識の啓発を図った。

都市計画 費 都 市 計画管理経費 参加者数 区 分 事業費 区 分 事業費

(1) 景観形成事業 570,656 324人 報 償 費 13,000 使用料及び賃借料 541,800 
都市計画 需 用 費 15,856 計 570,656 
総 務 費



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷，チヲ 及 び 成 果

駅前駐車場、駅東駐車場、駐輪場、駅前広場の維持管理を行い、叡周辺施設利用者の便宜を図つ
た。

区分
駐車場利用台数 収入｜駐車場使用料｜ 1,311,soo I 

延 岡 駅 周辺施設 時間貸 月極（平均）
維持管理事業

3,642,459 駅 前 13, 773台 一 支出 区 づテ 事業 Jr
駅 東 5,202台 15区画／全20区画 需 用 費 968,530 

役 務 費 68,969 
委 託 料 2,604,960 

計 3,642,459 

都市計画法に基づき、土地利用や都市施設の整備方針等を定める都市計画マスタープランを策定す

都市計画調査事業
るため、現状分析結果の解析や住民アンケート調査を実施し、構想案の作成を行った。

都市計画マスクープラン
策 足_._ 事 業

4,515,000 事業期間 平成22年度～平成24年度
事業進捗率 58.7% 

｜委 託 料｜ 4,515,ooo I 
一一一一一一 一一一

(2) 良好な住環境の整備を一体的に進めるため、家屋（移転率 35.8%）や高圧鉄塔の移転、道路や宅地整
土地区画 岡宮古川土地 地工事、家屋調査等を行った。
整 理 費 区画整理事業 （事業期間：平成16年度～平成30年度事業進捗率： 56.9%)

岡富古川土地
718,300,977 区 分 事業費 区 分 事業費

区画整理事業 内繰越明言午費 工事請負費 199, 762,600 補 償 金 505' 729' 702 
58,962,000 （内繰越明許費） (33,598,000) （内繰越明許費） (25,311,325) 

委 託 料 12,756,000 その他の経費 52,675 

（内繰越明許費） (0) （内繰越明許費） (52,675) 

計 718,300,977 

（内繰越明許費） (58,962,000) 

良好な市街地形成を図るため、県への事業負担金、区画整理組合への補助金交付を行い、富美山通
多々 良 土 地 線や区画道路の築造工事、宅地整地工事等が進められた。
区画整理事業 （事業期間：平成18年度～平成25年度事業進捗率： 57.6%)

多 々 良 土 地 78,000,000 

区画整理事業 内繰越明許費 区 分 事業費 区 分 事業費

21,000,000 負 担 金 35,000,000 補 助 金 43,000,000 

（内繰越明許費） (0) （内繰越明許費） (21,000,000) 

計 78,000,000 
（内繰越明許費） (21,000,000) 

qo 
nu 
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款・項・目 細目 果施策又は事業名 決算額 事 業 内 ，，..，，・

’t:f" 及 成び

(3) 
街路事業費｜道 路改良事業

須崎中川原通線
道路改良事業

480,616,593 

内繰越明許費
93,748,000 

市街地の交通混雑の緩和を図るため、西環状線の北部における国道10号へのアクセス道路として、平
成23年度は、県道稲葉崎平原線との交差点から市道大門柚の木回線との交差点までの道路改良工
事を行い、一部供用とした。また、JR鉄道橋の架け替えと用地取得を進め、本路線の早期完了を目指
し事業進捗を図った。

全体概要 L=440m、W=17m（車道lOm、歩道3.5mX2)
事 業 期 間 平成13年度～平成24年度
事業進捗率 76.6% 

区分

工事請負費

（内繰越明許費）

委託料

（内繰越明許費）

事業費 ｜ 区分

93,748,ooo I公 有 財 産 購 入 費

(93,748,000)1（内繰越明許費）

263,425,ooo I補償金

(O)I（内繰越明許費）

計
（内繰越明許費）
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工事内容
O道路改良工事 L=280m

委託内容
0日豊本線北延岡・延岡問橋りょう改良工事委託外1件
・既設JR鉄道橋架替工事外

0道路照明施設設計業務委託
公有財産購入

0土地購入費 A=658.4rrl
補償内容

0支障物移設（電柱、電線）

93,748,000 

261,688,000 

1,737,000 

123,237 ,822 

205,771 

愛宕通線（別府工区）
道路改良事業

西環状線の南部における、国道10号へのアクセス道路として整備を検討するため、都市計画協議資料
aの作成を行った。

4,830,000 I 

｜ 委託料I 4,830,000 I 

(5) 
公 園 費｜都市公園管理経費

公園等維持管理事業 68,920,351 

都市公園や緑地、街路樹等の除草や努定・伐採を行ったり、公園施設の清掃及び点検・修理を行い、
安全で快適な憩いの場の提供を図った。

事業名 ｜事業費｜ 事業名

公園等維持管理事業｜ 51,033,299 I街路樹等高木努定伐採事業

公園遊具修繕事業｜ 8,493,378 I北方インタ一公園

城山公園駐車場｜ 91維持管理事業
I 1,412, 施設維持管理事業｜

事業費

6,999,780 

981,435 

68,920,351 



款・項・目 細目

公園整備
国庫補助事業

公園整備単独事業

施策又は事業名

都市公園台帳整備事業

妙回公園整備事業

公園等施設整備事業

決算額

2,835,000 

10,200,000 

11,430,800 

事 業 内 容 及 び 成 果

都市公園法第17条により、市内にある都市公園(109公園）につ．いては、都市公園台帳を整備し、保管
することが義務付けられている。これらの都市公園台帳は、ほとんどが紙等の印刷物で管理されている
ことから、特に市民の利用度が高い公園について、電子データによるコンピュータシステムでの管理へ
と移行し、維持管理作業等の効率化を図った。

｜委託料I2,s3s,ooo I 

委託内容
O公園台帳修正 9公園

アスリートタウン構想の一環として、地域住民等のスポーツの拠点とするため、高質な運動施設への再
整備を図る中で、平成23年度は一部未整備であった駐車場の整備と野球場の防球ネット設置を実施
し、利用者の利便性の向上と安全確保を図った。 － 

事業期間 平成21年度～平成25年度
事業進捗率 21.2% 

｜工事請負費｜ 10,200,000 I 

工事内容
0駐車場舗装 A=l360nf、区画線 L=471m
O野球場防球ネット H=5.0m、し＝115m

5,913,000 
4,287,000 

既設の公闘緑地を年次的に整備し、安全で快適なコミュニケーションの場の充実を図った。

｜工事請負費｜ 11,430,soo I 

工事内容
O岡富公園墓地図路コンクリートブロック積 A=55nf外
0今山公園園路法面保護 A=35nf、コンクリートブロック積工 A=9.lnf外
O笹目ふれあい公園便所新築l棟
0公園等施設整備
主な内容
・フェンス設置：あさひ台街区公園、野地緑地、愛宕第1街区公闘

大寅6丁目公園、大貫第l街区公園、大武公園
・照明灯器具更新 14基：方財海浜公園
・広場掘削整地 A=260rrf：ーヶ問中央公園
・2連ブランコ設置 1基：大武緑地公園
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2,709,000 
1,222,900 
3,624,550 
3,874,350 
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款・項・目 N.fll 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’~ 及 び 成 果

地域住民の憩し、と健康増進の場として整備を図った。

事 業 期 間 平成13年度～平成28年度
事業進捗率 48.8% 

石田公園整備事業 3,000,000 
｜工事請負費｜ 3,ooo,ooo I 

工事内容
0排水材敷設工 L=547m、張芝工 A=l,OOOni、整地工1式

河川改修によって生じた河川敷を、平常時は市民の憩いの場として、災害時には避難場所として利用
できるよう近隣公園としての整備を進めた。

井替川防災ステーション 事事業業進期捗間率
平成18年度～平成28年度

整 備 事 業
2,000,000 44.4% 

｜工事請負費｜ 2,000,000 I 
工事内容

0側溝敷設 L=44.6m、配水管工 L=3.lm、フェンス設置し＝97.5m

(6) 延岡植物園を花と緑の供給センターとして活用し、公園及び市内各所に緑を供給するほか、園芸教室

緑化推進費 緑化推進事業 やフラワーフェスタの開催などを通して市民の緑化美化意識の向上を図った。また、良好な公園環境を
維持するために、地域住民組織で公園の清掃、草刈、施設の点検等を行う公園緑地愛護会活動を推

花と緑のまちづくり 25,492,580 進し、平成23年度は前期84団体、後期85団体が活動を行った。
推 進 事 業

事 業 名 事業費

事業名ヰ器｜延岡 植 物 園 維 持 管理事業 18,622,160 花と緑のまち計づくり推進
わたしたちの街の公園づくり事業 1,660,000 

一ー

(7) 東九州、目i動車道、九州｜中央自動車道及び延岡道路・北方延岡道路の早期整備のため、各協議会・期

延岡道路 延岡道路等
成会と連携して、関係機関との調整を図り、大会・提言活動等を実施した。

建設推進費 建設推進事業 【大会・提言活動の実績】
関係団体と協力して提言活動を11回実施した。各提言先毎の提言回数は、国土交通省8回、財務省1
回、国会議員6回、民主党8回、九州地方整備局6回、西日本高速道路側4回となっている。 7月12日に

高速道路対策事業 2,527,020 
は、延岡市において建設促進総決起大会を実施し、 1,500人の沿線住民が参加した。

斗
旅 j費 1,738,530提言活動、各種大会・総会等への参加に係る旅費
需 用 費 241,790提言書用紙代外
使用料及び賃借料 33,200大会等への参加に係る有料道路通行料外

負 担 金 513,500 5協議会・期成会の負担金
計 2,527,020 



款・項・目 細目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ，...，・
4才 及 び 成 果

延岡道路・北方延岡
道路建設促進期成会
補助事業

延岡道路・北方延岡道路の建設促進のため、市民の意識向上と協力体制を強化し、国・県並びに関
係機関に提言していくことを目的に結成された「延岡道路・北方延岡道路建設促進期成会jに対し、助
成を行った。

900,000 I ［延岡道路・北方延岡道路建設促進期成会の主な活動｝ ニ

14月19日に総会を開催し、会員39名が出席した。関係団体と合同での提百活動及び延岡道路・北方延
岡道路建設促進期成会単独での提言活動を実施し、関係機関に対して民間の立場から高速道路の
早期整備を訴えた。

｜補助金I 900,000 I 

道づくりを考える
女性の会補助事業

東九州、旧動車道、九州中央自動車道及び延岡道路・北方延岡道路の建設促進のため、女性の立場
から高速道路の必要性・重要性を考え、女性の生の声を国・県並びに関係機関に提言していくことを
目的に結成された「道づくりを考える延岡女性の会Jに対し、助成を行った。

622,938 I ［道づくりを考える延岡女性の会の主な活動】
6月3日に総会を開催し、会員15名が出席した。関係団体と合同での提言活動や県内の道づくりを考え
る女性の会7団体と協力しての交流会、提言活動を実施し、女性の立場から高速道路の早期整備を訴
えた。

｜補助金I 622,938 I 

市営住宅等2,454戸の管理業務を指定管理者に委託し、年4回の入居募集、 24日寺間対応、高齢世帯の
見守り等サービスの向上を図り、併せて収入未済額の縮減を行い、効果的・効率的な管理運営を行っ
た。

6) 

住 宅費｜住宅管理事業
(1) 

住宅管理費
市営住宅管理事業 115,641,831 

区分

指定管理料
修繕委託料外

その他の経費

計

事業費

44,430,000 
53,358,063 
17,853,768 
115,641,831 

市営住宅緊急補修事業

入居者の安全性や住宅環境整備について、緊急性の高い維持補修工事を実施した。

団 地 名 ｜ 工事区分 ｜工事請負費
若者定住促進住宅外2団地｜外壁屋根塗装改修工事1 12,278,060 

22,672,535 I ｜西階つつじ団地｜浴室換気扇設置工事｜ 4,828,950 

島浦第 2 団地｜雨戸改修工事I 2,877,840 
昭和町第 2団 地 外5団地｜外灯配線工事｜ 2,687,685 

計 I22,612,535 

マ
tnu 
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿円相 及 てF 成 果

(2) ーヶ岡A団地建替に係る平成23・24年度2箇年債務負担事業（平成11年度～平成32年度計画、建設

住宅建設費 公営住宅等整備事業 計画戸数388戸・竣工戸数はA～L棟 254戸、事業進捗率65.5%)

公営住宅等整備事業
（ーヶ岡 A 団地）

80,292,000 種別構造別 建設着工戸数 工事請負費

公営住宅

中層耐火 30戸 80,292,000 

M 棟 5F 

外壁、屋根等の改修工事を行い、安全性の確保と居住水準の向上を図った。

公営住宅ストック総合 団 地 名 工事区分 工事請負費

改 善 事 業
63,850,300 旭ヶ正南団地外 l団地 外壁落下防止改修工事 43,740,000 

旭ケ丘南団地外 2団地 屋根断熱化改修工事 20,110,300 

言十 63,850,300 

浴室・台所・建具改修等を行い居住水準の向上を図った。また、併せて住棟の安全性の確保と災害の
防止に努めた。

住環境向上事 業 33,518,850 団 地 名 工事区分 工事請負費

一 ケ 岡 E 団 地
浴室・台所等改修 23,858,850 
外壁落下防止改修 9,660,000 

計 33,518,850 

9 防災教育を推進するため、延岡市少年消防クラブ‘連絡協議会の活動に対し補助を行った。
？自 防 費 常備消防管理経費

少年消防クラブ 135,000 
？自 防 費

ヨ円!:r: 成 事 業 ｜延岡市少年消防クフプ育成補助金｜ 135,ooo I 
(1) 

常備消防費

(2) 
救急救命士を養成するため、財団法人救急振興財団が運営する救急救命九州研修所（北九州市）に

救急業務費 救急業務管理経費
職員をl人派遣した。（平成23年9月～平成24年3月）

区 分 事業費

救急救命士養成事業 2,476,350 救急救命士研修負極金 1,620,000 
旅 費 600,300 救急救命士 29人（平成24年3月31日現在）
そ の 他 の 経 費 256,050 

言十 2,476,350 



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿げヲ 及 び 成 果

救急車以外の緊急消防車両（7台）にAED及び呼吸管理資器材を配備し、救急支援活動の充実並び

救急用資器材
1,917 ,615 

に救命率の向上を図った。

R持 入 事 業
｜備品購入費｜ 1,911,61s I 

気管挿管や薬剤投与など救急救命士の処置範囲が拡大するなか、救急救命士の資質向上、医師か
らの常時指示体制等の充実・強化を図るため、院内研修委託や事後検証を行った。

メデイカルコントロール
区 分 ｜事業費 区 分 事業費

体制整備事業
1,189,989 報 償 費｜ 619,989 委 託 料 570,000 

言十 1, 189,989 

救急救命処置の実施状況：除細動（14症例）、気管挿管（12症例）、薬剤投与（1症例）

市民への応急手当法（AED使用法等）の普及啓発を推進するため、心肺蘇生訓練用資機材（AEDト
レーナ一等）を更新配備し、救命率向上のための環境整備を図った。

救急訓練用資機材
936,495 ｜備品購入費｜ 936,495 I AEDトレーナー保有数 15台（平成24年3月31日現在）

整 備 事 業 （平成23年度 8台購入）

応急手当普及啓発活動状況（講習会回数：155回、受講者数：5,605人）

(3) 1市3町の合併により、消防団の組織統合（平成19年4月）が行われたことから、消防団員の制服を計画

非常備消防費 非常備消防管理経費 消防団員制服
8,040,900 

的に配備し、活動服等の貸与品の統一を図った。（活動服等一式の購入 350人分）

貸与事業
｜需 用 費｜ 8,o4o,9oo I 事業計画期間（平成20年度～平成25年度）、進捗率 60%

消防団機庫等の改修費用に対して補助を行い、消防団施設の整備充実を図った。

消防団施設整備事業 区 分 補助金

恒富第 1分団第 23部機庫改修工事 320,000 〔補助率等〕
消防団施設整備事業 671,850 南方第 l分団第 41部機庫改修工事 128,000 直接事業費の1/3以内

東海第 1分団第 4部機庫改修工事 220,000 （限度額200万円）
東海第 2分団第 10部機庫修繕工事 3,850 

言十 671,850 
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款・項・目 細目 施策又は事 業 名 決算額 果事 内業 ，，，..，＿’ 廿 成び及

(4) 

消防施設費｜消防施設管理経費
’ 空気ボンベ整備事業 724,500 

安全かっ効率的な消防活動に資するため、空気呼吸器ボンベ10本を更新配備した。

｜備品購入費｜ 124,soo I 空気ボンベ保有数 160本（平成24年3月31日現在）

更新理由（平成10年4月の高圧ガス取締法の改正により、 15年を経過したものは使用できなくなっ
たため。）

空気呼吸器整備事業

安全かっ効率的な消防活動に資するため、空気呼吸器5器を更新配備した。

1,191,150 I ｜備品購入費｜ 1,191,1so I 空気呼吸器保有数 60器（平成24年3月31日現在）

更新理由（PL法により計画的に配備するため。）

都 市型 救助資機材
整備事業

487,713 

安全かっ効果的な救助活動に資するため、都市型救助資機材（29種55個）を更新配備した。

｜ 区分 ｜事業費｜ 区分 ｜事業費｜

｜需 用 費｜ 10s,os3 I備品購入費｜ 382,630 I 
｜計 I 4s1,113 I 

更新理由（都市構造の複雑化・高層化に対応するため、登山・高所作業等の器具を消耗・破損

状況に応じ計画的に更新するため。 ※ザイル・ハーネス等 40種保有）

消防資機材整備事業 672,630 

消防署用ホース整備計画に基づき、消防用ホース60本を更新配備した。

｜備品購入費｜ 672,630 l 消防ホース保有数 568本（平成24年3月31日現在）

整備計画（消防用ホースの耐周年数（8～10年）を考慮し、年間60本を更新する。）

消防施設整備事業

消防署車両整備事業 20,773,500 

消防整備基本計画に基づき、老朽化した消防ポンプ自動車（1台）を更新配備した。

｜ 区分 ｜事業費｜ 区分 ｜事業費1
｜備品購入費I20, 1ss,5oo Iその他の経費｜ 15,000 j 

｜ 計 I20, 113,500 I 
〔消防車両現有数 36台〕（平成24年3月31日現在）

消防ポンプ車（2台）、水槽付消防ポンプ車（5台）、救助工作車（2台）、梯子車(1台）
高規格救急車（5台）、その他（21台）



款・項・目 細 目

(6) 

｜ 施 策 又 は事業名

消防団車両整備事業｜

水利施設整備事業

消火栓整 備 事 業

小型ポンプ整備事業

消防救急デジタル
無線整備事業

災害対策費｜災害対策管理経費｜自主防災組織
育成事業

決算額

24,46s,ooo I 

4,003,000 

事 業 内 容 及 び 成 果

地域防災カの向上を図るため、老朽化した消防団車両5台（小型動力ポンプ付積載車4台、北方指揮
車1台）を更新配備した。

区 分 ｜事業費 区 分 事業費

｜備品購入費I24,31s,ooo その他の経費 150,000 

計 24,468,000 

配備先（積載車）：大門町（第7部）、島浦町（第55部）、桜園町（第14部）、大貫町（第45部）

〔消防団車両現有数 113台〕（平成24年3月31日現在）

消防ポンプ車（8台）、水槽車（3台）、積載車（99台）、団指揮車（3台）

消防水利を確保するため、桜ケ丘地区（千代ケ丘第一児童公園）に防火水槽（40 .rrf）を設置した。

｜工事請負費｜ 4,003,000 I 防火水槽設置数 447箇所、進捗率98%（長期総合計画）

上水道の管敷設工事等にあわせ、消火栓28基（新設7基、移設等21基）を設置した。

10,850,000 I I負担金I10,sso,000 I 

2,898,000 

393,750 

公設消火栓 2,453基、私設消火栓 19基（平成24年3月31日現在）

地域防災力を強化するため、第4支団（北方）の消防団用小型動力ポンプ2台を更新配備した。

｜備品購入費｜ 2,898,ooo I 保有状況

積載車用（18台）、水槽車用（3台）、その他（13台）

小型動力ポンプ配備先：オヒ方（本部）、椎畑（第5部）

消防救急無線は現在アナログ帯を使用しているが、平成28年5月末までにデジタル方式へ移行するた
め、中継局候補地の土地鑑定評価業務委託並びにデジタノレ化事業の技術調査業務委託を行った。

｜委 託 料｜ 393,750 I 事 業 計 画 期 間 平 成22年度～平成28年度

進 捗 率 0.04%（対事業費）

自主防災組織の結成を促進するため、地域住民の防災活動に必要な資機材の導入経費及び訓練に
係る費用を補助した。平成23年度中に36組織が結成され、総組織数は194組織となった。（平成24年3

2,300,000 I月31日現在）

｜補助金I 2,300,000 I 組織率 61.1%
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款・項・目 細 目 施策又は 事 業 名 決算額 事 業 内 ~ヨ－・・ 及 び 成 呆

コミュニティ助成事業（財団法人自治総合センター）を活用し、新規結成組織である北方町地区自主防

地域防災モデル事業 2,500,000 
災組織連合会に対し災害時に必要な資機材の導入経費を補助した。

｜補 助 金｜ 2,soo,000 I 
一司 司骨骨ー’F

10 
教育委員会が主催する行事や視察研修のために利用するバスの運行を民間に委託することにより、運

教 コ円!:s: 費 教育委員会管理経費
行の効率化と研修内容等の充実を図った。

研修パス運行委託事業 5,022,673 
｜委 託 料｜ s,022,613 I 種 類 利用回数 計

教育総務費 小型パス 90回

(1) 中型パス 27回 124回

教育委員会費 大型パス 7回

ネイティブ‘スピーカーによる授業の支援や小・中学校教諭の研修支援を通して、英語教育のレベル
アップ、国際理解、国際感覚の向上を図った。

学校教育指導
管 理 経 費 外国青年 招致事業 17,645,130 区 分 事業費 区 分 事業費

報 酬 14,659,192 その他の経費 2,454,284 

旅 費 531,654 計 17,645,130 

ALT（外国語指導助手） 4人による小・中学校への訪問指導を小・中学校48校で延519回行った。

不登校傾向にある児童生徒の学校復帰を目指し、カウンセリング、教科指導、集団生活への適応指導
等を組織的、計画的に行う場を設け、直接、援助・指導を行った。

アウトリーチ 1,651,734 
区 分 事業費 区 分 事業費

オアシス事業 報 償 費 1,650,000 需 用 費 1,734 

計 1,651,734 

指導員委嘱 3人による教科指導・野外活動・家庭訪問等

一…一一一一..－・世一一

学校教育活動や家庭、地域社会との連携を支援するスクールアシスタント4名を学校に配置し、中学校
が抱えるいじめ、不登校等の諸問題への対応を行った。

スクーノレアシスタント 1,521,840 
配置校：4校（恒富中学校、西階中学校、土々呂中学校、延岡中学校）

事 業 区 分 事業費 区 分 事業費

報 償 費 1,488,000 需 用 費 25,885 

旅 費 7,955 計 1,521,840 



款・項・目 弁担 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿町、 及 ぴ 成 果

障がいのある児童生徒の学校内外における活動支援を行う支援員を配置し、それそeれの教育的ニー
ズに応じた支援と教育の充実を図った。

障がい児教育支援事業 7,358,000 
支援対象校：10校（延岡小学校、旭小学校、三本並小学校、南小学校、伊形小学校、

緑ケ丘小学校、恒富小学校、東小学校、東海東小学校、延岡中学校）

支援対象者：10名

｜障がい児教育支援委託料｜ 1,3ss,ooo I ｜配置数｜ 5人｜

3名の指導員を中学校に派遣し、生徒指導上の問題を抱える生徒に対する効果的な指導・支援を行つ
た。

問題を抱える子ども等の
1,366,500 配置校：6校（南中学校、東海中学校、土々呂中学校、西階中学校、岡富中学校、延岡中学校）

自立支援事業 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

報 償 費｜ 1,340,000 その他の経費 26,500 

言十 1,366,500 

小中学生に理数の楽しさを体感させるワークショップ、家庭教育の在り方を見直すための講演会をそ
れぞれ開催した。

理数教育推進事業 827,294 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

講演委託料｜ 600,000 その他の経費 227,294 

計 827,294 

一一一ー一一一

(2) 市内の教諭から選抜された研究員の学力向上に関する研究活動を支援するとともに、家庭教育力の

教育研修所費 教育研修所
向上を図るため、家庭学習の手引を配付した。

管 理 経．費
小中学校学力向上 （事業内容） 区 分 事業費

支援推 進事業
6,265,753 常任研究員への支援 報 償 費 571,000 

音読文集の配布 需 用 費 970,238 

家庭学習の手引きの配布 委 託 料 4,724,515 

観点別到達度学力調査の実施 計 6,265,753 

安井小学校の廃校に伴い、安井町の児童生徒を浦城小学校にタクシーで送迎した。また、鹿川地区

2) から美々地小学校に通学する児童がスクールパスを利用できない場合に、タクシーによる送迎を行つ

小学校費 小学校管理経費 た。

(1) 通学送迎委託事業 1,872,000 区 分 乗車人数 回数（片道） 委託料

学校管理費 浦城小学校～安井町 4人 420回 1,344,000 

美々地小学校～鹿川地区 10人 47回 528,000 

計 14人 467回 1,872,000 

円。



款・項・目 細目

小学校施設
維持管理経費

施策又は事 業 名

ス クー ルパス運行
管理事業

小学校施設補修事業

小学校教育 環境
整備事業

小学校施設
耐 震 化事業

決算額

5,564,014 

42,038,783 

1,300,000 

150,523,052 
内繰越明許費

44,343,500 

-114-

事

区
委 託

需用

業 内

老朽化した小学校施設の補修工事を行った。

｜工事請負費I42,038, 783 I 

工事内容
東海東小学校屋根改修工事
南方小学校屋根防水改修工事
西小学校グラウンド整備工事
旭小学校改修工事
恒富小学校管理棟給水管補修工事
ーヶ岡小学校家庭科室床張替工事
方財小学校屋上フェンス設置工事
南方小学校グラウンドフェンス設置工事

d ヲ

’tt 及

小学校の教育環境整備を図るため、施設の補修工事を行った。

｜工事請負費I 1,300,000 I 

工事内容
南小学校屋根防水改修工事

び

21,017,000 
6,121,500 
4,314,956 
3,549,000 
2,464,000 
2,033,850 
1,333,500 
1,204,977 

1,300,000 

小学校施設の耐震化を図るため、耐震補強工事及び耐震診断等を行った。

区 分 ｜事業費｜ 区 分 ｜事業一妻子
』一 56,622,000l委託料I93,770,000 

Co) IC内繰越明許費）I(44,343,500) 
131,052 I 言十 I 150,523,052 

Co) IC内繰越明許費）I(44,343,500) 

工事内容
黒岩小学校耐震補強工事
旭小学校耐震補強工事

委託内容
耐震診断業務委託（20校25棟）
耐震補強設計業務委託（10校15棟）
外壁等落下危険度調査委託（12校19棟）

43,994,000 
12,628,000 

51,726,000 
34,295,000 
7,749,000 

成 果



款・項・目 車問 目 施策又は 事業名 決算額 事 業 内 ’~ 及 び 成 果

．小学校設備整備事業
小学 校 机・椅子 小学校の老朽化した机・椅子の入替を行った。

整備 事業
9,746,100 

｜需 用 費｜ 9,746,100 I 小学校10校 （机：714台、椅子：714脚）

(2) 
通学距離が4km以上の児童に対し、通学費の補助を行い、保護者負担の軽減を図った。

教育振興費 小学校 教 育 振 興 学校名 児童数 補助額 学校名 児童数 補助額
管 理 経 費

遠距離通 学児童に
西 井寸Lι・ 校 13人 270,600 城 ~ 校 8人 100,900 

対する通学費補助
1,809,700 東海小学校 25人 306,600 二本並小学校 l人 12,000 

名水小学校 2人 24,000 北浦小学校 43人 440,100 

上南方小学校 10人 120,000 北川小学校 25人 421,500 

北方小学校 11人 114,000 計 138人 1,809,700 

小学校の新学習指導要領の実施に伴い、新しく採択された教科書の指導に対応するため、教師用の
教科書・指導書及び掛図等の教材を整備した。

教師用教科書・
指導書等 購入事業

57,919,422 区 分 冊数 事業費 区 分 冊数 事業費

教 科 書 3,736冊 1,285,403 指導教材 19,440,834 

指 導 書 4,526冊 37,193,185 計 57,919,422 

学校図書館図書
小学校において、図書の購入などにより学校図書館の充実を図った。

小学 校教育備品 整 備 事 業
6,939,966 

｜需 用 費｜ 6,939,966 I 
整 備 事 業

情報教育推進のため小学校にパソコンを設置したo （パソコン教室において4人にl台）

教育用コンビュータ
区 分 事業費 内 ’'f『t-

整 備 事 業
22,740,378 需 用 費 91,350 ウイノレス対策ソフト

使用料及び賃借料 22,649,028 パソコン334台、周辺機器、ソフトウェアのリース料

計 22,740,378 

経済的理由によって就学困難な児童の保護者（要保護者及び準要保護者）及び特別支援学級就学

小学校就学援助費
児童の保護者に対して、必要な援助を行うことにより、義務教育の円滑な実施を図った。

就 ~ 援 助 費
区 分 事業費

18,489,607 要 保 議 児 童 分 166,954 
準要保護児童分 16,479,505 
特別支援学級児童 分 1,843,148 

計 18,489,607 

F
h
u
 



款・項・目 細目

(3) 

学校建設費｜小学校建設事業

3) 

中学校費｜中学校管 理経 費
(1) 

学校管理費

中学 校 施 設
維持管理経費

施策又は事業名

旭小学校校舎
新増改築事業

スクールパス運行
管理 事業

中学校施設補修事業

決算額

409,311,119 

内繰越明許費

386,028, 119 

27,592,885 

18,183,199 

-116一

事 業 内 dで・
廿 及 び 成

南校舎、中校舎等を解体撤去し、新たに管理・特別・普通教室を備えた校舎l棟を建設した。
建物概要：鉄筋コンクリート造3階建、延床面積 3,096rrf

（平成22・23年度2ヵ年事業平成23年度歳出化分）

｜区 分｜事業費｜

｜工事請負費I409,311 119 
（内繰越明許費）I(386,028,119) 

平成22・23年度事業費

｜区 分 122年度事業費123年度事業費｜総事業費l
｜工事請負費I334,851,000 I 409,311,119 I 744,162,119 I 
｜事務費I 366,119 I o I 366,119 I 
｜ 計 I335,211,119 I 409,311,119 I 744,528,238 I 

スクールパスによる児童生徒の送迎を民間に委託した。

l学校名｜乗車人数i学校名｜乗車人数l計 ｜ 
｜北方小学校｜ 32人｜北方中学校｜ 32人｜ 64人｜

｜北 JII小学校｜ 24人｜北川中学校｜ 21人｜ 45人

I 109人｜

｜区 分｜事業費｜区 分｜事業賓｜

｜委 託 料I24,243, 150 Iその他の経費｜ 359,ooo I 
｜需用費I 2,990,135 I 計 I 21 ,592,885 I 

老朽化した中学校施設の補修工事を行った。

｜工事請負費I18,183,199 I 

工事内容
北浦中学校屋根防水改修工事

南中学校外2校防球・防砂ネット補修工事

東海中学校屋外環境整備工事

北方中学校バックネット改修工事

熊野江中学校管理棟給水管改修工事

6,910,544 

3,775,760 

2,997,645 

2,420,250 

2,079,000 

呆



款・項・目 売却 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~ォ→・ 及 び 成 果

中学校施設の耐震化を図るため、耐震補強工事及び耐震診断等を行った。

区 分 事業費 区 分 事業費

工事請負費 125,054,650 委 託 料 27,898,900 

（内繰越明許費） (0) （内繰越明許費） (10,244,400) 

事 務 費 97,503 計 153,051,053 

153,051,053 （内繰越明許費） (0) （内繰越明許費） (10,244,400) 
中 ぶJf. 校 施 設 内繰越明許費
耐 震 イ包 事 業 10,244,400 工事内容

浦城中学校耐震補強等工事 99,289,150 

土々呂中学校改修等工事 25,765,500 

委託内容

耐震診断業務委託（9校9棟） 10,317,500 

耐震補強設計業務委託（4校6棟） 13,276,400 

外壁等落下危険度調査委託（6校11棟） 4,305,000 

中学校の教育環境整備を図るため、施設の補修工事を行った。

中学校教育環境
13,933,000 

｜工事務負費｜ 13,933,ooo I 
整 備 事 業

工事内容
南中学校外墜落下防止改修工事 13,933,000 

中学校の老朽化した机・椅子の入替を行った。

中学校設備整備事業 中学校机・椅子
4,873,050 中学校3校（延岡、東海、北JII）机357台椅子357脚

整 備 事 業

｜需 用 費｜ 4,873,o5o I 

(2) 
通学距離が6km以上の生徒に対し、通学費の補助を行い、保護者負担の軽減を図った。

教育振興費 中学校教育振興 遠距離通学生徒に
204,000 

ρ寸4・ 校 名 生徒数 補助額 A子!4一 校 名 生徒数 補助額
管理経費 対する通学費補助 土々呂中学校 l人 17,000 北川中学校 9人 153,000 

南方中学校 2人 34,000 計 12人 204,000 

中学校における教師用の不足分の教科書・指導書、指導教材の購入を行った。
教師用教 科書・
指導書等購入事業

66,045 
｜指区導分書｜冊引事問51

-117一
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

東海中学校を指定し、不登校の未然防止の研究を行った。

魅力ある学校づくり
870,000 区 分 事業費 区 分 事業費

調査研究事業 旅 費 529,080 需 用 費 340,920 

計 870,000 

井づと4』 校 図 書 館
中学校において、図書の購入などにより学校図書館の充実を図った。

中学校教育備品 図書整 備事業
5,845,085 

｜需 用 費｜ 5,845,085 I 
整 備 事 業

情報教育推進のため中学校にパソコンを設置した。（パソコン教室においてl人にl台）

教育用コンビュータ
区 分 事業費 内 ~ヨ肯・

整 備 事 業
26,745,390 需 用 費 91,350 ウイルス対策ソフト

使用料及び賃借料 26,654,040 パソコン503台、周辺機器、ソフトウェアのリース料

計 26,745,390 

経済的理由によって就学困難な生徒の保護者（要保護者及び準要保護者）及び特別支援学級就学

中学校就学援助費
生徒の保護者に対して必要な援助を行うことにより、義務教育の円滑な実施を図った。

区 分 事業費
就 ~ι － 

援 助 費 28,500,455 要 保 議 生 徒 分 1,260,968 
準要保護生徒分 26,253,520 
特別支援学級生徒 分 985,967 

計 28,500,455 

(3) 旧施設（昭和36年建築601rrf）を解体撤去し、新たに屋内運動場を建設した。

学校建設費 中学校建設事業 308,445, 704 
建物概要：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造平屋建て、延床面積 l,176rrf

東海中学校屋内運動場
新増改 築事業 内繰越明許費 区 分 事業費 区 分 事業費

308,445, 704 工事請負費 307,928,250 事 務 費 254,254 

補 償 金 263,200 計 308,445, 704 

西階中学校校舎
老朽化した校舎を新増改築するため、地質調査を委託した。

新増改築事業
7,402,500 

｜委 託 料｜ 1,402,500 I 



款・項・目 骨四 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿Hで・ 及 び 成 果

4) 
公立幼稚園において園開放を行い、地域の高齢者による伝承あそびや指導等を通して、園児の豊か
な人間形成を図るとともに、子育て相談員を派遣し、保護者等の子育てに関する悩みや相談に対応す

幼稚園費 幼稚園管理経費
るなど地域の幼児教育センター的役割を果たした。

(1) 地域に開かれた幼稚園
333,562 

幼稚園費 づ く り 推進事業 区 分 ｜ 事業費 区 分 事業費

報 償 費｜ 180,000 需 用 費 153,562 

計 333,562 

幼稚園施設の耐震化を図るため、耐震診断を行った。

幼稚園施設
維持管理経費 幼 稚 圏 施 設 ｜委 託 料｜ 2,551,500 l 

耐 震 イ包 事 業
2,551,500 

委託内容

耐震診断業務委託（2園2棟） 2,551,500 

私立幼稚園へ通園させている保護者の経済的負担を軽減するとともに、公立幼稚園との保護者負担

幼稚園就園奨励事業
私立幼稚園 就 園

額の格差是正を図った。

112, 716,600 
奨 励 費 補助事業

区 分 ｜補助対象園児数｜事業費

補 助 金｜ 1,131人I112, 116,600 

ー一一’ー 一

5) 家庭教育の振興を目指し、各学校等で家庭教育学級を開催し、家庭の教育カ向上のための子育て支

社会教育費 社会教育活動
援を行った。また、 PTA研究大会の開催を支援し、子どもの健やかな育成のための研究協議を行つ
た。

(1) イ足 進 事 業

社会教育
家庭 教 育促進事業 293,490 

事 業 名 実施状況 参加者数 事業費

総 務 費 家庭教育学級 63教室 2,550人 268,490 

p T A 研究大会 1/28 400人 25,000 

成人式式典を開催し、新成人を祝うとともに大人としての自覚を促した。

成 人 式 式 典 1,150,503 
事 業 名 実施日参加者数 事業費

成 人 式 式 典 1/8 1,201人 1,150,503 

Q
d
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款・項・目 岸田 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 4，チゴで・・ 及 び 成 果

住民自治の拠点となる自治公民館（8館）の改修・整備等を助成し、地域活動の活性化を図った。

公 民 館 名 内 :tゴ...，.・・ 補助額
出北一区公民館 新 築 5,000,000 
大 峡 公 民 館 新 築 4,156,723 

自治公民館建設 新 平 回 公 民 館 改 修 258,000 

補 助 事 業
10,762,435 緑 ケ 丘 公 民 館 改 。彦 246,000 

南久保山公民館 改 修 156,240 
平 回 公 民 館 改 修 713,758 
J 11 JIJ1 公 民 館 放送設備 141,750 
富 美 山 西 区 公 民館 放送設備 89,964 

計 10,762,435 

地域の生涯学習の拠点である自治公民館の活動を支援し、明るく住みよい地域づくりを推進した。

自治公民 館活動 区 分 実施状況 事業費

振 輿 事 業
9,530,200 自治公民館運営交 付 金 206館 4,545,000 

自治公民館長活動交付金 206人 4,985,200 
言十 ------- 9,530,200 

一一一
女性の豊かな人生や生きがいづくりを目指すことを目的に、仲間づくり及び教養を身につける場とし
て、女性学級を開設した。また、高齢者の生きがいづくりや社会参加の促進を目指し、高齢者教室を開
設した。

成人教育促進事業 482,264 事 業 名 実施状況 参加者数 事業費

女 性 A子u.・ 級 27学級 690人 304,177 
高 齢 者 教 室 15教室 477人 178,087 

計 ------- 1,167人 482,264 

自然体験や国際交流、ボランティア等様々な体験や、情報提供を通して、次代を担う青少年の生きる

カを育み、青少年活動の活性化を図った。

事 菜 名 参加者数 事業費

少年団体活動育成事業 436人 416,078 
ジュニアリーダー研修会 113人 116,560 

青少年教育促進事業
はらはらわくわく体験事業 526人 1,690,130 

3,620,754 子 ど も セ ン タ 一 事 業 483人 423,556 
わかあゆクリ ーン活動 181人 11 ,550 

す み え 世 界 キサ 2011 65人 337,880 
県 下ヰ3毛 年 大 dコ~、 耕i 助 金 48人 228,000 

延 岡 市 青 年 祭補 助 金 76人 73,000 
第 37回五ヶ瀬川｜イカダ下り大会補助金 438人 324,000 

言十 2,366人 3,620,754 



款・項・目 細 目 施策文は事業名 決算額 事 業 内 ’~ヲ,.. 及 び 成 果

放課後に小学校の余裕教室等を活用して放課後子ども教室を設け、子どもたちが、勉強やスポーツ、
地域住民との交流活動等により、地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進した。

区 分 事業費 区 分 事業費

報 償 費 5,031,650 その他の経費 600,608 
言十 5,632,258 

放課後子ども教室
5,632,258 

推 進 事 業 設 置 校 登録児童数 安全管理員数 活動日数

名水小学校 35人 14人 189日
黒岩小学校 30人 12人 191日

港 洋寸4ー 校 16人 10人 168日
北方小学校 42人 10人 140日
北川小学校 27人 11人 61日

施設等整備を助成し、自治公民館を中心とするコミュニティ活動の活性化を図った。

事 業 名 補助額

中ニ輪公民館（屋外放送設備設置） 2,500,000 
自治公民 館施設等

24,000,000 若葉南区公民館（屋外放送設備設置） 1,500,000 
整備助成事業 浜砂公民館（屋外放送設備設置） 2,500,000 

出北公民館（屋外放送設備設置） 2,500,000 
大峡公民館（公民館建替事業） 15,000,000 

計 24,000,000 

地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進することにより、教員の子どもと向き合う時間の増
加、地域の教育力の活性化を図った。

実施校区：岡富中学校・延岡中学校・北方中学校区（5校）
区 分 事業費 区 分 事業費

報 償 3身 1,705,600 その他の経費 1,572,993 
学校支援地域

3,278,593 計 3,278,593 
本 部 事 業

AザLιー 校 名 活動回数 ボフンァィア数

岡 富 中 A子Lι・ 校 168回 27人
延 岡 中 AすLι・ 校 191回 30人
北方中学校区 397回 148人

計 205人

-121一



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額

「家庭の日 J啓発事業 297,303 

県北圏域青少年体験
品-T-ι 習 事 業

1,500,000 

公民館寺子屋事業 300,000 

生 涯 A寸lι. 習

推 進 事 業 生涯学習推進事業
（社会教育課）

768,106 

生涯学習推進事業
（公立公 民館）

2,463,652 

ηL 
ηJU 

事 業 内 廿h 』 及 び 成 果

毎月第三日曜日の「家庭の日Jを普及啓発するために、リーフレット配布や新聞掲載を行い、子どもの
健全育成を推進し、家庭の教育力の向上を図った。

区 分 ｜事業費 区 分 事業費
需 用 費｜ 217,303 役 務 費 80,000 

計 297,303 

県北地域の多彩な自然環境を活用した体験学習を通して、青少年の健全育成を図った。

委 託 先 人数 実施場所 実 施 内 ~で・・

NP O法人リバーシブル日向 27人 門 J11 町 マリンスポーツ体験外

川守り隊 水 馬倶楽部 50人 延岡市 竹林保全活動体験外
NP  O法人五ヶ瀬自然学校 36人 五ヶ瀬町 スキー体験外

夏休み期間中などに、地域の子どもを対象に自治公民館等で地域住民のボランティアによる学習支援
及び交流体験活動等を行い、子どもの健全育成、住民の生涯学習機会の充実、地域全体の教育力の
向上を図った。

事 業 名 補助額 回数 参加者数 ボ、フンティア数

塩浜 2 区自治 公民館 50,000 7 165人 114人
川 水 流 自 治 公民館 50,000 6 183人 126人
平原西区自治公民館 50,000 5 103人 62人
黒 左ur せ せ く る コ三エ』 50,000 5 60人 30人
雨久保山自治公民館 50,000 5 47人 26人
港 品寸ι・ 校 p T A 50,000 5 70人 49人

計 300,000 33 628人 407人

社会の変化に主体的に対応し、市民が健康で生きがいのある人生を送るため、生涯学習推進体制の
整備に努めた。

事 業 名 事業費 備 考

生 涯 ρナι 習 推 進 大 必:z:;』' 356,386 参加者 254人

生 涯 A寸lι・ 習 人 材 ノミ ン ク 75,720 登録者 109人
生涯学習情報提供事業 336,000 発行部 8,000部

計 768,106 

多様化する現代社会に対応するため、生涯学習の意義を考え、よりよい生き方を考える場を提供した。

事 業 名 参加者数 事業費｜
市民大学講座 外 20 講座 8,269人 2,463,652 



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

本市の文化向上に特に顕著な功績のあった方を延岡市文化功労者として表彰した。

文化活動推進事業 文化功労者式典事業 168,870 く表彰者氏名：山口奈良次郎＞ 表彰式参加者数 :f>-コZ 場 事業費

く表彰部門：学芸文化部門＞ 11/4 約100人カノレチャープフザ 168,870 

J 文化事業の支援拡充を目指し、関係機関や団体等と連携を図った。

社会教 育団体
1,402,000 

区 分 補助額 区 分 補助額
運 営 補 助 金 文化連盟補助金 1,342,000 北川町史談会補助金 30,000 

延 岡 史 談 会 補助金 30,000 言十 1,402,000 

郷土の先賢、歌人若山牧水の顕彰と短歌人口の拡大及び短歌の創作を通して全国各地の人々との

若山牧水 青春短歌
交流を図った。また、入賞・入選作品集を発行した。

大 賞 事 業
3,487,175 

作品応募総数｜ 入賞・入選作品 ｜入賞・入選作品集
22,890首｜ 202首 590部発行

市民ボランティアを中心とした市美術展実行委員会方式を採り入れ、市民芸術レベルでの地域間交、流
を図った。

美術 展 覧会事業 711,960 出品点数 出品者数 入場者数 表彰式 部門 展 覧 会 開 催 状 況

409 331人 2,540人 7/2 6部門
期間：7/2～15
会場：延岡総合文化センター

作品展示、芸能発表を行い、地域の文化・芸術の振興、地域住民の交流を図った。

｜北川町文化祭実行委員会補助金｜ 550,000 I 
北川町文化祭事業 550,000 

内 ~ヨ竺「． ｜開催日｜参加者数

作品展示・芸能発表I11/13 I 800人

同和問題をはじめ様々な人権問題を学習し、差別解消に向けた取組を行った。

人権問和教育 事 業 名 回数 参加者数 事業費

推 進 事 業
人権教育推進事業

人 権 セ 句、‘、、、 ナ 一 4 1,220人 194,824 
2,625,905 

教 育 集 £コミ』 所 事 業 110 1,234人 1,981,081 
延岡地区人権・同和教育研究大会 1 901人 450,000 

言十 3,355人 2,625,905 

q
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿d ヲ 及 び 成 果

ーヶ岡コミュニティセンターの管理運営を指定管理者に委託し、社会教育及びコミュニティ活動の場と

社会教育 施 設 管 理
し、その活用を図った。

運 営 事 業 ーヶ岡コミュニティー 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

センター管理運営事業
2,310,675 

指定管理料｜ 2,192,000 その他の経費 118,675 

計 2,310,675 

※平成23年度利用件数：644件 利用者数：10,181人

教育集会所の適切な管理運営業務を行うことにより、地域住民の学習活動等の推進を図った。

教育集会 所 管 理
3,284,874 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

運 営 事 業 委 託 料｜ 2,208,720 その他の経費 1,076,154 

計 3,284,874 

河川流域の自然環境や動植物等に関する学習の場を提供し、河川行政の広報を図るため、リバーパ
ル五ヶ瀬川の適切な管理、運営を委託した：。

河川｜資料館 リバーパル五ヶ瀬川
管理 運営事業 管理運営 委託事業

4,500,000 ｜委 託 料｜ 4,500,000 I 

※平成23年度施設利用者数： 7,055人（一般利用：4,257人、団体利用：2,798人）

(3) 延岡市全域に図書館サービスを提供するため、延岡市立図書館、北方分館、北浦公民館図書室、北

図書館費 図書館管理経費
川公民館図書室の運営を行い、図書の貸出や予約、おはなし会等の行事、学校図書館の支援及び移
動図書館車巡回等を実施した。 ι

図書館サービス 学校図書館支援

開 館 日 数 290日 支援先 支援校数 支援回数

手lj 用 者 数 453,811人 A寸Lι・ 校 31校 128回

図書館サービス事業 181,549,892 
利 用 者 1日平均人数 1,564人 中 A寸Lι・ 校 17校 59回

個人貸出冊数 352,473冊 計 48校 187回

団体貸出冊数 21,580冊

予 約 件 数 9,084件 移動図書館車巡回

お はi な し 」コ合＝』' 146回 名称 ステーション数 巡回回数

複 写 利 用 4,414枚 ふくろう号 36箇所 537回

せせらぎ号 19箇所 199回

計 55箇所 736回



款・項・目 持咽 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿n'-::o 及 び 成 果

多様化する市民のニーズや時代に応じた図書館機能の充実を図るため、図書資料等を計画的に購入

図書館資料整備事業
し、蔵書整備を行った。 平成23年度末蔵書冊数：418,551冊（分館、分室を含む）

図書館資料整備事業 11,997,977 
区 分 内 ’'ft. ・ 事業費

図書資料購入費 5,694冊 9,599,823 

その他の資料購入費 新聞・雑誌・官報等 2,398,154 

計 11,997,977 

地域住民への図書館サービスの充実を図るとともに、幅広い年代に利用される身近な生涯学習施設と

延岡市 立 図 書 館 して、北浦地区に木造建築の分館を建設・整備した。（平成24年4月開館）

北浦分館建設事業 区 分 内 廿，プ牛？・ 事業費

工事請負費
施設整備工事費 76,767,736 

解体工事費 4,004,700 

備品購入費
図書購入 1,637冊 2,999,798 

延岡市立図 書館 書架等館内用備品購入 11,779,170 

北浦分館建設事業
95,551,404 計 95,551,404 

北浦分館概要
工期 平成23年8月～平成24年2月

開館日 平成24年4月1日
床面積 232ni （旧公民館図書室の約3倍）

施 設 木造平屋建て（構造材、部材に地元産材を使用）

蔵書冊数 11,878冊（開館時）

延岡市 立 図 書 館 延岡市立図 書館 北川総合支所内に延岡市立図書館北川分館等の施設を整備するため、実施設計を委託した。
北川分館等施設 北川分館等 施 設 2,562,000 
整 備 事 業 整 備 事 業 ｜実施設計業務委託｜ 2,562,000 I 

一・一一一

市（4)民会館「内 内藤記念館 内藤記念館の屋根補修を行い、展示環境を維持するとともに利用者の安全を図った。
内藤記念館管理経費 屋根防水補修事業

5,450,550 

藤記念館j費 ｜施設補修工事費｜ 5,450,550 I 

内藤家か文ら化寄を贈全され国たに能情面報を発活信用したした。薪能を開催することにより、市内外からの観光客を誘致し、延岡

文化活動推進事業
の歴史と

天 下 一 能 面 事 業 名 実施日 iコbエ.. 場 入場者数

まち づ くり事業
5,000,000 のベおか天下一薪能 10/8 延岡城壮一ノ丸広場 2,000人

市 民 能 舞 4ロa、 9/24 野 口 記 念 館 550人

｜薪 能 補 助 金｜ 5,ooo,ooo I 

F
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿""'" 及 び 成 果

のベおか天下一薪能15周年を記念した特別展として、内藤家から寄贈された能面と、これまでの薪能
で使用された片山家所蔵の能装束を組み合わせた「天下一薪能と延岡～内藤家旧蔵の能面～j展を
開催した。

事 業 名 出展数 実施日 ~ 場 入場者数

内藤家旧蔵の能面展 7H牛 9/17～ 
内藤記念館 2,293人

内藤記念館展示事業 2,004,027 西日本現代能面作家展 32点 10/10 

区 分 事業費 区 分 事業費

賃 金 130,720 旅 費 132,560 

報 償 費 960,000 その他の経費 780,747 
計 2,004,027 

文化財保護の観点から国県指定史跡の環境整備に努め、見学者への利便性を図った。
(5) 
文化財保護費 文化財保護管理経費 区 分 事業費 現 場

除 草 作 業 109,800 国史跡南方古墳群・県史跡延岡古墳群（天下町外）

樹 木 ｛支 採 193,200 国史跡南方古墳群第11号墳（天下町）
指定文化財管理事業 489,800 標 柱 設 置 19,000 県史跡延岡古墳群第13・14号墳（柚の木田町・牧町）

看 板 設 置 37,800 国指定天然記念物（北浦町古江キンモクセイ）

報 償 費 130,000 
国指定天然記念物管理謝金（北浦町高島ビロウ樹・
古江キンモクセイ・北川町祝子川キンメイ孟宗竹）

計 489,800 

延岡総合文化センターにおいて市内及び県内の郷土芸能の発表を行った。また神楽の伝承や地域の
活性化を目的として活動を続け「第15回城山かぐらまつりJを開催した城山神楽祭実行委員会に対して
補助金を交付した。

伝統芸能保存
伝 承 事 業

1,208,139 参加団体｜実施日入場者数 区 分 事業費

31団体｜ 8/21 1,300人｜ 城山かぐらまつり補助金 500,000 

そ の 他 の 経 費 708,139 

計 1,208, 139 

見学者への利便性の確保を図るとともに文化財保護意識の啓発を目的として、市内に点在する老朽

指定文化財 看板建替
化した指定文化財説明板の建替、補修を行った。

補 修 事 業
2,205,000 

｜看板製作委託料｜ 2,205,ooo I 19ヶ所

6ヶ所



款・項・目 *,fl] 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’'fi: 及 び 成 果

開発事業に対応するため、事前に発掘調査を実施した。

文化 財 調 査 事 業 市内遺 跡発掘 ｜発掘現場｜ 7ヵ所

調 査 事 業
5,000,000 

区 分 ｜事業費 ｜ 区 分 ｜事業費｜ 区 分 ｜事業費｜

｜賃 金｜ 3,196,ooo Iその他の経費｜ 1,so4,ooo I 計 s,000,000 I 

市内出土の鉄貧IJ2点・鉄鍛4点について、専門機関に委託して恒久的な保存処理を行った。
市内遺跡 出土遺物

1,000,000 
保存処理事業 区 分 ｜事業費｜ 区 分 ｜事業費｜ 区 分

｜委 託 料｜ 903,000 Iその他の経費｜ 91,000 I 言十 I 1,000,000 

(6) 
市内の青少年の健全育成を図るため、 16地区の青少年育成協議会を助成し、活動を支援した。

青少年育成 青少年健全育成事業 地区青少年健全育成
1,219, 750 ｜協議会~ 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

センター費 協議会助成 事 業 ｜補 助 金｜ 1,120,000 その他の経費 99, 750 
言十 1,219,750 

青少年指導員による青少年非行防止活動として、街頭指導活動や啓発活動を実施した。

｜指 導 活 動 回 数｜ 292回
青少年 指導員

1,917 ,885 ｜指導活動従事者数I1,239人
活 動 事 業

区 分 ｜事業 費 ｜ 区 分 ｜事業費｜ 区 分 ｜ 事業 費｜

｜報 償 費｜ 1,142,600 Iその他の経費｜ 11s,2ss I 計 1,917,885 I 

青少年や保護者からの悩み相談に相談員が適切な助言・指導を行った。また、フリーダイヤル相談電
話を設置するとともに、市内の全小・中学生に年2回チラシを配布し、気軽に相談ができるよう環境整備
に努めた。

青少年相 談 事 業 702,129 
｜電話相談｜ 50件｜面接相談｜ 19件｜

区 分 ｜事業費｜ 区 分 ｜事業費｜ 区 分

｜報 償 費｜ ss8,ooo Iその他の経費｜ 114,129 I 言十 I 102,129 

(7) 県北地域における文化芸術活動の中核施設である同センターと野口記念館の管理運営を指定管理者
に委託し、文化事業の実施及び文化活動の支援を行った。

総合文化 文化センター
延岡総合文化センター

センター費 管理経費
管理運 営事業

65,821,000 ｜指定管理料｜ 65,821,000 I 施 設 名 利用者数

延岡総合文化センター 203,519人
野 口 記 念 館 39,810人

円

inJ臼
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ';fヨ『・ 及 び 成 呆

延岡総合文化センター小ホーノレなどの屋根防水補修等を行い、快適な文化芸術環境を維持するととも

文化 センター 文化センター
46,801,000 

に利用者の安全を図った。

施設補修事業 施設補修事業
｜工事請負費｜ 46,so1,ooo I 

一一一

野口記念館の老朽化している屋内消火栓用非常動力ディーゼルエンジンを分解整備し、火災時の安

野 口 記念館 野 口 記 念 館
1,150,800 

全を図った。

施設補修事業 施設補 修事業
｜工事請負費｜ 1,150,soo I 

6) 
スポーツ振興法に基づき委嘱した委員が、地域スポーツの振興を図るため、各種事業を実施するととも

保健体育費 スポーツ・レクリエー
に各種イベントを支援した。

(1) ション 振 興 事 業
体育指導員活動経費

区 分｜事業費 区 分 事業費 区分｜事業費JU」
保健体育

（スポーツ推進委員）
2,558,000 報 酬｜ 2,274,300 その他の経費 283,700 計 I 2,55s,oo 

総務費

体育指導委員｜実施回数｜活動延人数｜
活 動実 績｜ 21回｜ 361人｜

健康教室等を通じ、市民の健康増進に努め、生涯スポーツの推進を図った。

区 分｜事業 費 区 分 事業費 区 分｜事業費｜

報 償 費｜ 1,800,000その他の経費 874,120 計 2,674,120 I 
生涯スポーツ推進事業 2,674,120 

※健康教室実績
区分 教室数 延参加者数

市直営 28 24,285人

自主教室 32 31,772人

市民体育祭として体育功労者等の表彰及びスポーツ少年団等によるリレー・玉入れ・長縄跳びを行うと
ともに、公民館対抗ミニバレーボーノレ大会を協賛大会とし、市民の生涯スポーツの推進を図った。

市民スポーツ推進事業 331,898 区 分｜事業費 区 分 事業費 ｜延参加者数｜

報 償 費｜ 23,000 その他の経費 308,898 2,567人｜

言十 331,898 



款・項・目 持咽 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’~ ・ 及 び 成 果

中学校体育連盟及び県中学校体育大会出場への支援を行うことで、生徒の体力・競技力の向上を
図った。

学校体育連盟
区 分 事業費 ｜県大会出場者数｜

ョ円!:r: 成 事 業
4,739,698 県中学校体育連盟負担金 100,698 I 2回延1,389人｜

県中学校体育大会 出場補助金 4,500,000 

市中学校体育連盟補助金 139,000 

計 4,739,698 

市体育協会加盟団体の運営補助及び県民総合スポーツ祭に出場する選手団への補助を行い、競技
スポーツ・生涯スポーツの振興を図った。

体 育 協 会 補助事業 12,495,695 区 分 事 業 費 補助対象

県民総合スポーツ祭出場等補助金 5,949,695 35競技・1,096人

市体育協会加盟団体運営補助金 6,546,000 3支部41団体

計 12,495,695 

日：豊海岸沿いの桜並木が続く市道をコースとして、市内外から幅広い年齢層のランナーが参加するマ
さく ら マラソン 1,300,000 ラソン大会への助成を行うことにより、市民の生涯スポーツの振興及び地域の情報発信等を図った。
補 助 事 業

｜さくらマラソン補助金｜ 1,300,000 I ｜エントリー数｜ 716人｜

第32回七福神わかあゆロード‘レース大会の運営・活動費として大会実行委員会に対し補助金の交付を

七福神わかあゆロード
行った。それにより、県内外から多くのランナーが参加し、新春の北川｜路を駆けるロードレースとして、

レース補 助 事 業
1,000,000 アスリートタウンのベおかを全国に情報発信し、地域のイメージの向上が図られた。

｜七福神わかあゆロードレース補助金｜ 1,000,000 I ｜エントリー数｜ 735人｜

総合型地域スポーツクラブ「南方ワイワイスポーツクラブJに対する運営補助を行い、本市の生涯スポー

総合型地域スポーツ ツの振興を図った。

ク ラ ブ 育成事業
1,000,000 

｜育成事業補助金｜ 1,000,000 I 
｜活動実績｜実施回数l延参同数｜

年306回 6,041人

スポーツ少年団並びにスポーツ教室について、更なる普及振興を図るため、運営等にかかる事務事業
を市体育協会に委託した。

スポーツ振興委託事業 933,000 区 分 事 業 費 活 動 状 況

スポーツ少年団事務局業務委託料 650,000 66団体（指導者247人、団員1,013人）
スポーツ教室運営業務委託料 283,000 15教室（申込224人、延参加者3,084人）

計 933,000 

n
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 n’；；. 及 び 成 果

大会準備運営補助を行い、あわせて新聞・TV・雑誌等各報道機関を通して情報を発信し、本市のPR
アスリートタウン ゴールデンゲームズin

7,000,000 
効果を高め、アスリートタウンづ、くりの推進を図った。

推 進 事 業 の べ お か 補助事業
｜運営補助金｜ 1,000,000 I ｜エントリー数｜ 582人｜

大会への補助及びテレビ番組制作委託を通して、交流人口の増大や情報の発信を図り、アスリートタ
ウンづくりを推進した。第50回大会を記念して、 BS放送による全国生中継を初めて実施した。

延岡西日本マラソン
22,500,000 区 分 事業費 エントリー数｜

第50回大会記念事業 ア レ ピ 番 車且 制 作 委 託 料 15,500,000 428人｜

延岡西日本マフソン第50回大会記念事業補助金 7,000,000 

計 22,500,000 

一一＋一一－一一

本市での大会開催や合宿及び九州大会以上の大会出場者に対し補助を行い、交流人口の増大や地
域イメージの向上などアスリートタウンづくりを推進した。

区 分 件数 延人数 事業費

アスリートタウン延岡 大会出場補助 165件 1,776人 7,224,000 

推進事 業補助
12,720,952 ムロ、 宿 補 助 41件 1,933人 2,845,600 

大会開催補助 7件 ------2,224,002 

その他の経費

------------- 427,350 

計 12,720,952 

一一－－－－一一一一ー一一一

平成23年3月に完成した安賀多橋を大会で使用することから、測量によって距離補正をし、公認コース
として一部変更申請を行った。

延岡西日本マラソン
コース測量委託事業

350,820 区 分 事業費 区 分 事業費

費 用 弁 償 46,320 測量設計委託料 304,500 

計 350,820 

NPO法人「アスリートタウンのべおかjが行う支援事業や広報活動に対して、事業費の補助を行い、本

「アスリートタウンのベ
900,000 

市のアスリートタウンづくりの推進を図った。
おかj推進補助事業

｜推進事業補助金｜ 900,000 Iスポーツ大会及び合宿支援 10件｜



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿H ヲ 及 び 成 果

チームのベおか小中高連携アスリート育成事業などを行い、中学校等部活動（陸上、柔道）の競技力

「アスリートタウン延岡j
向上及び指導者の資質向上を推進した。※「チームのべおか小中高連携アスリート育成事業j補助金

300,000 
競技スポーツ振興事業 ｜補 助 金｜ 300,000 I 

｜活動実績｜開催回91延参加計｜

児童生徒の健康診断や健康相談、学校環境衛生の維持管理を行った。
~主4－ 校 医 手 当 34,010,755 

学校保健事業 ｜報 酬｜ 164人｜ 34,010,155 I 

延岡市結核対策委員会を設置し、問診による判定を踏まえ、児童生徒の結核検診を行った。

児童生徒健康診断事業
区 分｜事業 費 区 分 事業費｜ 区 分

69,000 委 託 料｜ 55,485需 用 費 13,515 I 言十 69, 
（結核 検診）

｜要検討 Ml精密検査対象す｜

ー一一一一一一一一一一

学校保健安全法第13条に基づき、児童生徒の各種検診を行った。

区 分 受診者数 事業費 区 分 受診者数戸ー事業安
児童生徒健康診断事業 16,321,146 心臓検診委託料 2,424人 6,617,520 脊柱側笥症検診委託料 2,612人 1,645,560 
（各種 検診） 腎臓検診委託料 11,446人 4,451,057 貧 血 検 査 委 託 料 3,800人 2,394,000 

ぎょう虫卵検査委託料 7637人 1,199,009 使用料及び賃借料 一 14,000 

計 16,321,146 

学校保健安全法第15条に基づき、小中学校教職員の各種健診を行った。
小中学校 教 職 員 7,677,670 
健康診断事業 区 分 ｜受診者数｜事業費｜

定期健康診断委託料｜ 578人｜ 1,611,610 I 
ー一一ー

要保護・準要保護世帯の児童生徒に対し、医療扶助を行った。
要保護・準要保護児童 2,727,320 
生徒医療扶助事業 ｜区 分｜対象者実人数｜事業費｜

扶助費 313人 2,727,320

学校保健安全法第11条、第12条に基づき、就学時健康診断を行った。

就学時健康診断事業 524,819 区 分 受 診者数｜事業費｜
就学時健康診断 1,067人｜ 524,819 I 

円。



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額

自動体外式除細動器
1,409,866 

(A ED）設置事業

(2) 

体育施設費 体育施設管理経費
体育施設管理
委 託 事 業

35,140,501 

体育施設整備事業 「アスリートタウン延岡J
大 会 ・ 合宿誘致 2,559,622 
推 進 事 業

西階陸上競 技場
公認、検定更新事業

29,753,845 

市民遊泳場監事視業務
委託 業

5,571,300 

定住自立圏スポーツ
合宿共同誘致事業

1,043,000 

。，uqo 

事 業 内 廿Hで・ 及 び 成 果

市内公立小・中学校及び体育施設に設置している自動体外式除細動器（AED)57台の電極ノ号ッドの
交換を行った。

｜需 用 費｜ 1,409,866 I 

西階陸上競技場をはじめとする屋外体育施設の管理運営及び施設整備等を委託し、利用者へ良好な
施設環境を提供した。

区 分 事業費 区 分 事業費

体 育 施 設 管 理 委託料 28,982,589 その他の経費 18,712 

体育施設芝管理委託料 6,139,200 計 35,140,501 

合宿誘致や仙台市との地域間交流、体育施設用備品の購入及び大相撲東関部屋の合宿補助を行つ
た。

区 分 事業費 区 分 事業費

旅 費 295,890 補 助 金 880,000 
備品購入費 786,765 その他の経費 596,967 

計 2,559,622 

フィールド、の高さ調整工事と計時計調ljシステムのケーブル交換工事等を実施し、陸上競技場の公認検
定更新を行った。

区 分 事業費 区 分 事業費

賃 金 275,100 施設補修工事費 27,547,000 

旅 費 171,120 備品購入費 115,500 

施設整備工事費 645,000 その他の経費 1,000,125 

計 29,753,845 

西階遊泳場・浜川遊泳場の清掃及び監視等について業務委託を行った。

区 分 事業費 区 分 事業費 区 分｜事業費

委 託 料 5,310,900その他の経費 260,400 言十 5,571,300 

スポーツ合宿誘致のため、福岡の大学生に圏域内のスポーツ・宿泊施設を実際に見てもらうモニター
ツアーを実施し、スポーツを活かした圏域づくりを推進した。

区 分 事業費 参加者数

モニターツアー実施委託料 1,043,000 40人



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’~ 及 び 成 果

排水不良のあった庭球場を人工芝に改修したことで、大会誘致も可能となり、照明対応コートも3面から6
面に増設した。また、砂塵対策も兼ねて球技場を芝生化し、周辺駐車場の整備も実施した。

（施設整備概要）

・砂入り人工芝コート12面（内6面照明付） ・運動施設管理棟木造平屋 A=200ni

西階運動公園整備事業 350,841,000 
・ロンプ‘ノレテント（中央観覧席） A=496ni ・運営管理棟（鉄骨2F) A=72ni 
・施設駐車場 135台 ・天然芝（ティ7トン419）球技場 A=ll,215ni

区 分 事 業 費 区 分 事 業 費

工事請負費 337 ,116,000 備 品 購 入 費 7,253,000 

委 託 料 6,237,000 事 務 費 235,000 

計 350,841,000 

一一ー一一一

(3) 延岡市民体育館をはじめとする屋内体育施設の管理運営及び施設整備等を委託し、利用者へ良好な

市民体育館費 体育館管理経費 体育施 設管理
28,610,056 

施設環境を提供した。

委託事業
｜体育施設管理委託料｜ 2s,610,os6 I 

一一一一一一ー

(4) 
学校給食の安心安全な運営を図るため、学校給食施設等の維持管理及び調理等業務の委託を行つ
た。

学 －校給食 学校 給食施設
学校給 食施設

施設費 管理経費
管理事務費 243 '020' 790 区分事業費 区分

賃 金 9,059,915役 務 費 1,611,868その他の経費 284, 

需用費 41,430,652委 託 料 190,634,017 計 243,020,

岡富小学校給食施設を新築するための実施設計を行った。また、南方小学校給食室の床補修工事を

学校給食施設
行った。

整備事業
学校給食室改修事業 6,490,500 

区 分 事業費 区 分 事業費 区 分
事6,4業90JQ費o]委 託 料 4,309,500工事詩負費 2,181,000 計

学校教育法第四条に基づき、準要保護世帯の児童生徒に対し給食費の扶助を行った。

学校給食扶助費 準要保護児童生徒 59,322,883 
給食扶助事業 区 分 対象者実人数 事業費｜

扶 助 費 1,357人 59,322,883 

-133一
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款・項・目 才掴 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ’~でr・ 及 び 成 果

11 
軽微な農地及び農業用施設災害の測量業務、及び補修・単独補助を行った。

災 害 復旧費 農地災害復旧事業 区 分 事 業 費 備 考

イ彦 繕 料 3,066,320 16箇所

農林水産施設 農地災害復旧事業
22,977 ,109 

測量設計委託料 4,661,097 17箇所

災 害 復旧費 単 1虫 機械借上料 7,947,445 42箇所
(1) 災害復旧工事費 5,591,100 10箇所

農地災害 農地埋没災補助金 1,711,147 21箇所

復 ｜日 費 計 22,977,109 

農地及び農業用施設災害の復旧工事を行った。

地 区 農地箇所数 施設箇所数 区 分

農地災害復旧事業
12,026,196 

延 岡 。 1 災害復旧工事費 12,026,l 
補 助 オヒ 方 6 3 

オヒ JI I 3 

計 9 5 

(2) 
林道災害の測量業務、及び復旧工事を行った。

林道災害 林道災害復旧事業 地 区 路線数 箇所数 区 分 事業費

復 ｜日 費 46,746,850 延 岡 8 10 災害復旧工事費 43,183,000 

林道災害復旧事業 内繰越明許費 オヒ 方 1 1 （内繰越明許費） (5,163,000) 
補 助 5,163,000 北 浦 2 3 測量設計委託料 3,563,850 

オヒ J 11 9 12 （内繰越明許費） 46,746,si~） 計 20 26 計

（内繰越明許費） (5, 163,000) 

軽微な林道災害の測量業務、及び補修等を行った。

区 分 事 業 費 。荷 考

林道災害復旧事業
修 繕 料 35,597,881 122箇所

単 5虫 50,102,881 測量設計委託料 4,292,400 20箇所

災害復旧工事費 9,896,000 2箇所

補 償 費 316,600 l箇所

計 50,102,881 



款・項・目 細目 施策又は事業名 果決算額 事 業 ，，.，..，，’ 
’f:J- 成内 及 び
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補助対象の道路河川災害について復旧工事を実施し、市民の安全を確保した。

｜区分｜事業費｜区分｜事業費｜区分｜ 計一｜

｜委託料I10,311 ,ooo I工 事 請 負 費I122,054, 110 I 計 I 132,311,110 l 

132,371,770 I委託内容

大野森木線（黒岩橋）災害復旧測量設計業務委託外l件 10,317,000 
工事内容

平成23年災第386号大野森木線（黒岩橋）橋梁災害復旧工事

外14件 122,054,770 

公共土木 施設災害
復旧事業（ 単 独 ）

61,786,034 

補助対象外の道路河川｜災害について復旧工事を実施し、市民の安全を確保した。

｜区分｜事業費｜区分｜事業費｜

｜委託料I39,804,068 I工事請負費I13,421,soo I 
｜その他の経費｜ 8,560,466 I 計 I 61,186,034 I 

委託内容

須美江浦城線外土砂撤去委託外67件
工事内容

平成23年災稲葉崎地区道路災害復旧工事外7件

39,804,068 

13,421,500 

(2) 

都市公園｜都市公闘災害｜都市公 園 災 害
災害復旧費｜復 旧 事 業｜復旧事業（単独）

411,075 

台風（2号、 6号、 15号）による倒木等の撤去処理を早急に行い、市民の安全を確保した。

｜委託料I 411,015 I 

委託内容
O倒木撤去 4本、流木撤去 V=20rrf、崩土撤去 4箇所
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（国民健康保険特別会計） （単位：円）

款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 廿R 』 及 び 成 果

2 
療養の給付について、保険者が負担する額を医療機関に対して支払った。

保険給付費 一般被保険者 ・70歳以上75歳未満と未就学児は8割、それ以外の被保険者分は7割が保険者負担。

療養給付費
一般被保険者

－平成23年度診療費の受診率は、 905.48%（平成22年度は899.49%）。

療養諸費 8,280,119,445 給付状況
(1) 

療 養 給 付 費
区 分 イ牛 数 保険者負担額

一般被保険者 一般被保険者療養給付費 495,992{1牛 8,280,119,445 
療養給付費 70歳以上一般 157,195件 2,820,603,143 

内 70歳以上現役並み所得 5,085{1牛 63,620,997 

訳 未就学児 24,386{1牛 201,413,426 
(2) 退職被保険者等 上記以外 309,326{1牛 5,194,481,879 

退職被保険者 退職被保険者等 療 養 耳~.切6. 付 費
883,563, 780 退職被保険者等療 養給付費 56,947{1牛 883,563, 780 

等療養給付費 療養給付費

2) 医療費の自己負担額が限度額を超えた分について支給した。

高額療養費 一般被保険者
一般被保 険者

支給状況
(1) 高額療養費 1,101,500,746 区 分 件 数 保険者負担額

一般被保険者
高額療養費

一般被保険者向額療養費 16,709件 1,101,500,746 
高 額療養費 70歳以上一般 7,642f牛 261,449,476 

内 70歳以上現役並み所得 78件 6,206,325 
訳 未就学児 70件 5,341, 189 

(2) 
退職被保険者等

上記以外 8,919件 828,503,756 

退職被保険者 退職被保険者等 136,110,536 退職被保険者等高額 療 養 費 1,190件 136,110,536 
等高額療養費 高 額療養費

高額療養費

4) 出産した場合に出産育児一時金を支給した。（上限42万円）

出産育児諸費 出産育児 一 時 金 支給状況
(1) 出産育児一時 金 76,729,755 区 分 件 数 支給済額

出産育児 平成23年度 180件 76,729,755 
一 時 金 平成22年度 183件 76,983,782 

5) 死亡した場合に葬祭費を喪主に対して支給した。（定額2万円）

葬祭諸費 葬 祭 費 支給状況
(1) 葬 祭 費 4,560,000 区 分 件 数 支給済額

葬 祭 費 平成23年度 228件 4,560,000 

平成22年度 255件 5,100,000 



款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~ 『 及 び 成 果

8 ！被保険者へ受診券を交付し、施術者に補助金を支給した。（1回1,000円。年60回まで利用可。）

保健 事業費 しん灸補助 事 業

支給状況

保 健事業費 しん灸補助事業 23,515,550 区 分 ｛牛 数 支給済額

(3) 補 助 金 22,933{1牛 22,933,000 

しん灸費 需 用 費 ------ 452,550 

委 託 料 ------ 130,000 
言干 22,933flド 23,515,550 

2) 
生活習慣病予防のため、特定健診・特定保健指導を実施した。

特定健康診査 特定健康診査等 実施状況（見込み）

等事業費 事 業 費 区 分 受診総人数 区 分 事業費

(1) 特定健康 診 査 ・ 特 定 健 号Eど。Y、 7,993人 健診委託料 60,040,765 

特定健康診査 特定保健指導 75,303,753 特定保健指導 531人 その他の経費 15,262,988 

等事業費 事 業 計 75,303,753 

特定健診受診率

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度（見込み）

22.50% 25.80% 26.30% 29.50% 

（食肉センター特別会計） （単｛立：円）

款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 ぴ 成 果

食肉センターの管理を委託し、緊急を要する切迫と殺等に、と畜場が使用された。

食肉センター （食肉センター）

｜施設号理Z託料｜事私立。｜
（食肉センター） 60,720 

区 分 牛 豚 馬 仔牛 山羊 計

頭 数 83頭 15頭 1頭 0頭 0頭 99頭

金 額 52,290 7,800 630 。 。60,720 

勺

tqo 
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（介護保険特別会計） （単位：円）

款・項・目 藤田 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

1 
介護保険電算システムの保守管理等を委託し、効率的な運用により事務処理の迅速化を図った。

総 務 費 一般 管理経費 区 分 事 業

介護保険 電算 シスァム保守管理委託料 9,759,960 

総務管理費 システム事業
31,693,818 法改正に伴うシスァム改修委託料 14,983,500 

(I) 機 器 借 上 料 6,412,368 

一般管理 費 そ の 他 の 経 費 537,990 

言十 31,693,818 

3) 「要支援・要介護J認定業務を適切に行うことにより、効率的な介護サービスの利用につなげた。

認定調査費 要支援・ 要 介 護
平成22年1月より、認定の有効期間が12カ月から18カ月に延長された。

(1) 認 定 事 業
要支援・要介護

調査件数（年間） 7,148件（直営4,538件、委託2,610件）

認定調査費
雪wi!- 定 事 業

85,984,346 区 分 事業費 区 分 事業費

介護認定審査会委員報酬 17,460,000 介 護 認 定 調 査 員 賃 金 20,671,890 

医師意見書手数料 30,436,728 その他の経費 5,835,253 

訪問調査委託料 11,580,475 計 85,984,346 

2 要介護者（要介護l～5）に対し、居宅介護サービスや施設介護サービスに要した費用のうち9割を給付し

保険給付費 介護サービス等諸費
た。

区 分 事業費

介護サービス 居宅介護サービス給付費 4,616,970,648 
等 諸 費

（介護サービス等諸費） 9,673,114,522 地域密着型介護サービス給付費 893,050,4 75 

施設介護サーピス給付費 3,658,863, 737 

居宅介護福祉用具購入費 10,833,249 

居宅介護住宅改 修 費 31,612,560 

居宅介護サービス計画給付費 461, 783,853 

計 9,673,114,522 

2) 
要支援者（要支援l・2）に対し、介護予防サービスに要した費用のうち9割を給付した。

介護予防サー 介護予防サービス等 区 分 事業費
ピス等諸費 諸 費 介護予防サービス給付費 344,655,841 

（介護予防サービス 416,946,861 地域密着型介護予防サービス給付費 1,235,124 

等諸費） 介護予防福祉用具購入費 3,409,785 

介護予防住宅改 修 費 19,189,511 

介護予防サービス計画給付費 48,456,600 

言十 416,946,861 



款・項・目 車問 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 谷，.，.『 及 び 成 果

4) 
要介護者等が支払った1害Jjのサーピ、ス利用負担額が、一定の上限額（月単位）を超えた場合に、所得区

高額介護 高 額 介 護
分に応じて給付した。

サービス等費 サービス等費
（高額介護サービス等費） 228,465,671 

区 分 事業費

高額介護サービス費 228,295,514 

両額介護予防サー ビス費 170,157 

計 228,465,671 

5) 
低所得者の要介護者等が施設サービス等を利用した場合に食費・居住費（滞在費）の負担限度額を超え

特定入所者 特定入所者介護
る分について給付した。

介護サービス サービス等費 （特定入所者介護
， 

区 分 事業費

等 費 サ ー ビ ス等費）
385,138,300 

特定入所者介護サー ビ ス 費 384, 771,330 

特定入所者介護予防サービス費 366,970 

計 385,138,300 

6) 
介説保険と医療保険両方の利用負担額が、一定の上限額（年単位）を超えた場合に、所得区分に応じて

高額医療合算 高額医療合算介護
給付した。

介護サービス サ 一 ピス 費 （高額医療合算介護
24,944,024 

区 分 事業費

等 費 サービス費） 高額医療合算介護サービス費 24,902,237 

高額医療合算介護予防サービス費 41,787 

計 24,944,024 

3 
65歳以上の市民を対象に、介護予防を目的とした健康教育・健康相談等を開催し、介護予防を促進し

地域支援 介護予防普及
た。

事 業 費 啓 発 事 業 区 分 回数 延参加者数 区 分 事業費

1) 
介護予防普及

健 康 教 育 76 2,234 報 償 費 128,000 

介護予防 啓 発 事 業
585,600 健 康 相 談 24 771 需 用 費 145,860 

事 業 費 認知症予防
252,000 

(1) システム使用料

一次予防 その他の経費 59,740 

事 業 費 計 585,600 

家に閉じこもりがちな高齢者の生きがいづくりを支援するために、社会福祉法人延岡市社会福祉協議会

地域介護予防活動 地域住民グループ支援
に委託し、趣味活動やレクリエーション活動などのサロン活動を支援した。

支 援 事 業 （ふれあいサロン）事業
5,750,000 

｜委 託 料｜ 5,150,000 I ｜サロン数 実施回数 延参加者数｜
120ヵ所 2,140回 27,581人｜

n
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d
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 ~ 及 び 成 果

シルバー生き生きサロンの開催を委託し、高齢者の生きがいづくりと社会参加を促進した。
（委託先：］A延岡、延岡市赤十字奉仕団）

｜委 託 料｜ 600,000 I 開催場所 実施回数 延参加者数

J A 東海支店 12回 165人
シル バ一 生き生き

600,000 松山公民館 12回 137人
サ ロ ン 事 業 出北公民館 12回 89人

J A 西階支店 12回 164人
Aコープーヶ岡店 12回 184人
社会福祉センター 23回 529人

計 83回 1,268人

高齢者が生きがいのある生活を営めるように、下記の事業を実施し、高齢者の学習・趣味活動を支援した。

実施 主 体 事 業 内 容 延参加者数 事業費

シルバーゼミナール 435人

延 岡 市
陶 3さ3まZ~ 教 室 3,256人

80,204 
市 長 杯 将 棋 大 」:a 45人

生きがいと健康
3,785,956 ボ ナ 一 寿 賞 10人

づくり推進事業 生きがい体験学習 1,573人
社会福祉

シルバーゼミナール 214人 3,165,752 
協議会（委託）

講師派遣事業 165人

高協会齢者（委福託祉） 市民福祉セミナー 429人 540,000 

計 6,127人 3,785,956 

高齢者が要介護状態にならずに、健康でいきいきとした生活を送ることを目的として、介護予防の講話や

転倒骨折予防
簡単な体操を行う「転倒骨折予防教室Jを地域包括支援センターに委託して、地域で開催した。

2,580,000 
教 室 事 業 ｜委 託 料｜ 2,sso,000 I 開催回数｜参加者数｜

86回｜ 1,755人｜

地域住民で組織されたボランティアグループ「地域福祉推進チームjに対し活動費を助成し、高齢者世帯

地域福祉推 進チーム
11,750,490 

の見守り、助け合い活動による地域福祉の推進を図った。

支 援 事 業
｜補 助 金｜ 11,1so,49o I ｜チーム数｜ 232チーム｜



款・項・目 細目 施策又は事業名 決算額 果事 業 内
，.，...，・
廿 成及 び

さわやかシニア事業 1,542,745 

介護予防を目的として、筋力アップや有酸素運動、レクリエーション等を取り入れた教室「健康塾Jの運営
を延岡市健康教室推進協議会に委託し、地域で行った。また、「健康塾J以外の地域組織の介護予防の
取り組みに対しても、専門職や健康教室リーダーを派遣し、支援を行った。

健康塾 講師派遣

｜実施教室｜参加実人数｜ ｜派遣箇所｜ 参加人数 ｜ 

I 35教室 I 490人｜ I 14箇所 I 360人｜

(2) 

二次予防｜通所型介護予防事業
事 業 費｜ ｜元気あっぷシニアデイ

サービス事業
6,302,240 

要支援・介護状態になるおそれの高い状態にあると思われる65歳以上の人に対し、デイサービスで運動
機能向上プログラム等を実施し、要介護状態への進行を予防した。

｜委託料I 6,302,240 I 

’実利用者数｜延利用日数｜

168人 I 1,003日｜

2) 

包括的支援
事業・任意
事 業 費

(1) 

総合相談
事業 費

地域包括支援
センター委託事業

地域包括支援センター
委託事業

142,500,000 

地域包括支援センターを設置し、高齢者に関する総合的な相談業務を委託した。

｜委託料I142,500,000 I 

相談内容

介護保険、その他福祉サービスに関すること

高齢者の権利擁護、虐待に関すること

そ の他

計

延相談件数

25,771f牛
519件

l,389{i牛
27,679{i牛

介護予防ケア』
｜元気あっぷシニアマネジメント事業｜ノu
Iケアマネジメント事業

元気あっぷシニアデイサーヒ。ス事業の効率化と本人の生活の質の向上に資するため、利用者に対し、事
前アセスメントや生活目標の設定、効果の測定などを行うとともに、家族や事業者と本人情報などの共有

目化を図った。
1,076,000 I 

対象者数｜延マネジメント回数｜

168人 I 259回｜

(2) 

任意事業費｜家族介護支援事業
l介護教室委託事業 240,000 

高齢者自身の意識向上や介護技術の習得を図ることによって在宅福祉の向上に資するため、男性介護
教室を財団法人延岡市高齢者福祉協会に委託し、介談支援を行った。

｜委 託 料｜ 240,000 I ｜実施回数｜延参加者数｜

I s回I 110人｜
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款・項・目 細 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 化，.，...？－・ 及 び p父 呆

認、知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り支援するため、地域や職域において認知症サ
ポーターの養成を行った。

認知症高 齢者
715,265 

認知症サポーター養成

見 守 り 事 業 事業内容 実施箇所 参加人数 延参加者数
認知症サポーター養成講座 27箇所 903人 3,501人
キヤフバンメイト（フォロー）研修 1箇所 43人 143人

※キヤフパンメイト研修は、 23年度はフォロー研修のみ開催

要介護高齢者を抱える世帯の経済的負担の軽減を目的として、要介護4または5に相当する市民税非課

高齢 者紙 おむつ等
2,188,188 

税世帯の高齢者を在宅介護している者に、月額6,000円を上限に紙おむつ等の介護用品を支給した。

支 ~羽t為 事 業 （介護用品購入費の1割は自己負担）

｜実利用者数｜ 78人｜

高齢者を介護している者を一時的に介護から開放し、身体的・精神的な負担を軽減するため、日帰り研

家 族 介 議 者 修及び施設見学等を実施し、介護者相互の交流を図った。

交 流 事 業
312,000 

｜委 託 料｜ 312,000 I l開催回数2回｜参加者5数2人I 
発作や転倒の恐れがある一人暮らしの高齢者宅へ緊急、通報装置を設置することにより、緊急事態発生時

地域 自立生活 緊 急通 報システム の救急搬送依頼及び日常生活の相談等、臨機応変の対応をすることで、生活のサポートを図った。

支 援 事 業 事 業
4,209,138 

実利用者数｜ 緊急相談件数

133人｜ 415件 （うち救急鋼生送 22件）

介護相談員を随時施設に派遣し、利用者と事業者の橋渡しを行うことにより、利用者の疑問・不安の解消
を図るとともに、サービスの質の向上に資することができた。

介 議 相 談 員
3,119,198 区 分 ｜事業費 区 分 事業費

派 遺 等 事 業
報 償 費｜ 3,010,000 その他の経費 109,198 

計－ 3,119,198 

社会適応が困難な高齢者を養護老人ホームに一時的に宿泊させ、生活習慣の指導などを行い、体調の
調整を図った。

高齢者短期宿泊事業 390,000 
実利用者数｜延利用日数

22人｜ 130日

身体能力の低下などのために調理のできない高齢者に弁当（昼食か夕食のいずれかー食）を配達し、栄

養管理をするとともに、安否の確認を行った。
配食サービス事業 19,534,080 

｜委 託 料｜ 19,534,080 I 実利用者数 配食数

327人 40,696食



（後期高齢者医療特別会計） （単位：円）

款・項・目 t.llJ 目 施策又は事業名 決算額 事 業 内 容 及 び 成 果

1 
後期高齢者を対象に、生活習慣病の早期発見により、適切に医療に繋げ重症化を予防することを目的に

総 務 費 後期高齢者医療
健康診査を行った。

広域連合受託事業費 実施状況

総 務管理費 区 分 受診総人数｜

(1) 後期高齢者健診 2,550人｜

一般管理費

健康診査事業費 26,292,296 
健康診査受診率
平成20年度｜平成21年度｜平成22年度｜平成23年度（見込み）｜

6.10% 10.40% 11.20% 13.30% 

区 分 事 業 費 区 分 事 業 費

健診委託料 21,341,832 役 務 費 2,194,500 

賃 金 1,598,342 その他の経費 1,157,622 

計 26,292,296 

円
、

u
A
せ



【参考資料】
平成 23年度超過負担額調

（一般会計） （単位千円）

超過負担率及び負担額

款 項 目 実 績 補助基本額 単 ｛国 差 数 量 差 対 象 差 b 口 計

率（%） 負担額 率（%） 負担額 率（%） 負担額 率（%） 負担額

民 生 費 国民年 金事 務取 扱費 59 770 27, 737 115.5 32 033 115. 5 32 033 

農業委’員会職員給与貸 26 426 3 654 555.0 20 280 68.2 2 492 623.2 22, 772 
農林水産業費

農業委員会委員手当 18 120 1 000 1,712.0 17 120 1,712.0 17' 120 

計 44 546 4,654 803.6 37,400 53.6 2 492 857.2 39,892 

一 般 必Z三』 計 A.. 口 言十 104,316 32 391 214.4 69,433 7. 7 2,492 222. I 71 925 


